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平
成
二
十
六
年
に
発
表
さ
れ
た
能
・
狂
言
関
係
の
単
行
本
、
お
よ
び

雑
誌
等
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
を
概
観
す
る
。
前
年
分
と
同
様
、
単
行
本

（
表
き
よ
し
）、
資
料
研
究
・
能
楽
論
研
究（
宮
本
圭
造
）、
能
楽
史
研
究

（
高
橋
悠
介
、
横
山
太
郎
）、
作
品
研
究（
石
井
倫
子
、
中
司
由
起
子
）、

狂
言
研
究（
伊
海
孝
充
）、
外
国
語
に
よ
る
能
楽
研
究（
マ
イ
ケ
ル
・
ワ

ト
ソ
ン
）の
七
つ
に
分
け
て
分
担
執
筆
し
て
い
る
。
重
要
な
論
考
を
見

落
と
す
な
ど
の
遺
漏
も
少
な
か
ら
ず
あ
ろ
う
と
思
う
。
ご
寛
恕
を
乞
う
。

【
単
行
本
】

『
能
、
ド
ラ
マ
が
立
ち
現
れ
る
と
き
』（
土
屋
恵
一
郎
著
。
四
六
判
２６４
頁
。

１
月
。K

A
D

O
K

A
W

A

。
一
八
〇
〇
円
）

角
川
選
書
の
一
冊
。
十
番
の
能（
井
筒
・
融
・
清
経
・
朝
長
・
姨

捨
・
鵺
・
松
風
・
大
原
御
幸
・
定
家
・
砧
）を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
作
品
の
特
色
を
考
察
す
る
。
橋
の
会
で
の
活
動
な
ど
を
通
し
て
能
楽

と
深
く
関
わ
っ
て
き
た
著
者
だ
け
に
、
研
究
者
の
説
に
し
っ
か
り
目
配

り
し
な
が
ら
も
、
独
自
の
視
点
か
ら
作
品
世
界
に
迫
っ
て
い
る
。
能
の

作
品
の
と
ら
え
方
の
多
様
さ
を
感
じ
さ
せ
る
書
で
あ
る
。

『
現
代
芸
術
と
し
て
の
能
』（
原
田
香
織
著
。
四
六
判
２５６
頁
。
２
月
。
世

界
思
想
社
。
二
一
〇
〇
円
）

著
者
が
能
楽
に
感
じ
る
魅
力
や
、
日
頃
か
ら
能
楽
に
抱
い
て
い
る
関

心
を
中
心
に
、
能
楽
の
現
状
を
考
察
す
る
。
各
章
の
内
容
は
、
能
楽
堂

と
い
う
空
間
、
面
・
装
束
・
道
具
類
を
観
る
こ
と
、
役
者
の
動
き
を
見

る
こ
と
、
音
曲
を
聴
く
こ
と
、
現
代
能
楽
の
視
点
と
展
望
と
な
っ
て
お

り
、
特
に
最
後
の
章
で
は
女
性
能
楽
師
や
英
語
能
・
手
話
狂
言
・
バ
リ

ア
フ
リ
ー
能
な
ど
、
ま
さ
に
現
代
の
能
楽
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

取
り
上
げ
て
い
る
。
能
楽
の
基
本
的
な
事
柄
も
し
っ
か
り
取
り
入
れ
な

が
ら
、
著
者
の
能
楽
へ
の
視
点
が
盛
り
込
ま
れ
、
一
般
の
入
門
書
と
は

ひ
と
味
違
っ
た
書
と
な
っ
て
い
る
。

『
南
部
藩
の
能
楽
』（
青
柳
有
利
子
著
。
Ａ
４
判
２１２
頁
。
２
月
。
早
稲
田

大
学
出
版
部
。
三
〇
〇
〇
円
）

江
戸
時
代
の
南
部
藩
の
能
楽
へ
の
取
り
組
み
を
研
究
し
た
書
。
博
士

論
文
の
抜
粋
を
早
稲
田
大
学
モ
ノ
グ
ラ
フ
１０４
と
し
て
出
版
し
た
。
南
部

藩
の
能
楽
に
つ
い
て
は
千
葉
常
樹
『
南
部
藩
能
楽
史
』
な
ど
に
よ
り
早

く
か
ら
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
盛
岡
だ
け
で
な
く
江
戸
で
の
取
り
組
み

研

究

展

望

（
平
成
二
十
六
年
）
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を
含
め
て
総
合
的
に
考
察
す
る
点
に
特
色
が
あ
る
。
本
文
篇
と
資
料
篇

に
分
か
れ
て
お
り
、
本
文
篇
で
は
能
楽
導
入
期
、
江
戸
時
代
前
期（
天

和
か
ら
元
禄
）、
江
戸
時
代
中
期（
宝
永
か
ら
天
明
）、
江
戸
時
代
後
期

（
寛
政
か
ら
嘉
永
）に
区
切
り
な
が
ら
各
時
期
の
状
況
を
細
か
く
考
察
し

て
い
く
。
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
活
動
し
た
役
者
に
つ
い
て
も
詳
し
く
言

及
さ
れ
て
い
る
。
資
料
篇
は
南
部
藩
江
戸
日
記
『
御
在
府
留
』
と
南
部

藩
国
日
記
『
雑
書
』
の
能
楽
関
連
記
事
、
文
化
か
ら
嘉
永
の
演
能
記
録

集
成
で
あ
る
『
御
能
日
記
』
か
ら
上
演
さ
れ
た
曲
名
と
シ
テ
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
盛
岡
に
何
度
も
足
を
運
ん
で
調
査
を
進
め
た
成
果
が
十
分

に
表
れ
て
い
る
。

『
粟
谷
家
所
蔵
能
面
選
』（
粟
谷
能
夫
監
修
。
Ａ
４
判
５０
頁
。
３
月
。
粟

谷
能
夫
発
行
。
二
八
〇
〇
円
）

監
修
者
が
第
三
十
四
回
観
世
寿
夫
記
念
法
政
大
学
能
楽
賞
受
賞
を

き
っ
か
け
に
家
蔵
の
能
面
の
調
査
を
思
い
立
ち
、
そ
の
成
果
を
ま
と
め

た
の
が
本
書
で
あ
る
。
百
を
超
え
る
所
蔵
面
か
ら
五
十
面
を
選
び
、
面

裏
を
も
含
め
た
写
真
と
、
調
査
チ
ー
ム
の
大
谷
節
子
・
宮
本
圭
造
・
見

市
泰
男
に
よ
る
解
説
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
が
現
在
も
舞
台

で
活
躍
し
て
い
る
面
で
あ
り
、
こ
れ
だ
け
の
数
を
揃
え
る
こ
と
が
い
か

に
大
変
だ
っ
た
か
が
想
像
で
き
る
。
監
修
者
の
父
で
あ
る
粟
谷
新
太
郎

の
能
面
へ
の
こ
だ
わ
り
を
紹
介
す
る
文
章
や
、
粟
谷
家
の
能
面
に
は
鳥

取
池
田
家
旧
蔵
の
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
宮
本
圭
造
の

「
喜
多
流
と
鳥
取
池
田
家
旧
蔵
面
」
と
い
う
考
察
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
考
察
で
は
、
鳥
取
池
田
家
の
面
は
喜
多
家
の
も
の
を
本
面
と
す
る

こ
と
が
多
い
た
め
、
喜
多
家
の
能
面
の
状
況
を
知
る
上
で
も
大
き
な
手

掛
か
り
と
な
る
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

『
禅
竹
能
楽
論
の
世
界
』（
高
橋
悠
介
著
。
Ａ
５
判
４７２
頁
。
３
月
。
慶
應

義
塾
大
学
出
版
会
。
六
六
〇
〇
円
）

実
践
に
基
づ
く
論
が
中
心
の
世
阿
弥
伝
書
に
比
べ
て
難
解
で
あ
る
た

め
、
敬
遠
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
金
春
禅
竹
の
伝
書
に
真
正
面
か
ら
取
り

組
ん
だ
研
究
書
。「
は
じ
め
に
」
で
禅
竹
研
究
の
流
れ
を
確
認
し
、「
Ⅰ

猿
楽
の
芸
能
神
と
し
て
の
翁
と
荒
神
」
で
は
禅
竹
の
能
楽
論
や
思
想
を

考
え
る
上
で
の
鍵
と
な
る
「
荒
神
」
に
つ
い
て
、『
明
宿
集
』
な
ど
を

材
料
に
考
察
す
る
。「
Ⅱ
円
満
井
座
の
伝
承
と
禅
竹
の
信
仰
の
諸
相
」

で
は
「
御
影
・
舎
利
・
鬼
面
」
と
い
う
円
満
井
座
の
三
宝
を
手
掛
か
り

に
、
円
満
井
座
の
伝
承
や
禅
竹
の
思
想
を
分
析
し
て
い
る
。「
Ⅲ
六
輪

一
露
と
い
う
表
象
」
で
は
禅
竹
が
伝
書
で
様
々
に
説
い
て
い
る
六
輪
一

露
説
を
、
神
道
説
や
華
厳
学
、
禅
な
ど
と
の
関
わ
り
か
ら
把
握
し
て
い

く
。
神
道
や
仏
教
に
関
す
る
豊
か
な
知
識
を
背
景
に
論
が
展
開
さ
れ
て

お
り
、
禅
竹
の
思
想
の
解
明
に
大
き
な
前
進
を
も
た
ら
し
た
。
な
お
、

著
者
は
本
書
の
成
果
な
ど
に
よ
り
第
三
十
六
回
観
世
寿
夫
記
念
法
政
大

学
能
楽
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

『
永
青
文
庫
所
蔵
資
料
調
査
報
告
書

第
二
集
―
能
面
と
能
道
具
―
』

（
熊
本
県
立
美
術
館
編
集
・
発
行
。
Ａ
４
判
１７２
頁
。
３
月
。
非
売
品
）

平
成
二
十
三
年
度
か
ら
二
十
五
年
度
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
永
青
文

庫
所
蔵
資
料
調
査
事
業
の
成
果
を
報
告
し
た
も
の
。
熊
本
県
立
美
術
館
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に
寄
託
さ
れ
て
い
る
能
面
・
能
道
具
に
つ
い
て
、
田
邉
三
郎
助
・
門
脇

幸
恵
・
日
高
薫
の
指
導
の
も
と
に
調
査
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
報
告
書
の

内
容
は
総
論
・
図
版
編
・
資
料
編
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
総
論
で
は
田

邉
三
郎
助
「
細
川
家
の
能
面
に
つ
い
て
」
と
門
脇
幸
恵
「
細
川
家
の
能

道
具
」
に
よ
り
所
蔵
資
料
の
全
体
像
や
特
徴
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
図

版
編
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
の
写
真
を
掲
載
し
、
資
料
編
で
は
具
体
的

な
デ
ー
タ
を
紹
介
す
る
。
能
面
・
狂
言
面
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
楽

器
・
冠
帽
類
、
装
束
類
の
小
物
、
仮
髪
、
作
り
道
具
、
蔵
道
具
、
作
り

物
か
ら
面
箪
笥
に
至
る
ま
で
、
能
楽
に
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
細
川
家
の

資
料
だ
け
に
、
実
に
多
く
の
も
の
が
保
存
さ
れ
て
い
る
様
子
が
わ
か
る
。

『
黒
川
能
面
装
束
図
譜
』（
黒
川
能
面
装
束
図
譜
製
作
実
行
委
員
会
編
。

Ａ
４
判
１７２
頁
。
３
月
。
黒
川
能
保
存
会
。
非
売
品
）

山
形
県
の
黒
川
地
域
で
伝
承
さ
れ
て
き
た
黒
川
能
の
装
束
や
面
を
写

真
で
紹
介
す
る
。
装
束
が
百
十
点
、
面
が
百
二
点
で
、
伝
承
の
過
程
で

着
々
と
こ
れ
ら
を
揃
え
て
い
っ
た
関
係
者
の
努
力
と
苦
労
が
窺
え
る
。

演
能
の
様
子
や
小
学
生
の
演
技
、
虫
干
し
の
光
景
な
ど
も
写
真
で
紹
介

さ
れ
て
お
り
、
日
常
の
取
り
組
み
の
様
子
も
感
じ
ら
れ
る
。
増
田
正

造
・
馬
場
あ
き
子
・
工
藤
幸
治
・
大
塚
亮
治
の
特
別
寄
稿
も
収
録
さ
れ

て
い
る
。
上
座
・
下
座
の
役
者
や
神
社
関
係
者
が
実
行
委
員
と
な
っ
て

製
作
さ
れ
た
立
派
な
写
真
集
で
、
非
売
品
だ
が
黒
川
能
保
存
会
に
一
定

額
以
上
の
寄
付
を
行
っ
た
人
に
進
呈
さ
れ
る
よ
う
だ
。

『
能
を
考
え
る
』（
山
折
哲
雄
著
。
四
六
判
１９２
頁
。
３
月
。
中
央
公
論
新

社
。
一
六
〇
〇
円
）

月
刊
誌
『
観
世
』
に
平
成
二
十
四
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
連
載
さ
れ

た
記
事
を
中
心
に
一
書
と
し
た
も
の
。
世
阿
弥
や
そ
の
伝
書
、〈
翁
〉を

始
め
と
す
る
様
々
な
演
目
、
能
面
か
ら
観
世
寿
夫
に
至
る
ま
で
様
々
な

事
柄
を
取
り
上
げ
て
論
じ
て
い
る
。
仏
教
的
な
視
点
か
ら
論
じ
て
い
る

場
合
も
あ
る
が
、
難
し
い
言
い
方
で
は
な
く
わ
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ

て
い
る
。「
能
は
生
体
を
死
体
に
近
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
究
極
の
美

的
超
越
を
志
向
す
る
も
の
」
と
い
っ
た
興
味
深
い
指
摘
が
随
所
に
見
ら

れ
、
奥
が
深
い
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

『
鴻
山
文
庫
蔵
能
楽
資
料
解
題

下
』（
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
編
。
Ａ

５
判
６２０
頁
。
３
月
。
野
上
記
念
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
。
六
〇
〇
〇
円
）

上
冊（
謡
本
）、
中
冊（
伝
書
・
注
釈
書
）に
続
く
下
冊
が
よ
う
や
く
刊

行
さ
れ
た
。
上
冊
刊
行
か
ら
二
十
四
年
、
中
冊
刊
行
か
ら
で
も
十
六
年

も
の
時
間
を
要
し
た
経
緯
は
山
中
玲
子
所
長
に
よ
る
「
あ
と
が
き
」
に

触
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
下
冊
に
目
を
通
せ
ば
い
か
に
大
変
な
作
業

だ
っ
た
か
ご
理
解
い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
。
下
冊
は
「
付
、
狂
言
、
史
料
、

そ
の
他
、
メ
モ
・
活
字
本
・
レ
コ
ー
ド
等
」
に
つ
い
て
解
説
を
加
え
て

お
り
、
鴻
山
文
庫
が
ど
れ
だ
け
多
様
な
資
料
を
蔵
し
て
い
る
か
が
わ
か

る
と
と
も
に
、
詳
細
な
解
説
を
付
し
た
の
で
資
料
の
性
格
も
理
解
し
や

す
く
な
っ
て
い
る
。
歴
代
の
所
員
の
地
道
な
仕
事
の
積
み
重
ね
に
よ
り

刊
行
に
た
ど
り
着
い
た
も
の
で
、
こ
の
作
業
を
通
し
て
新
た
な
研
究
に

発
展
し
た
成
果
も
存
在
す
る
。
下
冊
の
刊
行
に
よ
っ
て
鴻
山
文
庫
受
贈

の
条
件
を
よ
う
や
く
満
た
し
た
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
鴻
山
文
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庫
の
資
料
は
ま
す
ま
す
活
用
し
や
す
く
な
っ
た
の
で
、
今
後
の
能
楽
研

究
に
大
い
に
寄
与
す
る
は
ず
で
あ
る
。

『
松
江
城
下
の
町
人
と
能
楽
』（
小
林
准
士
著
。
Ａ
５
判
８７
頁
。
３
月
。

島
根
大
学
法
文
学
部
山
陰
研
究
セ
ン
タ
ー
。
九
二
六
円
）

江
戸
後
期
の
松
江
藩
に
お
け
る
舞
囃
子
な
ど
を
記
録
し
た
瀧
川
伝
右

衛
門
の
『
御
囃
子
日
記
』（
島
根
県
立
図
書
館
蔵
）を
紹
介
す
る
。
松
江

藩
で
は
松
江
城
三
の
丸
御
殿
や
家
老
邸
で
の
正
月
の
松
囃
子
な
ど
を
能

に
習
熟
し
た
町
人
が
担
当
す
る
仕
組
み
が
あ
っ
た
。
出
演
す
る
町
人
た

ち
は
事
前
に
稽
古
を
積
み
重
ね
、
そ
の
様
子
を
町
奉
行
が
見
分
し
て
い

る
。
一
方
で
稽
古
後
に
は
会
食
で
親
睦
を
図
り
、
結
束
を
強
め
て
い
っ

た
様
子
も
窺
え
る
。
町
人
の
役
者
を
取
り
ま
と
め
た
の
が
御
用
商
人
の

瀧
川
家
で
、
名
誉
な
役
な
が
ら
経
済
的
負
担
も
大
き
く
、
苦
労
し
な
が

ら
仕
組
み
を
支
え
て
い
っ
た
。
本
書
は
コ
ン
パ
ク
ト
な
が
ら
松
江
藩
独

特
の
能
へ
の
取
り
組
み
を
教
え
て
く
れ
る
興
味
深
い
書
で
あ
る
。
な
お
、

こ
の
『
御
囃
子
日
記
』
全
体
の
翻
刻
は
能
楽
研
究
所
の
能
楽
資
料
叢
書

４
と
し
て
平
成
二
十
九
年
三
月
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

『
国
文
学
研
究
資
料
館
叢
書
６

狂
言
絵

彩
色
や
ま
と
絵
』（
国
文
学

研
究
資
料
館
編
。
Ａ
４
判
１３９
頁
。
６
月
。
勉
誠
出
版
。
一
三
〇
〇
〇
円
）

国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
と
な
っ
た
『
狂
言
絵
』
を
フ
ル
カ
ラ
ー
図

版
で
掲
載
す
る
。
全
六
十
図
を
、
偶
数
頁
に
は
影
印
、
奇
数
頁
に
は
図

の
裏
面（
曲
名
が
記
さ
れ
る
）の
写
真
と
解
説
、『
古
狂
言
後
素
帖
』
の

図
柄
が
共
通
す
る
絵
の
写
真
な
ど
を
掲
載
す
る
。
解
題
執
筆
は
小
林
健

二
で
、『
狂
言
絵
』
の
書
誌
や
特
徴
、
他
の
狂
言
古
図
と
の
関
係
な
ど

が
詳
し
く
考
察
さ
れ
て
い
る
。
能
楽
研
究
所
蔵
『
能
狂
言
尽
く
し
』
と

の
関
係
に
も
言
及
が
あ
り
、
画
題
・
図
柄
・
曲
名
の
共
通
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
狂
言
古
図
の
研
究
は
近
年
ど
ん
ど
ん
進
展
し
て
お
り
、
そ

こ
に
ま
た
新
た
な
材
料
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

『
能
界
情
報
お
も
て
う
ら
』（
堀
上
謙
著
。
新
書
判
２４６
頁
。
６
月
。
能
楽

書
林
。
一
〇
〇
〇
円
）

能
楽
評
論
家
と
し
て
活
躍
し
た
著
者
の
評
論
・
随
想
集
。
内
容
は
三

部
に
分
か
れ
て
お
り
、「
Ⅰ
能
界
情
報
お
も
て
う
ら
」
は
『
能
楽

ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
な
ど
に
執
筆
し
た
文
章
を
収
録
、「
Ⅱ
能
界
展
望
・

ブ
ッ
ク
レ
ビ
ュ
ー
」
は
二
〇
〇
八
年
か
ら
二
〇
一
三
年
ま
で
の
能
界
の

動
向
と
能
楽
関
連
著
書
の
紹
介
、「
Ⅲ
能
の
観
客
と
動
向
」
は
能
楽
の

現
状
と
将
来
に
つ
い
て
論
じ
た
文
章
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
能
楽
の

将
来
に
つ
い
て
早
く
か
ら
危
機
感
を
抱
き
、
将
来
へ
向
け
て
の
取
り
組

み
を
訴
え
て
き
た
著
者
の
厳
し
い
視
点
と
、
能
楽
に
対
す
る
深
い
愛
情

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
観
世
元
章
の
世
界
』（
松
岡
心
平
編
。
Ａ
５
判
５７６
頁
。
６
月
。
檜
書
店
。

九
〇
〇
〇
円
）

十
五
世
観
世
大
夫
で
徳
川
家
重
・
家
治
の
能
指
南
役
を
勤
め
た
観
世

元
章
に
関
す
る
論
考
な
ど
を
集
成
し
た
も
の
。
元
章
は
学
問
的
関
心
が

高
く
、
謡
曲
詞
章
改
訂
や
新
演
出
の
採
用
な
ど
大
が
か
り
な
能
楽
改
革

に
着
手
し
て
『
明
和
改
正
謡
本
』
を
刊
行
し
た
。
観
世
文
庫
に
所
蔵
さ
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れ
て
い
る
元
章
関
係
資
料
の
調
査
・
研
究
の
成
果
を
も
と
に
、「
論
考

篇
」「
事
典
篇
」「
資
料
篇
」
に
分
け
て
元
章
の
活
動
を
紹
介
し
て
い
る
。

「
論
考
篇
」
に
は
中
堅
・
若
手
の
研
究
者
を
中
心
と
す
る
十
四
名
の
論

考
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
は
こ
の
「
研
究
展
望
」

の
能
楽
史
研
究
や
作
品
研
究
な
ど
の
項
で
取
り
上
げ
た
の
で
そ
ち
ら
を

参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。「
事
典
篇
」
の
「
元
章
小
事
典
」
は
元
章

に
関
連
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
百
一
項
目
を
解
説
、
元
章
と
関
わ
り
が
あ
っ

た
人
物
が
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
元
章
の
人
脈
を
考
え
る
手
掛
か
り
と

な
る
。「
資
料
篇
」
に
は
「
元
章
年
譜
」「
元
章
関
係
書
目
」「
元
章
関

係
主
要
研
究
論
文
目
録
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
元
章
に
関
す
る
様
々

な
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
る
本
書
の
刊
行
に
よ
り
、
元
章
研
究
の
さ
ら

な
る
進
展
が
期
待
さ
れ
る
。

『
日
本
人
の
身
体
』（
安
田
登
著
。
新
書
判
２５６
頁
。
９
月
。
筑
摩
書
房
。

八
二
〇
円
）

ち
く
ま
新
書
の
一
冊
。
ワ
キ
方
能
楽
師
で
あ
る
著
者
が
、
日
本
人
に

と
っ
て
身
体
と
は
何
か
を
論
じ
て
い
る
。「
身
」
と
「
か
ら
だ
」、
曖
昧

な
身
体
、
溢
れ
出
る
身
体
、
た
め
息
と
内
臓
と
い
う
章
立
て
で
、
様
々

な
角
度
か
ら
身
体
を
見
つ
め
て
い
く
。
随
所
に
能
の
話
が
登
場
す
る
も

の
の
、
能
を
論
じ
た
本
で
は
な
い
。
し
か
し
、
能
に
と
っ
て
も
重
要
な

身
体
に
あ
ら
た
め
て
注
目
す
る
と
い
う
点
で
示
唆
に
富
む
本
で
あ
る
。

漢
字
の
字
源
や
言
葉
の
語
源
へ
の
注
目
が
多
い
点
に
も
特
色
が
感
じ
ら

れ
る
。

『
能
の
う
た
―
能
楽
師
が
読
み
解
く
遊
楽
の
物
語
―
』（
鈴
木
啓
吾
著
。

Ｂ
６
判
４００
頁
。
９
月
。
新
典
社
。
三
二
〇
〇
円
）

観
世
流
シ
テ
方
能
楽
師
に
よ
る
能
の
作
品
紹
介
。
副
題
に
あ
る
「
遊

楽
」
は
世
阿
弥
が
伝
書
で
用
い
る
語
だ
が
、
ま
さ
に
能
の
世
界
に
遊
ん

で
楽
し
も
う
と
い
う
狙
い
を
持
っ
て
い
る
。「
神
・
男
・
女
・
狂
・
鬼
」

の
五
章
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
五
か
ら
十
三
の
作
品
、
全
部
で
四
十

曲
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
各
曲
と
も
、
曲
中
に
引
用
さ
れ
て
い
る
、
あ

る
い
は
そ
の
曲
を
創
作
す
る
に
あ
た
り
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
和

歌
や
漢
詩
を
ま
ず
紹
介
し
、
そ
れ
か
ら
あ
ら
す
じ
、
解
説
と
続
い
て
い

く
。
解
説
は
さ
ら
に
テ
ー
マ
分
け
さ
れ
て
い
る
が
、
能
楽
師
の
手
に
成

る
も
の
な
の
に
、
演
技
や
演
出
で
は
な
く
文
学
や
歴
史
の
面
か
ら
の
考

察
と
な
っ
て
い
る
点
に
特
徴
が
窺
え
る
。

『
観
阿
弥
生
誕
六
八
〇
年
世
阿
弥
生
誕
六
五
〇
年
記
念

世
阿
弥
の
世

界
』（
京
都
観
世
会
編
。
Ａ
５
判
１４６
頁
。
１０
月
。
京
都
観
世
会
。
一
五

〇
〇
円
）

能
楽
研
究
者
を
中
心
と
す
る
三
十
一
名
が
寄
稿
し
た
世
阿
弥
に
つ
い

て
の
文
章
を
収
録
す
る
。
世
阿
弥
の
経
歴
や
世
阿
弥
伝
書
に
関
す
る
も

の
、
世
阿
弥
作
品
に
関
す
る
も
の
、
世
阿
弥
時
代
の
芸
態
に
関
す
る
も

の
、
世
阿
弥
時
代
の
狂
言
に
関
す
る
も
の
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ

ぞ
れ
は
二
か
ら
三
ペ
ー
ジ
程
度
の
短
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
研
究
者
が

世
阿
弥
に
つ
い
て
抱
い
て
い
る
疑
問
や
注
目
し
て
い
る
点
な
ど
が
示
さ

れ
て
お
り
、
今
後
の
世
阿
弥
研
究
の
進
展
に
期
待
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る

内
容
と
な
っ
て
い
る
。
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『
川
崎
九
淵
著
作
集
』（
上
）（
下
）（
岡
田
万
里
子
編
。
Ｂ
５
版
８２
頁（
上
）・

９０
頁（
下
）。
１１
月
。
ぶ
ん
が
く
社
。
各
冊
一
二
九
六
円
）

葛
野
流
大
鼓
方
の
名
人
と
し
て
知
ら
れ
る
川
崎
九
淵
に
関
す
る
諸
資

料
を
、
花
も
よ
叢
書
と
し
て
刊
行
し
た
も
の
。
九
淵
が
様
々
な
雑
誌
等

に
寄
稿
し
た
文
章
を
テ
ー
マ
別
に
収
録
す
る
。
上
冊
は
芸
談
や
エ
ッ

セ
ー
、
下
冊
は
地
拍
子
研
究
な
ど
。
川
崎
勝
子
編
『
お
も
か
げ
』『
続
・

お
も
か
げ
』、
武
智
鉄
二
の
九
淵
評
な
ど
、
関
連
資
料
も
数
多
く
転
載

さ
れ
て
お
り
、
九
淵
の
人
と
な
り
を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
集
と
言
え
る
。

『
大
鼓
方
川
崎
九
淵
素
描
』（
西
澤
建
義
著
。
Ｂ
５
版
７８
頁
。
１１
月
。
ぶ

ん
が
く
社
。
一
二
九
六
円
）

川
崎
九
淵
の
伝
記
。
同
人
誌
『
文
芸
復
興
』
に
平
成
二
十
三
年
十
二

月
〜
二
十
五
年
七
月
に
四
回
に
わ
た
っ
て
連
載
さ
れ
た
「
人
間
国
宝
九

淵
素
描
」
を
大
幅
に
修
正
し
、
花
も
よ
叢
書
と
し
て
再
録
・
刊
行
し
た

も
の
。

『
風
姿
花
伝
』（
夏
川
賀
央
訳
。
四
六
判
１６８
頁
。
１２
月
。
致
知
出
版
社
。

一
四
〇
〇
円
）

い
つ
か
読
ん
で
み
た
か
っ
た
日
本
の
名
著
シ
リ
ー
ズ
の
一
冊
。
い
つ

か
読
ん
で
み
よ
う
と
思
い
つ
つ
も
チ
ャ
ン
ス
が
な
い
、
読
み
始
め
て
み

た
が
途
中
で
投
げ
出
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
人
向
け
の
本
だ
け
に
、
わ

か
り
や
す
い
現
代
語
訳
と
な
っ
て
い
る
。
注
釈
や
解
説
が
な
い
の
が
特

徴
で
、
細
か
な
事
ま
で
理
解
し
よ
う
と
す
れ
ば
物
足
り
な
い
か
も
し
れ

な
い
が
、
あ
え
て
現
代
語
訳
だ
け
に
す
る
こ
と
で
、
と
に
か
く
ひ
と
と

お
り
目
を
通
す
気
持
ち
に
な
れ
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

『
横
道
萬
里
雄
の
能
楽
講
義
ノ
ー
ト
【
囃
子
編
】』（
横
道
萬
里
雄
の
能

楽
講
義
ノ
ー
ト
出
版
委
員
会
編
。
Ａ
５
判
２６０
頁
。
１２
月
。
檜
書
店

三

八
〇
〇
円
）

前
年
に
刊
行
さ
れ
た
【
謡
編
】
に
続
く
も
の
で
、
昭
和
五
十
八
年
に

東
京
芸
術
大
学
で
横
道
萬
里
雄
が
行
っ
た
講
義
の
後
半
十
一
回
分
を
収

め
て
い
る
。
謡
編
の
復
習
か
ら
始
ま
っ
て
、
楽
器
の
構
造
と
演
奏
法
、

打
楽
器
の
掛
け
声
や
手
組
、
舞
や
登
場
の
囃
子
な
ど
、
囃
子
に
関
す
る

様
々
な
事
柄
を
詳
細
に
説
明
し
て
い
る
。
横
道
流
の
分
類
や
用
語
を
駆

使
し
て
明
晰
に
説
い
て
い
く
の
で
大
変
わ
か
り
や
す
く
、
か
な
り
専
門

的
な
事
柄
も
出
て
来
る
の
だ
が
、「
あ
と
が
き
」
に
あ
る
よ
う
に
「
な

ん
だ
か
わ
か
っ
た
よ
う
な
気
に
な
っ
た
の
に
思
い
返
す
と
わ
か
ら
な
い

こ
と
だ
ら
け
」
と
い
う
部
分
も
あ
る
が
、
付
属
の
Ｃ
Ｄ
に
具
体
例
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
の
で
、
実
際
に
音
を
確
認
す
る
こ
と
で
理
解
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
能
楽
愛
好
者
で
も
囃
子
の
細
か
な
こ
と
は
難
し

く
て
わ
か
ら
な
い
と
い
う
人
も
多
い
が
、
そ
う
し
た
人
に
も
囃
子
に
つ

い
て
勉
強
し
て
み
よ
う
と
思
わ
せ
る
魅
力
を
持
っ
て
い
る
。（
表
）

論
文

【
資
料
研
究
】

ま
ず
は
隗
よ
り
始
め
よ
、
で
『
能
楽
研
究
』
に
載
っ
た
二
編
の
論
文
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か
ら
。
表
章
「『
触
流
し
御
能
組
』
題
記
と
注
記
一
覧
」（『
能
楽
研
究
』

３８
。
３
月
）は
、
平
成
二
十
二
年
に
急
逝
さ
れ
た
著
者
の
遺
稿
。
享
保

〜
文
久
の
間
の
江
戸
城
に
お
け
る
能
番
組
集
成
で
あ
る
『
触
流
し
御
能

組
』
か
ら
、
各
演
能
の
場
所
と
趣
旨
を
記
し
た
題
記
と
番
組
の
末
尾
に

記
さ
れ
た
注
記
を
全
て
翻
刻
し
た
も
の
で
、
平
成
二
十
年
の
時
点
で
ほ

ぼ
仕
上
が
っ
て
い
た
原
稿
を
、
表
き
よ
し
が
あ
ら
た
め
て
チ
ェ
ッ
ク
し

た
上
で
掲
載
す
る
。
特
筆
す
べ
き
は
、
天
保
年
間
以
降
の
番
組
に
見
え

る
詳
細
な
注
記
の
存
在
で
、
当
日
の
演
能
が
ど
の
よ
う
な
手
順
で
行
わ

れ
た
か
、
舞
台
上
で
の
演
能
の
様
子
な
ど
が
き
わ
め
て
具
体
的
に
記
さ

れ
て
お
り
、
能
楽
史
研
究
の
み
な
ら
ず
、
演
出
史
研
究
に
も
大
い
に
有

用
で
あ
る
。
今
後
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。

伊
海
孝
充
「
玉
屋
謡
本
の
研
究（
一
）」（
同
）は
、
江
戸
初
期
の
観
世

流
板
行
謡
本
と
し
て
重
要
な
存
在
で
あ
り
な
が
ら
、
光
悦
謡
本
や
元
和

卯
月
本
と
比
べ
て
研
究
が
立
ち
遅
れ
て
い
た
玉
屋
謡
本
に
つ
い
て
の
、

初
め
て
の
体
系
的
な
研
究
で
あ
る
。（
一
）で
は
、
古
活
字
玉
屋
本
と
整

版
玉
屋
本
の
諸
伝
本
を
網
羅
し
、
そ
の
書
誌
情
報
を
明
確
に
し
た
上
で
、

古
活
字
玉
屋
本
・
整
版
玉
屋
本
間
の
本
文
異
同
、
整
版
玉
屋
本
の
諸
本

の
先
後
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
末
尾
に
「
玉
屋
本
所
収
曲
目
一
覧

表
」
を
付
す
。

六
月
に
檜
書
店
か
ら
刊
行
の
『
観
世
元
章
の
世
界
』
に
も
、
謡
本
関

連
の
論
文
が
二
本
載
っ
た
。
高
橋
悠
介
「
観
世
元
章
手
沢
・
石
畳
艶
出

模
様
紺
表
紙
一
番
綴
謡
本
の
周
辺
」
は
、
観
世
文
庫
保
管
の
石
畳
艶
出

模
様
の
紺
表
紙
一
番
綴
謡
本
一
二
四
冊
に
つ
い
て
の
詳
細
な
論
考
で
あ

る
。
同
謡
本
に
は
江
戸
期
歴
代
の
観
世
大
夫
の
書
入
れ
が
あ
る
が
、
中

で
も
注
目
さ
れ
る
の
が
観
世
元
章
に
よ
る
書
入
れ
で
、
そ
の
内
容
は

『
爐
雪
集
』
と
重
な
る
も
の
が
多
く
、
明
和
改
正
謡
本
に
い
た
る
詞
章

の
改
訂
過
程
や
、
元
章
の
世
阿
弥
理
解
を
知
る
上
で
貴
重
な
手
が
か
り

が
得
ら
れ
る
と
い
う
。
ま
た
、
歴
代
の
観
世
大
夫
に
よ
る
書
入
れ
か
ら
、

本
謡
本
が
観
世
家
の
蔵
書
の
中
に
ど
う
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
か
、
と

い
う
点
に
つ
い
て
も
論
が
及
ん
で
お
り
、
享
保
期
に
お
け
る
「
清
親
と

幕
府
と
の
間
で
行
わ
れ
た
改
訂
の
実
態
」
を
示
す
資
料
と
し
て
有
用
で

あ
る
こ
と
、
本
謡
本
が
後
代
の
観
世
家
に
お
い
て
一
種
の
バ
イ
ブ
ル
と

し
て
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
、
多
く
の
論
点
を
提
示
す
る
。
観
世

家
伝
来
の
そ
の
他
の
謡
本
資
料
に
も
目
配
り
が
行
き
届
い
て
お
り
、
観

世
家
謡
本
の
総
合
的
研
究
を
思
わ
せ
る
、
重
厚
な
論
文
と
な
っ
て
い
る
。

中
尾
薫
「
田
安
宗
武
の
改
訂
案
書
付
」
は
、
観
世
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る

〈
翁
〉詞
章
に
関
す
る
考
証
書
付
が
田
安
宗
武
の
筆
跡
に
な
る
こ
と
、
そ

の
考
証
結
果
が
明
和
改
正
謡
本
に
反
映
さ
れ
て
お
り
、
同
謡
本
へ
の
田

安
宗
武
の
関
与
が
裏
付
け
ら
れ
る
こ
と
を
論
じ
る
。
論
考
の
後
半
は
、

同
じ
く
宗
武
筆
と
見
ら
れ
る
『
二
曲
三
体
人
形
図
』
の
考
証
書
付
に
つ

い
て
の
検
討
。
舞
楽
の
知
識
を
応
用
し
て
能
の
古
型
の
復
元
を
試
行
す

る
宗
武
の
姿
勢
が
窺
わ
れ
る
と
い
う
。

『
観
世
元
章
の
世
界
』
に
は
、
右
の
二
本
以
外
に
も
、
観
世
文
庫
蔵

の
元
章
関
係
資
料
を
扱
っ
た
論
文
が
多
く
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
【
能
楽
史
研
究
】【
作
品
研
究
】【
狂
言
研
究
】
の
各
項
で
取
り
上
げ

る
が
、【
資
料
研
究
】
に
分
類
す
べ
き
論
考
と
し
て
、
恵
阪
悟
「
明
和

改
正
研
究
へ
の
視
点
」
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
た
い
。
同
稿
は
、
観
世

文
庫
の
資
料
か
ら
元
章
に
関
す
る
二
点
の
資
料
を
紹
介
し
、
そ
の
内
容
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に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
。
最
初
の
一
点
は
「
神
歌
」
の
免
状
で
、
こ

の
資
料
に
基
づ
き
、〈
翁
〉の
素
謡
の
名
称
と
し
て
「
神
歌
」
の
名
を
考

案
し
た
の
は
元
章
で
あ
り
、
そ
の
背
景
に
京
都
謡
方
統
制
の
意
図
が
あ

る
も
の
と
解
す
る
。
も
う
一
点
の
資
料
は
、
座
衆
が
病
気
欠
勤
を
繰
り

返
し
、
公
儀
勤
め
に
支
障
を
来
す
旨
を
伝
え
る
書
付
で
、
そ
の
執
筆
時

期
を
宝
暦
十
三
年
〜
明
和
四
年
と
推
定
し
、
筆
者
に
つ
い
て
は
、
明
和

改
正
謡
本
に
反
発
し
た
座
衆
が
田
安
家
で
の
演
能
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
た

こ
と
を
問
題
視
し
た
田
安
家
の
家
中
で
あ
ろ
う
、
と
考
証
し
て
い
る
。

文
中
に
「
上
様
」
と
あ
る
の
を
、
田
安
宗
武
の
こ
と
と
判
断
し
て
の
推

測
で
あ
る
が
、
こ
の
「
上
様
」
は
「
上
総
介
」
と
読
ま
れ
る
べ
き
で
あ

り
、
続
く
「
□
□
正
」
も
「
主
水
正
」
と
読
む
の
が
正
し
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
明
和
四
年
の
『
武
鑑
』
に
「
御
小
姓
頭
取
衆
」

と
し
て
見
え
る
菅
沼
上
総
介
・
大
岡
主
水
正
が
こ
れ
に
該
当
す
る
と
思

し
い
。
明
和
期
の
元
章
は
江
戸
城
奥
能
の
御
用
を
し
ば
し
ば
病
気
を
理

由
に
欠
勤
し
て
い
た
が
、
右
の
書
付
に
「
奥
詰
」
と
あ
る
の
も
、
田
安

邸
で
は
な
く
、
江
戸
城
の
奥
詰
を
指
す
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
つ
ま
り
、

こ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る
の
は
、
江
戸
城
奥
詰
を
欠
勤
す
る
観
世
座
の
座

衆
に
対
す
る
ク
レ
ー
ム
で
あ
り
、
そ
の
筆
者
は
江
戸
城
の
関
係
者
と
見

る
べ
き
で
あ
っ
て
、
観
世
座
衆
の
明
和
改
正
謡
本
に
対
す
る
反
発
を
読

み
解
く
の
は
、
い
さ
さ
か
深
読
み
に
過
ぎ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

『
神
戸
女
子
大
学
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
８
号（
６
月
）に

は
、
味
方
健
「「
野
口
勘
蔵
旧
蔵
本
」
概
要
」、
大
山
範
子
「「
平
松
家

旧
蔵
福
王
流
番
外
謡
曲
八
百
十
番
本
」・〔
板
外
謡
目
録
〕」
が
載
っ
た
。

味
方
稿
は
、
大
倉
流
小
鼓
方
の
野
口
勘
蔵
家
に
伝
わ
っ
た
能
楽
関
係
資

料（
同
セ
ン
タ
ー
蔵
）の
解
題
・
目
録
。
資
料
は
総
計
百
二
十
点
で
、
手

付
の
類
が
多
い
の
は
勿
論
の
こ
と
な
が
ら
、
謡
本
・
伝
書
・
史
料
な
ど

多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、〈
堪
海
〉〈
愛
宕
空
也
〉〈
草
薙
〉な
ど
、
現
在
は

廃
曲
・
稀
曲
と
な
っ
て
い
る
付
が
ま
と
ま
っ
て
見
え
る
点
が
特
に
注
目

さ
れ
る
。
大
山
稿
は
、
や
は
り
同
セ
ン
タ
ー
蔵
の
同
名
資
料
の
書
誌
解

題
。
解
題
に
よ
れ
ば
、
伊
藤
正
義
文
庫
の
『
平
松
家
旧
蔵
福
王
流
番
外

謡
曲
八
百
十
番
本
」
の
離
れ
と
考
え
ら
れ
、
味
方
健
が
入
手
さ
れ
た
後
、

同
セ
ン
タ
ー
に
寄
贈
さ
れ
た
由
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
同
謡
本
の
欠
が
補

わ
れ
、
四
百
番
本
以
降
は
一
部
を
除
き
、
ほ
ぼ
揃
っ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
他
、
近
世
の
能
楽
史
に
関
す
る
資
料
紹
介
と
し
て
、
青
柳
有
利

子
・
入
口
敦
志
・
江
口
文
恵
・
木
村
涼
・
近
藤
弘
子
・
田
草
川
み
ず

き
・
深
澤
希
望
・
柳
瀬
千
穂
・
竹
本
幹
夫
「『
葛
巻
昌
興
日
記
』
所
引

能
楽
記
事
稿
」（『
演
劇
研
究
』
３７
。
３
月
）、
喜
多
真
王
「
翻
刻
『
舞

曲
寿
福
抄
』
後
藤
得
三
本（
五
・
最
終
回
）」（『
国
立
能
楽
堂
調
査
報

告
』
８
。
３
月
）も
あ
っ
た
。
前
者
は
『
演
劇
映
像
学
２
０
０
８
』『
演

劇
映
像
学
２
０
１
０
』
に
掲
載
の
同
名
稿
に
続
く
も
の
で
、
今
号
に
は

天
和
二
・
三
年
の
二
年
分
の
翻
刻
を
収
載
す
る
。
か
ら
く
り
人
形
に
よ

る
能〈
東
方
朔
〉の
作
り
物
献
上
の
記
事
、
規
式
能
・
謡
初
に
つ
い
て
の

詳
細
な
記
事
、
金
剛
座
幸
藤
太
郎
の
二
之
丸
衆
取
り
立
て
を
伝
え
る
記

事
な
ど
が
目
を
引
く
。
後
者
は
こ
れ
ま
で
四
回
に
わ
た
っ
て
『
国
立
能

楽
堂
調
査
報
告
』
に
掲
載
さ
れ
て
き
た
喜
多
古
能
伝
書
の
翻
刻
で
、
今

号
が
最
終
回
と
な
る
。
喜
多
流
の
根
本
伝
書
と
言
う
べ
き
重
要
資
料
で

あ
り
、
同
書
が
容
易
に
披
見
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
大
変
喜
ば

し
い
。
江
戸
後
期
の
能
の
実
態
や
環
境
を
具
体
的
に
示
す
興
味
深
い
記
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事
が
少
な
く
な
い
。

近
代
能
楽
史
に
関
す
る
資
料
紹
介
は
、
初
代
梅
若
実
資
料
研
究
会
の

メ
ン
バ
ー
に
よ
る
「
初
代
梅
若
実
筆
『
芸
事
上
数
々
其
他
秘
書
当
座
控

幷
略
見
出
シ
ノ
事
』
解
題
お
よ
び
見
出
し
索
引
、
人
名
・
曲
名
等
索

引
」（『
武
蔵
野
大
学
能
楽
資
料
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
２５
。
３
月
）の
一
本

の
み
。
同
誌
２２
〜
２４
号
掲
載
の
翻
刻
と
セ
ッ
ト
に
な
る
も
の
で
、
本
号

に
は
解
題
と
索
引
が
載
る
。
三
浦
裕
子
執
筆
の
解
題
に
よ
れ
ば
、
梅
若

実
が
二
人
の
実
子
に
対
し
て
芸
事
上
の
様
々
な
心
覚
え
を
伝
え
る
た
め

に
書
か
れ
た
も
の
の
由
で
、
打
付
書
外
題
に
は
「
慶
応
元
丑
年
ヨ
リ
明

治
四
拾
未
歳
ニ
至
」
と
あ
る
が
、
明
治
四
十
年
末
を
中
心
と
す
る
比
較

的
短
期
間
に
ま
と
め
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
う
。
三
浦
裕
子
に
は
、

能
楽
の
映
像
記
録
の
資
料
性
を
問
題
と
す
る
「
映
像
記
録
の
な
か
の

能
・
狂
言
」（『
藝
能
史
研
究
』
２０６
。
７
月
）も
あ
り
、
能
狂
言
の
映
像

化
の
歴
史
を
通
観
す
る
と
と
も
に
、
啓
蒙
の
た
め
に
制
作
さ
れ
た
能
狂

言
の
映
像
四
点
を
取
り
上
げ
、
そ
の
歴
史
上
の
役
割
や
問
題
点
な
ど
に

つ
い
て
考
察
す
る
。
付
録
と
し
て
、
各
映
像
の
収
録
場
所
・
年
時
・
演

者
名
な
ど
の
客
観
的
デ
ー
タ
を
可
能
な
限
り
掲
載
し
て
お
り
、
こ
れ
も

有
用
。

最
後
に
、
雑
誌
『
観
世
』
の
見
返
し
に
連
載
中
の
「
観
世
文
庫
の
文

書
」
に
も
、
多
く
の
貴
重
な
資
料
が
的
確
な
解
題
と
と
も
に
紹
介
さ
れ

た
。
紹
介
さ
れ
た
資
料
は
以
下
の
通
り（
カ
ッ
コ
内
は
解
題
執
筆
者
）。

「
道
成
寺
型
附
」（
中
司
由
起
子
）、「
万
治
三
年
安
休
追
善
能
扣
」（
落

合
博
志
）、「
福
王
神
五
郎
宛
門
弟
書
状
」（
小
林
健
二
）、
観
世
三
十
郎

元
長
筆
謡
本
「
阿
漕
」（
天
野
文
雄
）、
淡
紺
表
紙
黄
題
箋
二
番
綴
謡
本

「
道
成
寺
・
鷺
」（
鵜
澤
瑞
希
）、
墨
蹟
「
萬
年
松
在
祝
融
峯
」（
長
田
あ

か
ね
）、「
大
和
国
猿
楽
関
係
図
」（
中
尾
薫
）、
列
帖
装
準
半
紙
本
「
遊

行
柳
」（
高
橋
悠
介
）、「
上
杉
景
勝
書
状
」（
小
川
剛
生
）、
慶
長
末
期

刊
無
表
紙
一
番
綴
色
替
り
光
悦
謡
本
「
三
輪
」（
横
山
太
郎
）、「
松
前

藩
「
松
竹
」
小
謡
文
句
に
つ
き
書
留
」（
宮
本
圭
造
）、
孝
和
署
名
中
本

謡
本
「
影
山
」（
伊
海
孝
充
）。（
宮
本
）

【
能
楽
論
研
究
】

貞
治
三
年
生
年
説
に
従
え
ば
、
本
年
は
世
阿
弥
生
誕
六
五
〇
年
の
記

念
の
年
に
あ
た
る
。
そ
の
影
響
か
ど
う
か
は
定
か
で
な
い
が
、
世
阿
弥

の
能
楽
論
に
関
す
る
研
究
が
例
年
に
比
べ
て
多
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
ま
ず
、『
銕
仙
』
６３３
（
２
月
）の
「
研
究
十
二
月
往
来
」
に
「
世
阿

弥
生
誕
六
五
〇
年
記
念
企
画
」
の
一
環
と
し
て
、
重
田
み
ち
「
世
阿
弥

の
藝
論
研
究
の
現
在
と
将
来
」
が
載
っ
た
。
世
阿
弥
の
能
楽
論
の
こ
れ

ま
で
の
研
究
動
向
を
踏
ま
え
た
上
で
、
今
後
の
様
々
な
課
題
を
明
ら
か

に
し
た
も
の
で
、
世
阿
弥
の
多
様
な
教
養
を
踏
ま
え
た
能
楽
論
の
内
容

理
解
の
必
要
性
と
と
も
に
、
数
次
に
わ
た
っ
て
書
き
換
え
が
な
さ
れ
た

能
楽
論
の
正
確
な
文
脈
の
読
解
能
力
が
何
よ
り
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
指

摘
す
る
。
そ
の
実
際
の
試
み
と
い
う
べ
き
論
考
が
重
田
「
学
ぶ
世
阿
弥
、

考
え
る
世
阿
弥
」（『
観
世
』
８１
巻
８
号
。
８
月
）で
あ
り
、
足
利
義
満

か
ら
義
持
へ
の
時
代
状
況
の
変
化
が
世
阿
弥
の
能
楽
論
の
改
訂
を
促
し

た
こ
と
、
義
持
時
代
の
東
福
寺
の
学
問
環
境
が
、
世
阿
弥
の
能
楽
論
に

多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
可
能
性
な
ど
を
指
摘
す
る
。
そ
の
具
体
例
と

し
て
世
阿
弥
の
能
楽
論
へ
の
朱
子
学
の
投
影
を
見
る
な
ど
、
新
見
が
少
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な
く
な
い
。

『
銕
仙
』
に
は
他
に
も
二
本
の
世
阿
弥
能
楽
論
関
係
の
論
考
が
載
っ

た
。
岩
崎
雅
彦
「「
数
万
人
の
心
」
と
「
万
人
の
心
」」（『
同
』
６３６
。
５

月
）、
竹
本
幹
夫
「『
申
楽
談
儀
』
三
題
―
田
楽
の
こ
と
な
ど
」（『
同
』

６４０
。
１０
月
）が
そ
れ
で
、
岩
崎
稿
は
『
風
姿
花
伝
』
第
三
問
答
条
々
に

見
え
る
「
数
万
人
」
に
類
似
の
用
例
が
、『
今
昔
物
語
集
』
や
『
直
談

因
縁
集
』
な
ど
に
も
見
え
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
「
数
万
人
」
と
い

う
表
現
を
「
数
万
人
の
心
」
と
熟
し
て
用
い
る
点
が
、
世
阿
弥
独
自
の

も
の
で
は
な
い
か
と
の
見
解
を
提
示
す
る
。
一
方
、
竹
本
稿
は
、『
申

楽
談
儀
』の
「
田
楽
の
風
体
」に
関
す
る
記
事
に
見
え
る
「
ち
や
く
�
�

と
し
て
」、
観
阿
弥
の
条
に
見
え
る
「
ゆ
ら
り
き
き
」
に
つ
い
て
の
考

察
。「
ち
や
く
�
�
と
し
て
」
は
、
従
来
、
語
義
不
明
と
さ
れ
て
い
た

が
、『
中
堂
呪
師
作
法
』
所
引
『
法
隆
寺
金
堂
修
正
会
呪
師
作
法
』
の

「
左
右
ノ
足
ニ
テ
・
チ
ヤ
ク
チ
ヤ
ク
ト
シ
テ
」
と
い
う
記
事
を
踏
ま
え
、

両
足
を
そ
ろ
え
て
体
を
横
に
振
る
よ
う
に
し
て
跳
躍
す
る
所
作
か
、
と

す
る
。
ま
た
、「
ゆ
ら
り
き
き
」
に
つ
い
て
も
、『
平
家
物
語
』
な
ど
の

用
例
を
踏
ま
え
て
、
素
早
く
動
く
演
技
を
想
定
す
る
。
と
も
に
首
肯
す

べ
き
見
解
で
あ
ろ
う
。
前
者
の
跳
躍
の
動
作
に
つ
い
て
は
、
田
楽
躍
の

論
舞（
路
舞
）の
中
に
も
同
様
の
所
作
が
見
え
、
こ
の
動
作
が
田
楽
能
の

中
に
用
い
ら
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

原
田
香
織
「
世
阿
弥
伝
書
に
お
け
る
「
曲
道
息
地
」」（『
文
学
論
藻
』

８８
。
２
月
）は
、
世
阿
弥
の
能
楽
論
に
見
え
る
「
息
」
に
つ
い
て
の
論
。

複
数
の
世
阿
弥
能
楽
論
に
見
え
る
「
息
」
に
関
す
る
記
述
を
概
観
し
、

禅
竹
の
能
楽
論
へ
の
継
承
を
見
る
。

従
来
の
国
文
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
な
く
、
思
想
史
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ
に
よ
る
、
若
い
世
代
の
研
究
者
の
論
考
も
多
く
あ
っ
た
。
玉
村

恭
「〈
秘
す
れ
ば
花
〉考
」（『
上
越
教
育
大
学
研
究
紀
要
』３３
。
３
月
）は
、

世
阿
弥
の
「
秘
す
れ
ば
花
」
の
言
説
を
文
脈
に
沿
っ
て
丁
寧
に
読
み
込

み
、『
老
子
』
の
言
葉
を
も
引
い
て
、
観
客
と
演
者
と
の
関
係
を
勝
者

と
敗
者
の
関
係
に
読
み
替
え
る
こ
と
で
、「
花
ぞ
と
も
知
ら
ぬ
が
、
為

手
の
花
な
り
」
に
つ
い
て
の
新
た
な
見
方
を
提
示
し
、
世
阿
弥
が
「
概

念
の
及
ば
な
い
領
域
」
の
感
動
を
至
上
と
し
て
い
た
と
し
、
さ
ら
に
そ

こ
か
ら
、
現
行
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
「
感
じ
取
っ
た
こ
と
を
言
葉

で
表
す
な
ど
の
活
動
」
が
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
き
問
題
を
提
起

す
る
。
式
町
眞
紀
子
「『
風
姿
花
伝
第
一
』「
年
来
稽
古
条
々
」」（『
法

政
大
学
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
研
究
』
８
。
３
月
）は
、
ア
ス
リ
ー
ト
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
理
論
か
ら
筆
を
起
こ
し
、
世
阿
弥
の
能
楽
伝
書
へ
と
展
開

す
る
論
。『
風
姿
花
伝
』
の
年
来
稽
古
条
々
に
見
え
る
習
道
過
程
を
、

発
達
心
理
学
の
知
見
と
対
比
し
つ
つ
紹
介
す
る
。

右
の
二
本
が
何
れ
も
世
阿
弥
の
能
楽
論
と
現
代
と
の
繋
が
り
を
強
く

意
識
し
た
論
考
で
あ
る
の
に
対
し
、
上
野
太
祐
「
世
阿
弥
に
と
っ
て

「
初
心
不
可
忘
」
の
教
え
と
は
何
で
あ
っ
た
か
」（『
一
橋
社
会
科
学
』

６
。
４
月
）、
同
「
世
阿
弥
の
思
想
形
成
を
め
ぐ
る
一
考
察
」（『
日
本

思
想
史
学
』
４６
。
９
月
）は
、
と
も
に
思
想
史
学
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

に
拠
り
な
が
ら
も
、
近
年
の
能
楽
研
究
の
動
向
を
踏
ま
え
、
当
時
の
文

化
環
境
や
時
代
性
に
も
十
分
に
目
配
り
を
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
る
。

前
者
の
論
で
は
、
世
阿
弥
の
伝
書
に
お
け
る
「
初
心
」
の
語
義
が
ど
う

変
化
し
た
か
を
辿
り
、「
老
後
」
で
さ
え
も
「
初
心
」
と
捉
え
る
逆
説
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的
発
想
が
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
た
の
か
を
、
禅
と
の
関
わ
り
、
世

阿
弥
の
中
で
の
亡
父
観
阿
弥
の
芸
境
の
理
論
化
と
い
う
視
点
か
ら
考
察
。

後
者
の
論
で
は
、
足
利
義
持
時
代
の
増
阿
弥
の
台
頭
が
、
世
阿
弥
の

「
音
曲
」
重
視
を
も
た
ら
し
、
そ
の
理
論
化
の
過
程
で
『
毛
詩
』
が
果

た
し
た
役
割
に
注
目
す
る
。
な
お
、
右
の
二
編
の
論
文
は
、
そ
の
他
の

世
阿
弥
能
楽
論
関
係
の
論
考
と
と
も
に
、
二
〇
一
七
年
一
月
刊
の
単
行

本
『
花
伝
う
花
』（
晃
洋
書
房
）に
収
録
さ
れ
た
。（
宮
本
）

【
能
楽
史
研
究
】

能
楽
史
研
究
は
、
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
中
期
に
か
け
て
を
高
橋
、

主
に
江
戸
時
代
後
半
か
ら
近
代
に
か
け
て
を
横
山
が
担
当
す
る
。

室
町
時
代
の
能
楽
史
に
つ
い
て
の
論
文
は
少
な
く
、
以
下
三
本
が
そ

れ
ぞ
れ
元
重
・
元
雅
・
禅
竹
に
つ
い
て
の
論
文
。
天
野
文
雄
「
応
永
三

十
三
年
の
「
観
世
三
郎
」
の
勧
進
猿
楽
を
め
ぐ
っ
て
」（『
お
も
て（
大

槻
能
楽
堂
会
報
）』
１２１
、
能
苑
逍
遥
五
九
）は
、
か
つ
て
江
口
文
恵
が
紹

介
し
た
東
寺
百
合
文
書
『
東
寺
廿
一
口
供
僧
方
評
定
引
付
』
応
永
三
十

三
年（
一
四
二
六
）五
月
十
三
日
条
に
み
え
る
「
観
世
三
郎
」
の
勧
進
猿

楽
を
め
ぐ
る
考
察
。
元
重
が
近
い
時
期
の
記
録
上
で
ど
う
呼
ば
れ
て
い

る
か
を
検
討
し
つ
つ
、
天
野
も
江
口
と
同
じ
く
「
観
世
三
郎
」
が
元
重

で
あ
る
蓋
然
性
が
高
い
と
結
論
づ
け
る
。
そ
の
際
、『
醍
醐
寺
新
要
録
』

所
載
『
隆
源
僧
正
日
記
』
応
永
三
十
一
年
四
月
十
八
日
条
に
み
え
る
清

滝
宮
祭
礼
楽
頭
職
就
任
の
記
事
で
、
出
家
後
の
世
阿
弥
が
「
観
世
三

郎
」
と
表
記
さ
れ
る
の
を
問
題
と
し
、
楽
頭
職
は
俗
名
で
任
命
し
て
俗

名
で
呼
ぶ
慣
習
が
あ
っ
た
た
め
か
と
い
う
表
章
の
試
解
を
支
持
す
る
。

ま
た
、
元
重
が
翌
年
に
も
稲
荷
辺
で
青
蓮
院
義
円
の
後
援
の
も
と
勧
進

猿
楽
を
催
し
て
い
る
事
実
と
合
わ
せ
、
こ
れ
も
義
円
の
後
援
で
あ
っ
た

可
能
性
を
推
測
、
世
阿
弥
に
比
し
て
多
く
の
勧
進
猿
楽
を
興
行
し
て
い

る
元
重
の
評
価
に
注
意
を
う
な
が
す
。
同
「
元
雅
は
な
ぜ
観
世
家
の
歴

代
に
数
え
ら
れ
て
い
な
い
の
か
」（『
お
も
て（
大
槻
能
楽
堂
会
報
）』
１２２
、

能
苑
逍
遥
六
〇
）は
、
歴
代
に
元
雅
を
数
え
な
い
観
世
家
の
伝
承
に
つ

い
て
歴
史
を
振
り
返
り
、
享
禄
三
年（
一
五
三
〇
）頃
編
の
『
四
座
之
役

者
目
録
』「
観
世
大
夫
代
々
次
第
」
で
は
、
世
阿
弥
の
後
が
音
阿
弥
に

な
っ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
元
雅
を
観
世
家
の
歴
代
に
数
え
な
い
説
は

近
世
に
も
継
承
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
す
る
。
そ
し
て
、
吉
田
東
伍
に
よ

る
『
世
阿
弥
十
六
部
集
』
刊
行
以
降
、
元
雅
を
三
代
と
す
る
説
が
登
場

し
、
表
章
や
天
野
が
、
観
世
大
夫
号
の
性
格
や
、
元
重
が
世
阿
弥
と
同

じ
く
三
郎
と
い
う
名
を
名
乗
っ
て
い
る
こ
と
を
根
拠
に
観
世
家
の
伝
承

を
見
直
す
ま
で
、
元
雅
を
三
代
と
す
る
の
が
学
会
の
定
説
で
あ
っ
た
と

い
う
。
ま
た
、
松
岡
心
平
「
宗
教
的
人
間
と
し
て
の
禅
竹
―
『
稲
荷
山

参
籠
記
』
か
ら
」（『
国
立
能
楽
堂
』
３７１
、
７
月
）は
、
禅
竹
の
『
稲
荷

山
参
籠
記
』
を
読
み
解
き
つ
つ
、
禅
竹
の
宗
教
性
の
中
核
に
歓
喜
天
信

仰
が
あ
っ
た
こ
と
の
意
義
を
問
う
。

近
世
能
楽
史
に
つ
い
て
は
、
浄
瑠
璃
に
お
け
る
能
の
影
響
や
受
容
の

問
題
を
論
じ
た
も
の
と
、
観
世
元
章
を
め
ぐ
る
論
文
が
ま
と
ま
っ
て
出

て
い
る
。
前
者
は
、
前
年
１２
月
に
神
戸
女
子
大
学
で
行
わ
れ
た
第
２１
回

能
楽
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
能
か
ら
浄
瑠
璃
へ
―
正
本
・
操
り
の
問
題
を
中
心

に
―
」
を
も
と
に
し
た
『
神
戸
女
子
大
学
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
紀

要
』
８（
６
月
）の
特
集
で
、
能
に
お
け
る
三
人
称
叙
述
な
ど
に
つ
い
て
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も
問
題
提
起
す
る
山
路
興
造
の
講
演
「
語
り
物
の
舞
台
化
―
そ
の
変
遷

を
め
ぐ
っ
て
」
他
、
以
下
二
本
の
論
文
と
研
究
討
議
の
コ
メ
ン
ト
、
大

谷
節
子
に
よ
る
総
括
を
掲
載
す
る
。
槇
記
代
美
「
寛
永
期
浄
瑠
璃
に
お

け
る
能
の
受
容
に
関
す
る
再
検
討
―
『
は
ら
た
』・『
き
よ
し
け
』・『
小

袖
そ
か
』」
は
、
寛
永
期
浄
瑠
璃
「
は
ら
た
」・「
き
よ
し
け
」・「
小
袖

そ
か
」
を
取
り
上
げ
、
能
と
の
影
響
関
係
や
能
操
り
の
介
在
に
つ
い
て

再
検
討
す
る
。〈
は
ら
た
〉に
つ
い
て
は
能〈
鉢
木
〉に
取
材
し
た
「
鉢
木

物
」
と
で
も
い
う
べ
き
文
芸
が
介
在
し
た
可
能
性
を
論
じ
、
能
操
り
を

媒
介
し
て
能〈
清
重
〉の
趣
向
を
摂
取
し
た
と
さ
れ
て
き
た〈
き
よ
し
け
〉

の
清
重
・
義
盛
の
太
刀
交
換
の
場
面
に
つ
い
て
は
、
謡
曲
そ
の
も
の
か

ら
の
摂
取
も
不
可
能
で
は
な
い
と
す
る
。〈
小
袖
そ
か
〉の
寛
永
二
十
年

頃
刊
本
の
相
舞
の
挿
絵
に
つ
い
て
は
、
寛
永
製
版
『
舞
の
本
』
の〈
小

袖
曽
我
〉を
粉
本
と
す
る
と
さ
れ
て
き
た
事
に
疑
問
を
呈
し
、
源
氏
絵

の
紅
葉
賀
の
場
面
な
ど
他
の
絵
画
や
か
ぶ
き
踊
の
芸
態
の
影
響
を
受
け

た
可
能
性
も
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、
田
草
川
み
ず
き
「
宇
治
加
賀
掾
段

物
集
に
お
け
る
謡
曲
本
文
の
浄
瑠
璃
化
に
つ
い
て
―
理
論
と
実
践
、
か

ざ
し
詞
な
ど
」
は
、
宇
治
加
賀
掾
段
物
集
『
紫
竹
集
』
所
収
「
八
曲
」

と
、『
八
九
杖
』
で
選
出
さ
れ
『
九
曲
巻
』
に
収
め
ら
れ
た
「
九
曲
」

に
つ
い
て
、
謡
曲
本
文
を
浄
瑠
璃
化
し
た
も
の
と
し
て
論
じ
て
い
る
。

浄
瑠
璃
の
「
ヲ
ク
リ
」
を
謡
の
「
打
切
」
の
心
に
例
え
、
そ
こ
で
位
を

改
め
る
と
い
う
宇
治
加
賀
掾
の
理
論
が
実
際
に
「
八
曲
」「
九
曲
」
中

の
記
譜
に
確
認
で
き
る
こ
と
や
、
宇
治
加
賀
掾
正
本
「
扇
の
芝
」
が
能

〈
鉢
木
〉の
か
ざ
し
詞
を
い
ち
早
く
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
指
摘

す
る
。

同
紀
要
に
は
、
河
田
千
代
乃
・
阪
口
弘
之
・
宮
本
圭
造
三
名
に
よ
る

研
究
討
議
コ
メ
ン
ト
も
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
能
楽
史
研
究
側

か
ら
の
コ
メ
ン
ト
が
宮
本
圭
造
「「
能
操
り
」
覚
書
」
で
、「
能
操
り
」

が
「
浄
瑠
璃
操
り
」
に
先
行
し
た
と
い
う
通
説
に
疑
問
を
呈
す
る
も
の
。

え
び
す
か
き
が
演
じ
て
い
た
能
の
人
形
戯
が
一
新
さ
れ
て
本
格
的
な
能

の
興
行
を
人
形
で
演
じ
る
「
能
操
り
」
が
登
場
す
る
の
は
元
和
年
間
の

こ
と
で
、
そ
れ
は
「
浄
瑠
璃
操
り
」
の
盛
行
に
刺
激
を
受
け
た
も
の
と

位
置
付
け
る
。
ま
た
浄
瑠
璃
操
り
の
座
に
お
い
て
は
、
江
戸
で
は
演
目

の
切
に
祝
言
と
し
て
能
操
り
が
演
じ
ら
れ
た
が
、
上
方
や
名
古
屋
で
は

幕
開
き
に
能
操
り
を
演
じ
る
の
が
慣
例
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
操
り
座

で
の
能
の
曲
目
が
「
高
砂
」
に
限
定
さ
れ
て
い
く
江
戸
と
異
な
り
、
上

方
系
の
座
で
は
複
数
の
能
の
曲
目
が
演
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
江

戸
と
上
方
の
違
い
に
も
言
及
す
る
。

次
に
、
観
世
元
章
周
辺
と
そ
の
時
代
に
関
す
る
研
究
は
、『
観
世
元

章
の
世
界
』（
檜
書
店
、
６
月
）の
刊
行
に
よ
り
大
き
く
進
ん
だ
と
言
え

る
。
こ
れ
は
、
松
岡
心
平
を
代
表
と
す
る
観
世
文
庫
の
調
査
成
果
の
一

端
で
あ
り
、
同
書
か
ら
能
楽
史
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
以
下
五
本
を
紹

介
す
る
。

ま
ず
、
元
章
の
時
代
に
顕
著
な
観
世
大
夫
家
と
大
徳
寺
の
関
係
を
歴

史
的
に
検
討
し
た
論
文
に
、
江
口
文
恵
「
観
世
大
夫
家
と
大
徳
寺
―
大

徳
寺
文
書
に
見
る
戦
国
期
の
観
世
大
夫
家
の
動
向
―
」
と
、
長
田
あ
か

ね
「
観
世
元
章
と
大
徳
寺
派
僧
の
交
流
―
萬
輝
宗
旭
を
中
心
に
―
」
が

あ
る
。
江
口
論
文
は
、
大
徳
寺
文
書
・
真
珠
庵
文
書
を
も
と
に
、
京
都

北
小
路（
今
の
今
出
川
通
り
）大
宮
の
大
徳
寺
領
に
あ
っ
た
観
世
大
夫
家
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の
屋
敷
が
、
天
正
六
年（
一
五
七
八
）に
宗
節
と
鬼
若
丸（
後
の
身
愛
）に

よ
り
大
徳
寺
に
寄
進
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
点
で
同
寺
が
観
世
大
夫
家

の
菩
提
寺
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、
八
世
観
世
元
尚

の
位
牌
や
命
日
の
茶
湯
料
に
言
及
す
る
大
徳
寺
僧
の
文
書
や
、
愛
知
県

豊
橋
市
龍
拈
寺
の
元
尚
の
墓
碑
情
報
か
ら
、
元
尚
の
命
日
が
通
説
よ
り

一
日
早
い
天
正
五
年
一
月
二
十
九
日
で
あ
る
こ
と
に
も
言
及
す
る
。
長

田
論
文
は
、
元
章
に
法
名
を
授
け
た
萬
輝
宗
旭
を
中
心
に
、
元
章
と
大

徳
寺
派
僧
の
関
係
を
考
察
し
、
大
徳
寺
塔
頭
間
の
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
で
提

訴
さ
れ
た
萬
輝
が
元
章
に
幕
府
へ
の
口
添
え
を
依
頼
す
る
程
、
親
密
で

あ
っ
た
両
者
の
関
係
や
、
萬
輝
が
住
持
を
務
め
て
い
た
東
海
寺（
江
戸

品
川
に
あ
る
大
徳
寺
末
寺
で
江
戸
触
頭
）の
高
僧
逹
と
元
章
の
交
流
を

紹
介
し
、
幕
府
や
上
級
武
士
階
級
と
の
結
び
つ
き
が
強
い
東
海
寺
に
出

入
り
す
る
こ
と
は
、
江
戸
幕
府
に
お
け
る
観
世
家
の
地
位
を
よ
り
強
固

に
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
と
す
る
。

元
章
の
演
者
と
し
て
の
生
涯
を
同
時
代
の
動
向
と
も
合
わ
せ
て
考
証

す
る
論
考
が
、
宮
本
圭
造
「
観
世
元
章
と
そ
の
時
代
」
で
あ
る
。
ま
ず

青
年
期
に
つ
い
て
は
、
寛
保
三
年（
一
七
四
三
）十
一
月
頃
か
ら
翌
年
七

月
頃
ま
で
、
元
章
が
父
清
親
と
の
確
執
に
よ
り
江
戸
を
出
奔
し
、
大
伯

母
・
服
部
智
清
尼
の
世
話
の
も
と
京
都
に
引
き
籠
も
っ
て
い
た
可
能
性

を
指
摘
。
続
い
て
家
督
相
続
後
、
寛
延
勧
進
能
の
成
功
を
経
て
、
江
戸

城
の
表
で
の〈
翁
〉付
脇
能
や〈
石
橋
〉の
独
占
や
、
奥
で
の
将
軍
家
と
近

臣
に
よ
る
能
の
稽
古
の
指
南
を
通
し
て
、
公
儀
筆
頭
位
の
大
夫
と
し
て

の
活
動
を
展
開
す
る
一
方
、
田
安
宗
武
の
意
向
も
あ
っ
て
謡
曲
改
訂
作

業
に
取
り
組
ん
だ
宝
暦
期
。
そ
し
て
、
江
戸
城
表
で
の
催
し
に
出
勤
す

る
一
方
で
、
奥
で
は
弟
の
織
部
清
尚
に
代
役
を
勤
め
さ
せ
る
こ
と
も
多

か
っ
た
明
和
期
の
活
動
を
描
き
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
津
軽
弘
前
藩
・

若
狭
小
浜
藩
な
ど
清
親
・
元
章
時
代
に
地
方
で
観
世
流
を
採
用
す
る
藩

が
増
え
た
実
態
、
浅
井
織
之
丞
章
盈
・
藤
林
左
仲
・
片
山
九
郎
右
衛
門

な
ど
上
方
や
西
国
に
お
け
る
元
章
の
門
弟
の
活
動
や
元
章
と
の
交
流
な

ど
に
も
言
及
す
る
。
元
章
の
生
涯
を
時
代
状
況
の
中
で
詳
し
く
描
き
出

す
重
厚
な
論
文
で
あ
り
、
元
章
没
後
に
明
和
改
正
謡
本
を
廃
止
に
追
い

込
ん
だ
黒
幕
が
、
能
数
寄
で
も
あ
っ
た
田
沼
意
次
で
あ
っ
た
可
能
性
な

ど
も
推
測
し
て
い
る
。

ま
た
、
元
章
が
催
し
た
寛
延
勧
進
能
を
興
行
収
入
の
面
か
ら
分
析
し

た
の
が
、
青
柳
有
利
子
「
寛
延
勧
進
能
小
考
」
で
あ
る
。
桟
敷
の
値
段

が
元
禄
期
の
半
額
で
あ
り
、
一
万
石
以
上
と
い
う
広
い
階
層
の
大
名
に

祝
儀
の
下
賜
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
が
、
大
名
の
祝
儀
は
安
価
な
干
鯛
が

多
く
、
金
銭
的
負
担
の
重
点
が
武
家
か
ら
町
人
へ
移
行
す
る
転
換
期
と

推
測
さ
れ
る
こ
と
、
桟
敷
・
祝
儀
・
札
金
の
合
計
が
四
千
五
百
六
十
両

以
上
で
、
江
戸
時
代
の
他
の
勧
進
能
と
比
較
し
て
も
最
高
水
準
の
収
入

が
あ
っ
た
勧
進
能
と
思
わ
れ
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
す
る
。

鵜
澤
瑞
希
「
観
世
大
夫
の
子
ど
も
時
代
」
は
、
観
世
清
親
や
元
章
の

子
供
時
代
の
稽
古
や
、
若
年
の
大
夫
嗣
子
に
許
さ
れ
る〈
鷺
〉を
は
じ
め

と
し
た
演
能
の
実
態
、
上
演
曲
目
の
傾
向
な
ど
を
分
析
し
た
も
の
。
清

親
や
元
章
の
時
代
に
お
け
る
大
夫
嗣
子
と
嗣
子
以
外
の
子
の
活
動
実
態

や
、
大
夫
家
の
子
ど
も
は
幼
い
頃
か
ら
シ
テ
の
専
門
家
と
し
て
活
動
し
、

子
方
を
殆
ど
つ
と
め
て
い
な
い
こ
と
な
ど
に
も
言
及
す
る
。
同
論
文
で

は
、
清
親
筆
『
あ
つ
め
書
』
の
中
、
十
三
・
四
歳
以
降
の
逸
話
の
文
意
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が
は
っ
き
り
し
な
い
と
書
い
て
い
る
が
、
清
親
が
「
東
北
の
様
成
し
づ

か
成
事
を
し
つ
か
に
仕
候
時
」、
西
村
三
郎
兵
衛
に
叱
ら
れ
た
経
験
は
、

当
時
は
不
満
だ
っ
た
が
、
今
思
え
ば
も
っ
と
も
な
指
導
で
あ
っ
た
、
と

読
め
る
。
少
年
時
に
は
不
相
応
な
物
ま
ね
の
演
技
を
問
題
に
し
て
い
る

と
解
釈
す
れ
ば
、『
あ
つ
め
書
』
が
続
い
て
、
雛
の
時
だ
け
美
し
い
梟

に
な
ら
な
い
よ
う
、
幼
少
時
は
舞
歌
二
曲
の
風
ば
か
り
を
嗜
む
べ
き
で

あ
る
と
い
う
『
遊
楽
習
道
風
見
』
を
引
用
す
る
の
も
理
解
し
や
す
い
。

な
お
、『
観
世
元
章
の
世
界
』
所
載
論
文
以
外
で
元
章
の
経
歴
に
言

及
し
た
も
の
と
し
て
、
同
じ
く
宮
本
圭
造
に
よ
る
「
明
和
九
年
の
観
世

元
章
上
京
を
め
ぐ
る
新
資
料
」（『
銕
仙
』
６３８
、
７
月
）が
あ
る
。
金
春

宗
家
の
文
書
の
中
に
み
え
る
、
元
章
が
幕
府
に
提
出
し
た
御
暇
願
の
控

え
を
通
し
て
、
明
和
九
年（
一
七
七
二
）に
元
章
が
京
都
・
南
都
・
大
坂

等
を
め
ぐ
っ
た
旅
は
観
世
家
の
歴
史
に
関
わ
る
寺
社
や
墓
所
を
め
ぐ
る

目
的
が
主
で
あ
っ
た
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
大
徳
寺
真
珠
庵
の

観
阿
弥
・
世
阿
弥
の
墓
に
つ
い
て
も
、
こ
の
上
京
が
契
機
に
な
っ
て
作

ら
れ
た
可
能
性
を
推
測
し
て
い
る
。

そ
の
他
、
能
面
に
関
し
て
、
以
下
二
本
が
あ
る
。
高
桑
い
づ
み
「
ち

と
年
寄
り
し
く
あ
る
女
面
再
考
―
待
つ
女
と
待
て
ぬ
女
―
」（『
銕
仙
』

６３７
。
６
月
）は
、
世
阿
弥
が
女
能
に
用
い
た
こ
と
が
『
申
楽
談
儀
』
第

二
十
二
条
に
み
え
る
、
愛
知（
越
智
）打
の
「
ち
と
年
寄
り
し
く
あ
る

面
」
に
つ
い
て
、〈
井
筒
〉や〈
砧
〉の
構
想
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
を

推
測
す
る
も
の
。
ま
た
、
宮
本
圭
造
「『
仮
面
譜
』
の
成
立
」（『
能
楽

研
究
』
３８
、
７
月
）は
、
喜
多
古
能
に
よ
る
面
打
ち
の
名
譜
『
仮
面
譜
』

（
刊
本
は
寛
政
九
年（
一
七
九
七
）序
刊
）の
成
立
過
程
や
資
料
性
を
明
ら

か
に
す
る
。『
仮
面
譜
』
は
、『
面
之
書
』（
寛
文
十
一
年（
一
六
七
一
）

成
立
。
伝
本
は
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
四
座
面
鏡
』
他
）・
出
目
洞
雲

庸
隆
編
『
大
野
出
目
家
伝
書
』（
明
和
七
年（
一
七
七
〇
）成
立
）・『
面

打
秘
伝
書
』（
安
永
六
年（
一
七
七
七
）出
目
元
休
満
真
奥
書
。
伝
本
は

早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
蔵
本
の
み
）の
三
著
に
依
拠
し
て
編
纂
し
た

も
の
で
、
一
部
、「
財
蓮
」「
愛
若
」
な
ど
古
能
が
実
際
に
見
た
能
面
の

情
報
が
反
映
さ
れ
て
い
る
部
分
も
あ
る
と
す
る
。
特
に
『
面
之
書
』
諸

本
の
中
で
も
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
『
仮
面
覚
書
』（
横
井
時
冬
所

蔵
本
の
転
写
本
）の
独
自
異
文
と
『
仮
面
譜
』
の
関
連
が
深
い
こ
と
等

か
ら
、
同
本
が
古
能
の
参
照
し
た
本
の
転
写
本
系
で
あ
る
可
能
性
も
推

測
す
る
。
ま
た
、
金
春
安
住
の
『
花
舞
拾
得
集
』
巻
五（
金
春
宗
家
蔵
）

所
載
の
「
面
之
伝
書
」
を
『
仮
面
譜
』
の
稿
本
的
資
料
と
し
て
指
摘
し
、

『
仮
面
譜
』
は
深
尾
隆
紀（
喜
多
流
シ
テ
方
。
出
目
洞
雲
庸
隆
弟
子
の
面

打
）の
依
頼
に
よ
り
、
古
能
が
寛
政
九
年
に
湯
治
先
の
熱
海
で
ま
と
め

た
も
の
と
推
測
す
る
。
能
面
研
究
に
お
け
る
『
仮
面
譜
』
の
有
効
性
と

限
界
を
考
え
る
重
要
論
考
と
な
っ
て
い
る
。（
以
上
、
高
橋
）

こ
こ
か
ら
は
近
世
後
期
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
時
期
を
対
象
と
す
る

論
考
を
紹
介
す
る
。
い
わ
ゆ
る
「
能
楽
史
」
と
い
う
く
く
り
に
収
ま
り

き
ら
な
い
様
々
な
研
究
が
混
在
す
る
た
め
、
便
宜
上
の
小
見
出
し
を
つ

け
て
四
つ
に
区
分
し
て
紹
介
す
る
。

■
能
楽
史

ま
ず
い
わ
ゆ
る
能
楽
史
研
究
。
近
世
後
期
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
庶

民
の
能
楽
享
受
を
扱
っ
た
論
文
が
三
本
。
米
田
真
理
「
近
世
後
期
に
お

け
る
大
垣
の
町
衆
と
謡
曲
―
―
谷
九
太
夫
と
「
京
観
世
」」（『
朝
日
大
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学
一
般
教
育
紀
要
』
３９
。
２
月
）は
、
岐
阜
県
大
垣
の
有
力
な
町
衆
で

あ
る
谷
九
太
夫
家
の
史
料
、
及
び
大
垣
市
立
図
書
館
蔵
「
山
下
家
文

書
」
に
含
ま
れ
る
謡
曲
関
連
資
料
に
基
づ
い
て
、
近
世
後
期
の
こ
の
地

域
の
謡
文
化
の
様
相
を
解
明
す
る
試
み
。
こ
の
地
域
で
明
治
末
ま
で

「
京
観
世
」
の
謡
が
お
こ
な
わ
れ
、
谷
九
太
夫
が
岩
井
家
門
人
の
沢
家

の
門
人
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
観
世
流
の
家
元
制
度
の
発
展
の
過
程
で

岩
井
家
と
沢
家
の
間
に
争
議
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
示
さ
れ
る
。
岩
井

と
沢
の
争
議
は
習
事
の
取
り
次
ぎ
を
め
ぐ
る
も
の
だ
。
こ
の
資
料
の
検

討
を
通
じ
て
、
著
者
は
近
世
後
期
観
世
流
の
家
元
制
度
に
お
け
る
中
間

教
授
層
の
シ
ス
テ
ム
成
立
の
様
相
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
能
楽
の
家

元
制
度
の
成
立
過
程
を
理
解
す
る
う
え
で
、
貴
重
な
知
見
と
い
え
る
だ

ろ
う
。

佐
藤
和
道
「
ラ
ジ
オ
放
送
と
能
楽
―
―
地
方
に
お
け
る
能
楽
享
受
へ

の
影
響
を
中
心
に
」（『
能
と
狂
言
』
１２
。
７
月
）は
、
近
代
メ
デ
ィ
ア

と
能
楽
の
関
係
に
つ
い
て
研
究
を
続
け
る
著
者
の
力
作
。
著
者
は
『
朝

日
新
聞
』
東
京
版
の
大
正
十
四
年
か
ら
昭
和
二
十
年
ま
で
の
ラ
ジ
オ
欄

を
網
羅
的
に
調
査
し
、
能
楽
の
ラ
ジ
オ
放
送
の
全
貌
を
明
ら
か
に
し
た

（
な
お
こ
の
調
査
デ
ー
タ
は
「
大
正
・
昭
和
初
期
の
能
楽
ラ
ジ
オ
放
送

一
覧
」
と
題
し
て
『
古
典
遺
産
』
六
三
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
）。
当

時
の
ラ
ジ
オ
享
受
の
実
態
や
番
組
の
構
成
を
示
す
資
料
か
ら
能
楽
放
送

の
概
略
を
示
し
、
レ
コ
ー
ド
に
比
し
て
即
時
性
と
広
域
性
と
い
う
特
徴

を
持
つ
ラ
ジ
オ
特
有
の
試
み（
実
演
の
中
継
、
稽
古
の
た
め
の
番
組
、

素
人
参
加
の
番
組
な
ど
）が
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
著

者
は
さ
ら
に
ラ
ジ
オ
放
送
が
能
楽
に
与
え
た
影
響
を
考
察
し
、
地
域
格

差
を
縮
小
し
家
元
の
「
正
し
い
」
謡
へ
の
標
準
化
を
す
す
め
る
役
割
を

果
た
し
た
と
論
じ
る
。

最
後
に
庶
民
で
は
な
く
、
近
代
に
お
け
る
華
族
と
能
楽
と
の
関
わ
り

を
論
じ
た
も
の
と
し
て
、
青
柳
有
利
子
「
近
代
に
お
け
る
一
橋
徳
川
家

と
能
楽
―
―
茨
城
県
立
歴
史
館
蔵
『
日
記
』
を
め
ぐ
っ
て
」（『
芸
能
史

研
究
』
２０４
。
１
月
）。
著
者
は
、
徳
川
御
三
卿
の
一
橋
家
の
家
扶
が
当

主
の
行
動
を
記
録
し
た
資
料
で
あ
る
『
日
記
』（
茨
城
県
立
歴
史
館
一

橋
家
文
書
）を
調
査
し
、
明
治
八
年
か
ら
大
正
十
二
年
に
至
る
能
楽
関

係
記
事
を
全
て
抽
出
し
て
年
表
を
提
示
し
た
。
以
上
を
通
じ
て
、
当
時

の
一
橋
家
で
は
能
は
上
演
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
宴
席
に
能
役
者
を
召

す
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
や
、
二
人
の
女
性
が
観
能
と
謡
を
趣
味
と
し
て

い
た
こ
と
、
流
派
は
江
戸
時
代
か
ら
引
き
続
き
宝
生
流
で
あ
り
宝
生
九

郎
や
松
本
金
太
郎
を
後
援
し
て
い
た
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

■
能
楽
堂

は
じ
め
に
日
本
建
築
学
会
で
発
表
さ
れ
た
論
考
を
三
本
。
辻
槙
一
郎

「
近
代
に
お
け
る
能
楽
堂
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
」
と
奧
冨
俊
幸
「
宝

生
会
館
能
楽
堂
計
画
図
の
発
見
と
そ
の
意
義
」
は
、
両
者
が
参
加
し
た

学
会
発
表
の
梗
概（『
学
術
講
演
梗
概
集
２
０
１
４（
建
築
歴
史
・
意

匠
）』。
９
月
）。
辻
に
よ
れ
ば
、
こ
の
分
野
の
指
標
と
な
っ
た
奥
冨

『
近
代
国
家
と
能
楽
堂
』
に
お
い
て
も
能
楽
堂
内
部
空
間
の
デ
ザ
イ
ン

や
設
備
の
変
遷
過
程
の
具
体
的
な
検
証
は
未
だ
十
分
で
は
な
い
と
い
う
。

そ
の
う
え
で
本
稿
は
い
く
つ
か
の
近
代
能
楽
堂
の
見
所
の
空
間
配
置
を

検
討
し
、
正
面
・
脇
正
面
・
中
正
面
の
序
列
が
成
立
す
る
以
前
に
は
、

近
代
能
楽
堂
の
見
所
は
多
様
な
構
成
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
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宝
生
会
館
能
楽
堂（
昭
和
三
年
〜
二
〇
年
）は
、
奧
冨
前
掲
書
に
お
い

て
入
れ
子
式
の
現
代
能
楽
堂
の
原
点
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
能
楽
堂
で
あ

る
。
設
計
者
の
大
江
新
太
郎
の
孫
で
あ
る
建
築
家
大
江
新
の
も
と
で
こ

の
能
楽
堂
の
計
画
図
面
が
見
つ
か
っ
た
が
、
こ
れ
は
実
施
設
計
図
と
は

大
き
く
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
奧
冨
論
文
は
こ
の
新
出
資
料
と
実
施

設
計
図
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
大
江
新
太
郎
の
初
期
の
構

想
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
実
際
の
設
計
に
至
っ
た
の
か
、
そ
の
プ
ロ

セ
ス
を
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。
当
初
計
画
は
、
権
現
造
の
拝
殿
を
模
し

た
和
風
屋
根
、
ギ
リ
シ
ャ
の
円
形
劇
場
の
よ
う
に
円
弧
状
の
座
席
を
半

円
形
に
配
し
た
左
右
対
称
の
観
客
席
な
ど
、
驚
く
よ
う
な
内
容
を
持
つ

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
先
の
辻
論
文
も
含
め
、

こ
の
分
野
の
研
究
の
進
展
と
と
も
に
、
私
た
ち
が
自
明
視
し
て
い
る
現

在
の
能
楽
堂
建
築
の
ス
タ
イ
ル
が
そ
の
起
源
に
お
い
て
様
々
な
異
な
る

方
向
へ
向
か
う
可
能
性
を
含
ん
で
い
た
こ
と
が
浮
か
び
上
が
っ
て
い
る

と
い
え
る
だ
ろ
う
。

秦
明
日
香
、
河
内
浩
志
「
梅
若
能
楽
学
院
の
構
成
原
理
に
つ
い
て
」

（『
日
本
建
築
学
会
中
国
支
部
研
究
報
告
集
』
３７
。
３
月
）は
、
設
計
者

大
江
宏
が
残
し
た
言
説
や
図
面（『
建
築
作
法
』『
現
代
日
本
建
築
家
全

集
十
二
巻

渡
辺
鎮
太
郎
・
大
江
宏
』）か
ら
、
こ
の
能
楽
堂
が
ど
の
よ

う
な
思
想
に
基
づ
い
て
設
計
さ
れ
た
か
を
論
じ
る
。
先
述
し
た
大
江
新

太
郎
の
子
で
あ
る
大
江
宏
は
四
つ
の
能
楽
堂
作
品
を
残
し
た
が
、
梅
若

能
楽
学
院
は
そ
の
最
初
の
も
の
だ
。
著
者
ら
は
、
大
江
が
舞
台
各
部
の

詳
細
な
寸
法
の
構
成
を
演
能
の
所
作
寸
法
に
し
た
が
っ
て
再
検
討
し
た

こ
と
を
指
摘
し
、
彼
が
身
体
的
体
験
に
即
し
た
「
間
」
の
原
理
に
よ
っ

て
能
楽
堂
の
空
間
を
構
想
し
た
と
論
じ
る
。
ま
た
、
の
ち
に
設
計
し
た

国
立
能
楽
堂
と
比
較
し
つ
つ
梅
若
能
楽
学
院
の
図
面
を
分
析
し
、
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
か
ら
客
席
ま
で
観
客
の
動
線
と
視
線
誘
導
の
設
計
が
、
能
の

観
賞
に
お
け
る
視
線
変
化
の
体
験
を
象
徴
し
て
い
る
と
い
う
解
釈
を
示

し
た
。

王
冬
蘭
「
大
連
に
あ
っ
た
幻
の
能
舞
台
―
―
一
九
四
五
年
ま
で
の
現

地
に
お
け
る
能
楽
活
動
の
場
所
」（『
芸
能
史
研
究
』
２０５
。
４
月
）は
、

中
嶋
謙
昌
ら
の
植
民
地
能
楽
史
の
先
行
研
究
を
ふ
ま
え
て
、
大
連
の
能

の
上
演
空
間
の
実
態
を
探
求
す
る
。
一
九
〇
八
年
の
宝
生
流
の
敷
舞
台
、

一
九
一
四
年
の
喜
多
流
の
敷
舞
台
、
一
九
二
二
年
の
大
連
能
楽
堂
、
そ

れ
が
産
霊
教
会（
神
道
系
の
宗
教
団
体
）の
敷
地
に
移
転
し
た
一
九
三
五

年
の
大
連
能
楽
殿
の
四
つ
舞
台
に
つ
い
て
、
ど
こ
に
位
置
し
た
か
、
ど

の
よ
う
な
空
間
で
あ
っ
た
か
、
ど
の
よ
う
な
人
物
が
ど
の
よ
う
に
利
用

し
て
い
た
の
か
を
「
タ
ウ
ン
マ
ッ
プ
大
連
」『
満
鮮
謡
曲
界
』『
満
州
謡

曲
界
』『
満
州
梅
若
』『
満
州
芸
術
壇
の
人
々
』
な
ど
の
資
料
を
通
じ
て

明
ら
か
に
す
る
。
著
者
は
こ
の
後
も
日
本
統
治
下
の
植
民
地
能
楽
を
め

ぐ
る
論
考
を
出
し
続
け
て
い
る
。
今
回
は
あ
え
て
踏
み
込
ま
な
か
っ
た

と
い
う
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
問
題
に
、
能
楽
研
究
と
し
て
今
後
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
け
る
の
か
も
注
目
し
た
い
。

手
塚（
大
西
）亮
太
郎
の
孫
に
あ
た
る
手
塚
稔
子
が
所
蔵
し
て
い
た
能

楽
関
係
資
料
の
な
か
か
ら
湊
川
能
楽
堂
関
連
資
料
群
が
発
見
さ
れ
た
。

大
山
範
子
「
湊
川
能
楽
堂
略
史（
一
）設
立
期
前
後
の
神
戸
」（『
神
戸
女

子
大
学
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
８
。
６
月
）は
、
こ
の
資
料

群
の
調
査
・
研
究
の
成
果
で
あ
る
。
大
正
元
年
か
ら
昭
和
八
年
ま
で
の
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同
能
楽
堂
の
あ
ゆ
み
を
当
時
の
神
戸
能
楽
界
の
状
況
と
と
も
に
明
ら
か

に
す
る
二
部
構
成
の
論
文
の
第
一
部
に
あ
た
る
。
創
立
者
の
手
塚（
大

西
）亮
太
郎
の
人
物
、
創
立
の
背
景
と
な
っ
た
神
戸
能
楽
界
の
活
況
、

大
西
の
雑
記
帳
『
大
正
八
年
記
事
』
や
新
聞
報
道
か
ら
わ
か
る
落
成
前

後
の
動
向
や
舞
台
の
様
子
、
当
初
の
「
大
西
能
楽
堂
」
か
ら
「
湊
川
能

楽
堂
」
へ
の
名
称
変
更（
大
正
十
三
年
）の
事
情
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ

る
。
ま
た
六
日
間
に
わ
た
る
能
楽
堂
落
成
披
露（
大
正
元
年
十
一
月
）の

番
組
も
付
す
。
近
年
、
近
代
関
西
能
楽
界
の
研
究
が
進
展
し
て
い
る
が
、

本
論
文
に
よ
っ
て
神
戸
の
状
況
が
か
な
り
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
意
義

は
大
き
い
。

服
部
滋
樹
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
す
る
空
間
〜
公
共
空
間
の
多
様
化
―
―

社
交
場
と
し
て
の
能
楽
堂
の
再
生
」
は
、
雑
誌
『
建
築
と
社
会
』（
９５

フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン

巻
１
１
０
３
号
。
２
月
）の
特
集
「
融

合
す
る
空
間
―
―
新
た
な
る
試

み
」
の
総
論
と
し
て
書
か
れ
た
エ
ッ
セ
イ
。
空
間
・
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ

イ
ナ
ー
で
あ
る
著
者
は
、
大
阪
の
山
本
能
楽
堂
の
改
修
に
携
わ
っ
た
。

そ
の
プ
ラ
ン
は
、
も
と
も
と
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
生
活
空
間
と
し
て
使
わ

れ
て
い
た
楽
屋
部
分
を
収
蔵
庫
と
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
機
能
を
持
つ
空
間

に
す
る
と
い
う
も
の
だ
。
著
者
は
こ
の
経
験
を
振
り
返
る
こ
と
を
通
じ

て
、
能
楽
堂
と
い
う
空
間
の
特
性
や
、
そ
れ
が
人
々
が
出
会
っ
て
新
た

な
も
の
を
生
み
だ
す
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
社
交
の
場
と
な
る
可
能
性
に

つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

■
社
会
制
度

世
に
「
先
生
」
と
呼
ば
れ
る
職
業
が
あ
る
。
高
い
職
業
威
信
を
持
つ

と
み
な
さ
れ
る
が
必
ず
し
も
そ
の
働
き
方
の
実
態
が
明
ら
か
で
は
な
い

こ
れ
ら
の
職
業
を
扱
っ
た
の
が
『
日
本
労
働
研
究
雑
誌
』（
六
四
五
号
）

の
特
集
「�
先
生
�
の
働
き
方
」。
こ
こ
に
寄
稿
さ
れ
た
の
が
西
尾
久
美

子
「
能
楽
の
先
生
」
で
あ
る
。
花
街
の
人
材
育
成
を
経
営
学
的
視
点
で

分
析
す
る
仕
事
で
知
ら
れ
る
西
尾
は
、
近
年
能
楽
に
対
象
を
ひ
ろ
げ
、

観
世
流
シ
テ
方
の
大
槻
文
蔵
へ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
お
こ
な
っ
て

い
る
。
こ
の
論
考
は
そ
の
研
究
成
果
の
最
初
の
一
つ
で
あ
り
、
著
者
は

そ
の
後
も
継
続
し
て
論
文
を
発
表
し
て
い
る
。
今
回
は
、
能
楽
の
世
界

に
生
き
る
者
に
と
っ
て
は
自
明
で
あ
り
な
が
ら
客
観
的
に
記
述
・
分
析

さ
れ
る
機
会
の
少
な
い
能
楽
師
の
育
成
と
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
ま
と
め
た

う
え
で
、
シ
テ
方
に
と
っ
て
長
期
間
に
わ
た
っ
て
技
能
を
教
え
る
「
先

生
」
で
あ
る
こ
と
が
、
一
門
の
演
能
活
動
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
機
能

し
て
い
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

高
島
知
佐
子
「
能
楽
の
家
元
組
織
と
そ
の
制
度
に
み
る
伝
統
芸
能
の

継
承
メ
カ
ニ
ズ
ム
」（『
文
化
経
済
学
』
１１
巻
２
号
。
９
月
）も
ま
た
、

内
部
の
者
に
は
自
明
な
が
ら
客
観
的
に
記
述
さ
れ
る
機
会
の
少
な
い
能

楽
の
社
会
制
度
を
扱
っ
た
も
の
。
家
元
制
度
に
つ
い
て
は
島
崎
稔
、
西

山
松
之
助
ら
の
先
行
研
究
が
あ
る
。
著
者
は
そ
れ
ら
を
ふ
ま
え
つ
つ
、

主
に
関
西
地
域
の
七
人
の
能
楽
関
係
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
お
こ
な
っ

て
、
現
状
に
お
け
る
家
元
組
織
の
構
造
、
家
元
の
役
割
、
世
襲
・
非
世

襲
の
違
い
、
近
年
の
変
化
な
ど
の
情
報
を
更
新
し
て
い
る
。
ま
た
著
者

は
結
論
部
に
お
い
て
、
経
済
構
造
の
現
状
分
析
を
も
と
に
「
能
楽
師
の

多
忙
」
と
い
う
課
題
に
つ
い
て
考
察
し
、
能
楽
師
同
士
、
家
同
士
が
協

調
し
つ
つ
能
楽
市
場
を
拡
大
す
る
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
示
唆

し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
積
極
的
な
提
言
的
考
察
が
続
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く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

■
服
飾
、
意
匠

能
面
を
収
め
る
面
袋
は
古
く
か
ら
染
織
品
と
し
て
の
価
値
を
認
め
ら

れ
、
能
面
の
伝
来
や
素
性
を
知
る
手
が
か
り
と
し
て
も
重
要
で
あ
る
。

し
か
し
現
在
、
博
物
館
等
の
能
面
を
保
管
す
る
機
関
で
は
、
そ
の
重
要

性
が
理
解
さ
れ
な
い
ま
ま
う
ち
捨
て
ら
れ
て
い
る
例
も
あ
る
由
。
こ
う

し
た
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
面
袋
の
体
系
的
な
把
握
を
試
み
た
の
が
杉

山
未
菜
子
、
花
田
美
穂
、
門
脇
幸
恵
「
面
袋
に
見
る
能
面
の
伝
来
」

（『
国
立
能
楽
堂
調
査
研
究
』
８
。
３
月
）で
あ
る
。
著
者
ら
は
永
青
文

庫（
細
川
家
）、
大
倉
集
古
館（
因
州
藩
池
田
家
）、
東
雲
神
社（
久
松
松

平
家
）等
々
、
十
二
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
伝
来
面
袋
を
検
討
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
裂
地
と
題
箋
の
特
徴
を
整
理
し
た
。
さ
ら
に
今
回
は
特
に
加
賀

藩
前
田
家
旧
蔵
面
面
袋
の
墨
書
を
詳
し
く
検
討
し
、
面
袋
を
通
じ
て
面

の
写
し
の
経
緯
や
「
御
細
工
者
」
の
技
術
伝
承
の
様
子
な
ど
を
知
る
可

能
性
を
示
し
て
み
せ
た
。

服
飾
史
に
お
け
る
謡
曲
の
影
響
を
論
じ
た
の
が
遠
藤
貴
子
、
綿
抜
豊

昭
「
小
袖
雛
形
本
に
み
る
謡
曲
意
匠
―
―
「
か
き
つ
ば
た
」
模
様
を
中

心
に
」（『
図
書
館
情
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
』
１１
巻
２
号
。
３
月
）。
江
戸

時
代
の
小
袖
雛
形
本（
小
袖
の
模
様
を
縮
小
し
た
図
を
集
め
た
絵
本
）一

〇
五
種
を
用
い
、
寛
文
か
ら
寛
政
年
間（
一
六
六
六
〜
一
八
〇
〇
年
）ま

で
の
雛
形
図
九
二
六
五
図
を
検
討
し
て
謡
曲
意
匠
の
定
量
分
析
を
試
み

た
。
そ
こ
か
ら
「
杜
若
」
の
意
匠
が
も
っ
と
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
で
あ
っ
た

こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
が
当
時
の
謡
曲
享
受
や
『
伊
勢
物
語
』
享
受
の
あ

り
方
と
関
係
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。（
以
上
、
横
山
）

【
作
品
研
究
】

本
年
に
発
表
さ
れ
た
作
品
研
究
を
石
井
・
中
司
で
分
担
し
て
展
望
す

る
。
分
担
の
基
準
は
さ
ほ
ど
厳
密
で
は
な
い
が
、『
能
と
狂
言
』『
銕

仙
』
を
石
井
が
、『
観
世
』『
観
世
元
章
の
世
界
』
を
中
司
が
担
当
し
、

そ
れ
ぞ
れ
ま
と
め
て
言
及
し
て
い
る
。

能
楽
学
会
二
〇
一
三
年
大
会
で
は
世
阿
弥
生
誕
六
五
〇
年
を
記
念
し

て
世
阿
弥
の
『
四
季
祝
言
』「
夏
」、『
五
音
』「
敷
島
」
の
復
曲
実
演
な

ら
び
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
催
さ
れ
た
。『
能
と
狂
言
』
１２
（
７
月
）特
集

「
世
阿
弥
を
め
ぐ
る
和
歌
・
連
歌
の
世
界
」
に
そ
の
報
告
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
の
で
以
下
に
紹
介
す
る
。
落
合
博
志
「『
四
季
祝
言
』「
夏
」
と

『
五
音
』「
敷
島
」
に
つ
い
て
」
は
詞
章
面
か
ら
の
解
説
で
、『
四
季
祝

言
』「
夏
」
に
は
義
詮
の
和
歌
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
将
軍
義
満
の
御

前
で
の
演
奏
を
念
頭
に
置
い
て
作
っ
て
い
る
こ
と
、『
五
音
』「
敷
島
」

の
背
景
の
二
点
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
後
者
に
関
し
て
は
、
和
歌
の
道

を
讃
え
る
と
と
も
に
和
歌
を
重
ん
ず
る
帝
王
を
賛
美
す
る
「
敷
島
」
が

内
容
的
に
も
詞
章
の
点
で
も
勅
撰
集
の
序
と
重
な
る
こ
と
か
ら
、
足
利

将
軍
家
に
よ
る
勅
撰
集
を
機
に
作
ら
れ
た
曲
の
可
能
性
を
指
摘
。「
敷

島
」
の
成
立
を
新
し
い
勅
撰
集
の
撰
集
が
将
軍
家
周
辺
で
企
画
さ
れ
て

い
た
と
お
ぼ
し
き
応
永
十
四
〜
十
五
年
頃
と
推
測
す
る
。
高
桑
い
づ
み

「《
四
季
祝
言
》《
敷
島
》の
謡
復
元
」
は
謡
復
元
の
経
緯
を
節
付
の
点
か

ら
解
説
し
た
も
の
。
実
際
に
こ
の
謡
を
謡
っ
た
立
場
か
ら
の
観
世
清
河

寿（
現
・
清
和
）「『
四
季
祝
言
』「
夏
」
と
『
五
音
』「
敷
島
」
の
復
曲

実
演
を
振
り
返
っ
て
」
と
併
せ
て
、
こ
の
復
元
作
業
の
難
し
さ
を
具
体
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的
に
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。

引
き
続
き
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
報
告
が
四
本
。
島
津
忠
夫
「
世
阿

弥
能
作
と
和
歌
―〈
融
〉を
中
心
に
―
」
は
世
阿
弥
の
能
作
と
和
歌
と
の

関
係
を〈
融
〉を
中
心
に
①
主
題
歌
、
②
引
用
の
古
歌
、
③
中
世
歌
語
の

三
つ
か
ら
考
察
し
た
論
考
。
①
「
君
ま
さ
で
煙
絶
え
に
し
塩
釜
の
浦
淋

し
く
も
見
え
わ
た
る
か
な
」（『
古
今
和
歌
集
』
恋
一
、
紀
貫
之
）が
主

題
歌
と
な
っ
て
い
る

②
世
阿
弥
が
古
歌
を
意
識
し
た
歌
語
を
用
い
て

い
る

③
中
世
和
歌
に
用
例
が
み
え
る
歌
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
一
方
、

連
歌
的
な
枕
詞
の
自
由
な
掛
け
方
も
行
わ
れ
て
い
る

と
そ
れ
ぞ
れ
具

体
例
を
挙
げ
つ
つ
示
し
、〈
融
〉の
名
所
教
え
に
お
い
て
は
古
歌
に
よ
る

歌
枕
「
音
羽
山
」「
逢
坂
山
」・
中
世
和
歌
に
な
っ
て
用
例
が
み
ら
れ
る

「
歌
の
中
山
」「
藤
の
森
」・
歌
枕
で
は
な
い
名
所
の
「
清
閑
寺
」「
今
熊

野
」
と
三
タ
イ
プ
の
地
名
が
取
り
混
ぜ
連
ね
ら
れ
て
い
る
と
述
べ
る
。

詞
章
に
引
用
さ
れ
る
歌
語
や
歌
枕
は
全
て
同
じ
位
相
に
あ
る
わ
け
で
は

な
く
、
細
か
く
目
配
り
を
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
改
め
て
強
く
感
じ

る
。
渡
部
泰
明
「
和
歌
の
本
意
―
『
俊
頼
髄
脳
』
を
め
ぐ
っ
て
―
」
は

『
俊
頼
髄
脳
』「
歌
題
と
読
み
方
」
の
分
析
を
通
じ
て
和
歌
の
「
本
意
」

に
迫
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
句
は
複
数
の
景
物
と
述
語
と
し
て
の
用
言（
動

詞
）か
ら
な
り
、
よ
く
あ
る
和
歌
的
な
情
景
を
描
き
つ
つ
も
何
か
し
ら

違
和
感
を
抱
か
せ
る
要
素
を
組
み
込
む
こ
と
で
新
た
な
イ
メ
ー
ジ
が
喚

起
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
前
の
句
と
後
の
句
と
の
間
に
あ
る
言
葉
の
繋
が

り
に
よ
っ
て
新
た
な
言
葉
や
イ
メ
ー
ジ
が
呼
び
込
ま
れ
、
次
の
語
が
引

き
寄
せ
ら
れ
る
仕
掛
け
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
俊
頼

が
本
質
的
に
実
践
的
な
も
の
で
あ
る
「
本
意
」
を
和
歌
的
世
界
の
中
で

の
ふ
る
ま
い（「
演
技
」）と
し
て
記
述
し
て
い
た
と
説
く
。
本
稿
は
直
接

能
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
俊
頼
の
演
技
的
な
発

想
は
世
阿
弥
の
能
作
法
と
も
通
底
す
る
部
分
が
多
く
、
非
常
に
示
唆
的

で
あ
る
。
三
宅
晶
子
「
動
き
出
す
こ
と
ば
」
は
能
の
中
に
引
用
さ
れ
る

和
歌
が
独
自
の
世
界
を
提
示
し
作
品
世
界
を
飛
躍
的
に
拡
大
さ
せ
る
例

と
し
て〈
融
〉〈
鵺
〉を
挙
げ
、
本
意
に
添
っ
て
引
用
さ
れ
た
和
歌
の
存
在

を
別
方
向
へ
の
動
き
に
利
用
す
る
こ
と
で
曖
昧
さ
・
不
確
実
さ
を
実
現

し
、
解
釈
の
幅
を
生
じ
さ
せ
る
世
阿
弥
の
作
詞
法
と
和
歌
的
表
現
法
の

近
さ
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、〈
檜
垣
〉〈
忠
度
〉〈
井
筒
〉な
ど
を
例
に
、
こ

の
よ
う
な
作
詞
法
に
よ
っ
て
個
別
の
作
品
に
ど
の
よ
う
な
解
釈
の
揺
れ

幅
が
持
た
さ
れ
て
い
る
か
を
示
し
た
上
で
、
詞
章
の
意
味
を
限
定
し
な

い
世
阿
弥
の
作
詞
法
は
、
時
代
を
超
え
て
変
化
し
続
け
る
「
住
す
る
こ

と
な
き
」
能
を
作
り
出
し
て
い
る
と
述
べ
る
。
松
岡
心
平
「
詩
的
ト
ポ

ス
の
思
考
―
和
歌
の
美
学
・
方
法
と
世
阿
弥
の
能
―
」
は
、
世
阿
弥
が

ど
れ
ほ
ど
詩
的
ト
ポ
ス（
和
歌
や
漢
詩
の
世
界
で
形
成
さ
れ
て
き
た〈
雅

び
〉の
共
同
記
憶
）に
通
暁
し
、
そ
れ
が
彼
の
能
の
演
技
・
物
ま
ね
の
対

象
の
選
択
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
局
面
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
か
を
論
じ

た
も
の
。〈
雅
び
〉な
古
典
的
情
緒
世
界
を
作
り
上
げ
る
名
所
教
え
が

「
遠
見
」
と
い
う
世
阿
弥
独
特
の
舞
台
上
の
演
技
方
法
を
含
み
込
む
も

の
で
あ
る
こ
と
に
言
及
し
、
世
阿
弥
は
詩
的
ト
ポ
ス
に
通
暁
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
上
層
階
級
に
共
有
さ
れ
る〈
雅
び
〉の
世
界
へ
参
入
す
る
と
同

時
に
、
場
所
と
そ
の
記
憶
を
尊
ぶ
場
所
的
思
考
が
「
場
所
の
演
劇
」
と

し
て
の
複
式
夢
幻
能
に
結
実
し
た
と
論
ず
る
。

和
歌
と
能
と
の
関
係
で
は
こ
れ
ら
の
他
に
も
、
池
田
英
悟
「〈
頼
政
〉
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に
見
る
老
境
の
世
界

そ
の
二
―
歌
こ
と
ば
「
埋
れ
木
」
の
語
誌
を
め

ぐ
っ
て
―
」（『
武
蔵
野
大
学
能
楽
資
料
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
２５
。
３
月
）

が
あ
る
。
歌
こ
と
ば
「
埋
れ
木
」
に
つ
い
て
、
⑴
恋
⑵
我
が
身
の
不
遇

⑶
老
い
た
身
の
上
、
隠
退
・
出
家
と
次
第
に
表
現
範
囲
・
表
現
機
能
が

多
様
化
し
、
そ
れ
が
古
注
や
室
町
期
の
連
歌
寄
合
に
も
反
映
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
確
認
。〈
頼
政
〉の
主
題
歌
で
あ
る
「
埋
れ
木
の
」
詠
は
「
頼

政
自
身
の
生
涯
の
不
遇
」
を
詠
ん
だ
も
の
と
い
う
従
来
の
解
釈
に
疑
義

を
呈
す
る
。
三
宅
晶
子
「〈
砧
〉に
用
い
ら
れ
る
「
水
か
け
草
」」（『
銕

仙
』
６４１
。
１１
月
）は〈
砧
〉第
六
段
の
「
水
か
け
草
」
を
め
ぐ
る
考
察
。

『
袖
中
抄
』
以
来
「
水
の
陰
の
草
」
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
こ
の
語

が
室
町
時
代
に
は
「
天
の
河
に
生
え
、
七
夕
の
二
人
の
恋
の
涙
の
露
が

結
ぶ
草
」
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
世
阿
弥
と
同
時
代
の
『
看
聞
日

記
』
紙
背
に
も
天
の
川
の
水
陰
草
を
念
頭
に
置
い
た
連
歌
が
存
在
す
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
世
阿
弥
は
こ
の
よ
う
な
当
時
の
和
歌
的
理
解
を

踏
ま
え
て
水
陰
草
は
七
夕
の
二
人
の
こ
と
だ
と
の
飛
躍
的
発
想
を
し
て

い
る
と
述
べ
る
。
三
宅
晶
子
「
類
型
化
以
前
の
霊
験
能
―〈
田
村
〉を
中

心
に
―
」（『
能
と
狂
言
』
１２
。
７
月
）は
「
創
生
期
の
能
の
魅
力
―
夢

と
現
の
間
―
」（『
観
世
』
８０
―

９
）の
延
長
に
あ
る
論
で
、
世
阿
弥
か
ら

禅
竹
へ
と
続
く
霊
験
能
が
神
仏
や
鬼
、
幽
霊
を
ど
の
よ
う
に
登
場
さ
せ

霊
験
や
奇
特
を
舞
台
化
し
て
い
る
の
か
考
察
し
た
も
の
。〈
布
留
〉〈
逆

鉾
〉〈
松
浦
〉で
は
夢
中
と
い
う
枠
組
を
利
用
し
て
大
胆
に
過
去
の
物
語

が
描
き
出
さ
れ
、
過
去
と
現
在
を
繋
ぐ
持
ち
物
を
用
い
た
演
技
が
個
性

的
な
見
せ
場
構
成
を
可
能
に
し
て
い
る
こ
と
、
世
阿
弥
の
複
式
夢
幻
能

は
夢
中
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
、
神
能
は
現
実
世
界
に
お
い
て
異
常
現

象
が
起
こ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
一
方
、〈
田
村
〉

〈
笠
卒
都
婆
〉は
類
型
表
現
を
用
い
て
現
実
か
夢
か
曖
昧
な
中
に
大
胆
な

絵
空
事
の
世
界
を
展
開
さ
せ
て
い
る
と
し
、
こ
の
二
曲
の
共
通
性
か
ら

元
雅
作
の
可
能
性
を
示
唆
す
る
。

能
に
お
け
る
女
性
の
問
題
を
扱
っ
た
論
考
を
二
本
。
高
木
信
「
小
宰

相
と
小
野
小
町
と
の
絆
、
あ
る
い
は〈
引
用
〉の
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
―
網
目

の
な
か
の
『
平
家
物
語
』、
謡
曲
、
御
伽
草
子
、
古
注
釈
―
」（『
物
語

研
究
』
１４
。
３
月
）は
『
平
家
物
語
』
の〈
小
宰
相
説
話
〉で
引
用
さ
れ

る
小
野
小
町
落
魄
説
話
を
起
点
に
、
小
宰
相
と
小
野
小
町
と
の
相
同
性

を
論
じ
た
も
の
。〈
小
宰
相
説
話
〉に
頻
出
す
る
「
心
強
し
」
の
語
に
着

目
し
、
小
宰
相
も
小
町
も
結
局
は
男
性
中
心
主
義
に
よ
る
犠
牲
者
で
あ

り
、〈
引
用
〉に
よ
っ
て
男
性
的
共
同
体
が
小
町
を
「
色
好
み
」
な
「
遊

女
」
と
し
て
囲
い
込
も
う
と
す
る
一
方
、
消
極
的
に
で
は
あ
る
が
女
性

達
が
小
町
を
肯
定
的
に
受
け
止
め
る
土
壌
が
作
ら
れ
て
い
る
と
す
る
。

そ
の
上
で
、
小
町
や
小
町
歌
に
よ
っ
て
つ
な
が
る〈
通
盛
〉〈
清
経
〉〈
卒

都
婆
小
町
〉〈
通
小
町
〉に
お
い
て
も
「
身
勝
手
な
男
た
ち
」
と
「
沈
黙

す
る
女
性
」
と
い
う
図
式
が
あ
て
は
ま
り
、
女
性
た
ち
の
沈
黙
が
逆
に

男
性
の
身
勝
手
さ
を
浮
き
彫
り
に
す
る
と
述
べ
る
。〈
清
経
〉で
小
町
歌

が
引
用
さ
れ
る
こ
と
の
意
味
、〈
通
小
町
〉に
内
在
す
る
「
男
性
に
よ
っ

て
救
済
さ
れ
る
女
性
」
の
図
式
な
ど
興
味
深
い
指
摘
が
あ
る
。
松
岡
心

平
「
女
人
の
穢
れ
を
許
容
す
る
時
宗
と
能
」（『
銕
仙
』
６４２
。
１２
月
）は

女
人
の
不
浄
、
穢
れ
を
許
容
す
る
時
宗
と
の
関
わ
り
か
ら〈
柏
崎
〉に
言

及
す
る
。
一
三
〇
〇
年
前
後
の
善
光
寺
阿
弥
陀
如
来
へ
の
参
仕
を
め
ぐ

る
時
衆
と
律
僧
と
の
競
合
の
中
で
『
善
光
寺
縁
起
』
他
に
み
え
る
不
浄
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や
汚
濁
を
許
容
す
る
自
ら
の
立
場
を
表
明
し
た
阿
弥
陀
如
来
の
御
詠
歌

が
詠
み
出
さ
れ
た
と
し
、
世
阿
弥
自
筆
本〈
柏
崎
〉で
女
物
狂
の
善
光
寺

内
陣
入
り
の
押
し
問
答
が
詳
細
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
は
女
人
の
内

陣
突
入
を
記
念
す
る
意
味
が
あ
る
と
説
く
。

個
別
の
作
品
研
究
に
移
る
。
天
野
文
雄
「
自
然
居
士
の
「
喝
食
面
」

と
「
年
齢
設
定
」」（『
お
も
て
』
１１９
。
１
月
）は
喝
食
面
の
銀
杏
型
の
額

髪
は
長
禄
・
寛
正
頃
の
喝
食
の
新
風
俗
に
由
来
す
る
と
し
、〈
自
然
居

士
〉の
シ
テ
も
こ
れ
以
前
は
直
面
で
演
じ
ら
れ
て
い
た
と
推
測
。『
天
狗

草
紙
』
に
描
か
れ
て
い
る
自
然
居
士
は
成
人
で
あ
る
が
、
観
阿
弥
時
代

の
禅
院
で
は
既
に
喝
食
は
少
年
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
を

踏
ま
え
て
演
劇
的
な
効
果
も
計
算
に
入
れ
つ
つ
観
阿
弥
は
自
然
居
士
を

少
年
僧
に
設
定
し
た
と
述
べ
る
。
同
じ
く
天
野
文
雄
「《
井
筒
》三
題
」

（『
お
も
て
』
１２０
。
４
月
）は
「
①
在
原
寺
が
廃
寺
で
は
な
い
こ
と
の
補

足
」
と
し
て〈
玉
葛
〉の
道
行
に
み
え
る
「
石
上
寺
」
が
在
原
寺
で
あ
る

こ
と
を
指
摘
。「
②
里
女
の
昔
物
語
が
「
高
安
通
い
」
↓
「
筒
井
筒
」

の
順
で
あ
る
理
由
」
は
、﹇
ク
リ
﹈﹇
サ
シ
﹈﹇
ク
セ
﹈
が
一
貫
し
て
無

名
の
里
女
に
よ
る
在
原
寺
の
本
願
業
平
に
つ
い
て
の
物
語
で
、
里
女
は

僧
に
請
わ
れ
て
業
平
に
つ
い
て
の
故
事
を
思
い
つ
く
ま
ま
に
語
っ
て
い

る
設
定
で
あ
り
、「
懐
旧
」「
恋
慕
」
と
い
う
本
曲
の
主
題
と
「
序
ノ

舞
」
と
の
繋
が
り
を
考
え
た
結
果
で
あ
る
と
論
ず
る
。「
③
終
曲
部
の

文
句
は
「
亡
婦
魄
霊
」
か
「
亡
夫
魄
霊
」
か
」
で
は
、
終
曲
部
「
地
」

の
「
し
ぼ
め
る
花
の
色
な
う
て
匂
ひ
」
以
降
が
有
常
女
の
セ
リ
フ
で
は

な
く
叙
事
文
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
亡
婦
」
を
あ
て
る
べ
き
と
説
く
。

中
村
健
史
「『
弱
法
師
』
と
阿
那
律
説
話
―
世
阿
弥
本
『
弱
法
師
』

の
一
典
拠
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
国
語
と
国
文
学
』
９１
―

１
。
１
月
）は
、

世
阿
弥
自
筆
臨
模
本〈
弱
法
師
〉に
み
え
る
「
古
人
の
中
に
も
眼
廢
ひ
て
、

三
明
六
通
山
河
大
地
を
、
見
た
り
し
人
も
あ
る
ぞ
か
し
」
の
典
拠
に
つ

い
て
の
論
。「
古
人
」
が
釈
迦
十
大
弟
子
の
う
ち
天
眼
第
一
の
阿
那
律

で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
阿
那
律
説
話
が
引
か
れ
「
六
通
」「
山
河
大

地
」
な
ど〈
弱
法
師
〉と
共
通
す
る
語
が
確
認
さ
れ
る
『
夢
中
問
答
集
』

を
元
雅
が
参
考
に
し
た
可
能
性
を
示
す
。
さ
ら
に
浄
土
と
は
無
縁
の
存

在
の
は
ず
の
盲
者
が
日
想
観
を
行
う
こ
と
を
嘲
笑
う
人
々
に
対
し
、
誰

し
も
等
し
く
弥
陀
の
浄
土
を
想
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
主
張
す
る
た

め
に
阿
那
律
説
話
が
必
要
と
さ
れ
親
子
再
会
に
加
え
て
「
満
目
青
山
は

心
に
あ
り
」
と
い
う
悟
り
も
俊
徳
に
与
え
ら
れ
た
救
済
で
あ
る
と
結
論

付
け
る
。「
見
え
な
い
者
が
心
眼
で
見
る
」
先
例
と
し
て
の
阿
那
律
の

故
事
は
、
臨
模
本
の
俊
徳
が
日
想
観
を
め
ぐ
る
妻
と
の
や
り
と
り
の
後

に
自
ら
日
想
観
を
行
う
根
拠
と
い
う
べ
き
も
の
で
、
そ
の
結
果
、
宗
教

的
昂
揚
感
か
ら
見
え
な
い
現
実
へ
と
引
き
戻
さ
れ
る
残
酷
さ
が
よ
り
際

立
つ
こ
と
に
な
る
。
当
該
箇
所
の
改
変
は〈
弱
法
師
〉の
主
題
の
変
化
と

も
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
小
田
幸
子
「『
隅
田
川
』
子

方
の
こ
と
な
ど
」（『
銕
仙
』
６３９
。
９
月
）は〈
隅
田
川
〉の
「
幽
冥
界
を

隔
て
た
親
子
の
出
会
い
」
の
モ
チ
ー
フ
が
同
時
代
お
よ
び
そ
れ
以
降
の

作
品
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
の
論
。
生
者
と
死
者
と
の
出
会
い
の
場

に
お
け
る
身
体
接
触
表
現
は
逆
説
的
に
両
者
の
決
定
的
な
隔
た
り
を
浮

か
び
上
が
ら
せ
る
も
の
で
あ
る
と
し
、
こ
の
よ
う
な
モ
チ
ー
フ
の
背
景

に
、
愛
す
る
者
の
死
の
事
実
に
向
き
合
っ
て
悲
歎
す
る
人
間
の
姿
に
リ

ア
リ
テ
ィ
や
共
感
を
覚
え
る
観
客
の
存
在
を
み
る
。
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鵜
澤
瑞
希
「
作
品
研
究
『
光
季
』」（『
国
立
能
楽
堂
調
査
研
究＝

N
oh

T
heatre

』
８
。
３
月
）は
、
承
久
の
乱
で
討
死
に
し
た
伊
賀
判
官
光
季

と
そ
の
子
寿
王
を
運
命
を
描
い
た
信
光
の
能〈
光
季
〉を
、
本
説
の
『
承

久
記
』
と
比
較
し
、
本
作
に
お
け
る
子
ど
も
の
特
徴
を
考
察
し
た
も
の
。

慈
光
寺
本
と
流
布
本
『
承
久
記
』
に
基
づ
き
な
が
ら
作
ら
れ
て
い
る
前

場
に
対
し
て
後
場
で
は
差
異
が
大
き
く
、
寿
王
に〈
烏
帽
子
折
〉や〈
橋

弁
慶
〉の
牛
若
丸
の
よ
う
な
強
烈
な
暴
力
性
を
備
え
た
少
年
英
雄
の
姿

を
求
め
た
信
光
が
、
寿
王
の
武
勇
を
際
立
た
せ
る
た
め〈
鶴
次
郎
〉を
参

考
に
子
ど
も
が
敵
を
一
人
で
倒
す
場
面
を
組
み
込
み
、
子
ど
も
の
役
者

に
観
客
の
注
目
が
集
ま
る
よ
う
に
工
夫
し
た
と
結
論
付
け
る
。
終
曲
部

で
刀
を
く
わ
え
て
縁
か
ら
飛
び
降
り
自
害
す
る
寿
王
の
姿
は
、
確
か
に

『
承
久
記
』
流
布
本
の
贄
田
三
郎
の
最
後
を
転
用
し
た
も
の
で
は
あ
ろ

う
が
、『
北
条
九
代
記
』
巻
五
「
伊
賀
判
官
光
季
討
死
」
は
「
判
官
父

子
ハ
今
ハ
是
マ
デ
ト
テ
、
腹
カ
キ
切
テ
、
熖
ノ
中
ニ
ト
ビ
入
タ
リ
」
と

光
季
親
子
が
共
に
腹
を
切
り
炎
の
中
に
飛
び
こ
ん
だ
と
語
る
。『
承
久

記
』
諸
本
の
問
題
を
含
め
、
承
久
の
乱
を
め
ぐ
る
言
説
に
も
う
少
し
目

配
り
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

田
口
和
夫
「
能〈
伯
太
王
〉と
間
狂
言
―
萬
集
類
・
説
話
・
芸
能
―
」

（『
能
と
狂
言
』
１２
。
６
月
）は
「
白
澤
王（
伯
太
王
）の
系
譜
―
絵
画
・

説
話

付
荒
平
舞
―
」（『
藝
能
史
研
究
』
２０３
。
１０
月
）と
対
を
な
す
論

考
。
散
佚
曲〈
伯
太
王
〉の
ア
イ
に
つ
い
て
の
記
載
が
あ
る
『
萬
集
類
』

の
記
載
か
ら
、〈
鵺
〉〈
巴
〉の
よ
う
に
本
来
風
流
能
で
は
な
か
っ
た
曲
が

室
町
中
・
後
期
の
「
風
流
能
の
時
代
」
に
は
風
流
ア
イ
を
取
り
入
れ
風

流
能
的
に
演
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
多
く
の
能
が
風

流
ア
イ
に
よ
っ
て
い
わ
ば
風
流
能
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
き
延
び
て

き
た
と
い
う
指
摘
は
傾
聴
に
値
す
る
。
さ
ら
に
『
上
杉
本
乱
曲
集
』
所

収
の
謡
い
物〈
伯
太
王
〉や
『
三
宝
絵
』
に
み
え
る
雪
山
童
子
説
話
、
玄

奘
三
蔵
天
竺
取
経
譚
、
朗
詠
注
や
『
一
乗
拾
玉
集
』
を
は
じ
め
と
す
る

伯
太
王
説
話
を
確
認
し
な
が
ら〈
伯
太
王
〉の
構
成
を
推
測
し
、
伯
太
王

説
話
の
広
が
り
の
中
で
本
曲
が〈
大
般
若
〉と
も
接
点
を
持
ち
、
芸
北
神

楽
「
荒
平
舞
」
も
そ
の
流
れ
か
ら
発
展
し
た
も
の
と
論
ず
る
。

実
技
・
演
出
に
関
す
る
論
考
を
二
本
。
高
桑
い
づ
み
「
返
シ
を
謡
う

と
い
う
こ
と
―
﹇
上
ゲ
歌
﹈
形
成
の
一
過
程
と
そ
の
応
用
―
」（『
能
と

狂
言
』
１２
。
７
月
）は
「
返
シ
を
謡
う
と
い
う
こ
と
―
小
段
形
成
の
一

手
順
」（『
銕
仙
』
６２５
）の
続
編
。
古
作
の
能
に
は
﹇
上
ゲ
歌
﹈
を
持
た

な
い
も
の
や
七
五
調
定
律
句
の
﹇
上
ゲ
歌
﹈
の
典
型
か
ら
外
れ
る
も
の

が
多
い
が
、
世
阿
弥
自
筆
能
本
に
お
い
て
は
初
句
・
終
句
の
返
シ
と
そ

の
節
付
け
が
お
お
よ
そ
定
型
化
す
る
中
で
、
定
型
の
﹇
上
ゲ
歌
﹈
と

﹇
ク
リ
歌
﹈
の
中
間
に
位
置
す
る
﹇
上
ゲ
歌
﹈
や
ク
リ
音
を
多
用
す
る

﹇
上
ゲ
歌
﹈
も
み
ら
れ
、
世
阿
弥
が
曲
趣
に
応
じ
て
節
を
工
夫
し
て
い

た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、
初
句
と
終
句
の
繰
り
返
し
で
音
楽

と
し
て
の
形
式
が
整
う
こ
と
に
自
覚
的
な
世
阿
弥
が
、
上
音
で
謡
い
出

し
て
謡
い
返
す
﹇
上
ゲ
歌
﹈
の
形
式
を
﹇
ロ
ン
ギ
﹈、
さ
ら
に
﹇
中
ノ

リ
地
﹈
や
大
ノ
リ
謡
な
ど
に
も
応
用
し
て
歌
舞
能
の
構
築
を
目
指
し
た

と
推
測
す
る
。
中
司
由
起
子
「
枕
ノ
段
の
型
の
研
究
―
扇
を
投
げ
る
・

衣
を
被
く
―
」（『
能
楽
研
究
』
３８
。
７
月
）は〈
葵
上
〉の
「
枕
ノ
段
」

最
終
句
の
詞
章
と
型
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
考
察
。「
両
腕
を
抜
い
て

脱
い
だ
唐
織
を
す
ぐ
に
引
き
上
げ
て
被
く
」
と
い
う
所
作
を
円
滑
に
行
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う
た
め
右
手
の
扇
を
ど
の
よ
う
に
扱
う
か
と
い
う
点
か
ら
古
型
付
の
記

述
を
精
査
し
、
衣
を
被
く
動
き
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
の
準
備
動
作

か
ら
御
息
所
の
葵
上
へ
の
強
い
恨
み
心
を
表
現
す
る
型
に
変
化
し
て

い
っ
た
と
述
べ
る
。
シ
テ
が
唐
織
を
「
う
ち
乗
せ
」
で
被
く
型
は
葵
上

の
命
を
取
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
の
に
対
し
、「
隠
れ
ゆ
か
う
よ
」
で

被
く
型
は
「
衣
を
被
い
て
い
る
者
の
姿
は
見
え
な
い
」
と
い
う
暗
黙
の

了
解
に
基
づ
き
御
息
所
が
姿
を
消
す
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
お
り
本
来
的

な
演
出
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
車
の
作
リ
物
が
省
略
さ
れ
た
後
、
葵
上

を
車
に
乗
せ
た
こ
と
を
強
烈
に
印
象
づ
け
る
た
め
に
「
う
ち
乗
せ
」
で

被
く
型
が
考
案
さ
れ
た
可
能
性
を
示
す
。（
以
上
、
石
井
）

本
年
の
『
観
世
』
で
は
「
観
阿
弥
生
誕
六
百
八
十
年
世
阿
弥
生
誕
六

百
五
十
年
能
の
大
成
者
た
ち
」
と
題
し
た
特
集
が
組
ま
れ
た
。
２
月
号

の
横
山
太
郎
「
世
阿
弥
時
代
の
舞
の
身
体：
白
拍
子
舞
と
乱
拍
子
の
リ

ズ
ム
」
は
、
白
拍
子
の
物
真
似
舞
と
乱
拍
子
の
リ
ズ
ム
の
視
点
か
ら
、

天
女
舞
以
前
の
大
和
猿
楽
本
来
の
舞
の
様
相
を
考
察
す
る
。
白
拍
子
と

乱
拍
子
に
つ
い
て
先
行
研
究
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
白
拍
子
と
乱
拍
子
を

近
似
し
た
も
の
と
し
て
捉
え
る
姿
勢
が
、
世
阿
弥
以
前
ま
で
遡
る
可
能

性
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
世
阿
弥
が
白
拍
子
舞
を
真
似
よ
う
と

し
た
際
に
念
頭
に
置
い
た
の
は
、「
断
続
的
に
和
歌
を
上
げ
、
拍
子
に

合
わ
せ
て
責
メ
を
踏
む
乱
拍
子
的
な
要
素
が
含
ま
れ
て
い
た
」
春
日
社

周
辺
の
白
拍
子
舞
の
芸
態
で
あ
る
と
推
定
す
る
。『
今
様
之
書
』「
鼓
ウ

ツ
ヘ
キ
様
」
の
リ
ズ
ム
表
記
か
ら
、
白
拍
子
の
責
メ
の
リ
ズ
ム
を
三
番

叟
の
揉
ノ
段
に
近
い
リ
ズ
ム
と
解
釈
し
、
そ
の
よ
う
な
短
い
リ
ズ
ム
パ

タ
ー
ン
の
反
復
は
即
興
性
・
柔
軟
性
が
あ
り
、
場
や
観
客
の
反
応
を
感

じ
た
シ
テ
が
ど
の
よ
う
な
足
拍
子
を
す
る
の
か
が
白
拍
子
舞
の
責
メ
、

ひ
い
て
は
古
い
大
和
猿
楽
の
舞
の
眼
目
で
あ
っ
た
ろ
う
と
す
る
。
白
拍

子
舞
の
後
半
に
関
し
て
は
、
能
の
小
鼓
の
長
地
の
よ
う
な
リ
ズ
ム
が
持

続
す
る
中
で
、「
拍
子
不
合
の
和
歌
の
詠
唱
と
、
拍
子
に
当
て
た
舞
踊

的
所
作
と
が
交
互
し
た
」
と
い
う
想
定
を
す
る
。
根
拠
と
し
て
、
小
鼓

の
長
地
を
思
わ
せ
る
リ
ズ
ム
が
『
今
様
之
書
』
の
責
メ
の
後
半
の
も
の

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
天
女
舞
成
立
以
前
に
大
和
猿
楽
に
と
っ
て
主
要

な
舞
で
あ
っ
た
白
拍
子
舞
、
そ
の
芸
の
山
場
で
あ
る
責
メ
の
後
半
が

『
別
紙
口
伝
』「
振
リ
・
風
情
を
拍
子
に
当
て
て
す
る
」
と
い
う
世
阿
弥

の
舞
の
原
則
か
ら
外
れ
る
と
は
考
え
に
く
い
こ
と
を
あ
げ
る
。
５
月
号

は
大
谷
節
子
「
世
阿
弥
の
文
学：

ワ
キ
の
視
座
か
ら
読
む
修
羅
の
能
」。

『
風
姿
花
伝
第
二
物
学
条
々
』
修
羅
で
世
阿
弥
の
い
う
「
や
ゝ
も
す
れ

ば
、
鬼
の
振
舞
」
に
な
る
「
修
羅
の
狂
ひ
」
は
、「
名
聞
利
欲
の
心
に

支
配
さ
れ
、
驕
慢
で
闘
諍
を
好
み
、
死
後
も
瞋
恚
に
身
を
焦
が
す
者
た

ち
の
ふ
る
ま
い
、
そ
の
心
の
在
り
よ
う
の
表
現
を
指
す
」
で
あ
る
と
述

べ
、
そ
の
よ
う
な
修
羅
道
に
身
を
置
く
人
物
と
し
て
『
太
平
記
』
巻
二

四
「
大
森
彦
七
が
事
」
に
義
経
と
教
経
の
名
が
あ
が
っ
て
お
り
、
義
経

は
修
羅
能
の
シ
テ
と
し
て
格
好
の
題
材（
種
）で
あ
っ
た
と
す
る
。
死
後
、

迷
い
の
中
に
い
る
義
経
の
霊
に
対
し
て
、
ワ
キ
僧
が
迷
い
か
ら
の
覚
醒

を
促
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
義
経
は
弓
箭
の
道
に
は
迷
わ
ず
と

も
修
羅
の
世
界
に
あ
り
続
け
自
ら
の
武
勇
武
功
を
語
っ
て
お
り
、「
そ

の
晴
れ
が
ま
し
く
誇
ら
し
げ
な
闘
諍
の
語
り
こ
そ
が
、「
わ
れ
と
こ
の

身
を
苦
し
め
る
」
も
の
で
あ
る
と
い
う
視
座
が
忘
れ
ら
れ
て
は
な
ら
な

い
と
し
て
、〈
八
島
〉の
主
題
は
「
武
士
の
名
誉
」
で
は
な
い
と
解
釈
す
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る
。「
義
経
の
霊
が
幻
視
す
る
合
戦
の
風
景
、
そ
の
生
死
の
海
で
瞋
恚

に
身
を
震
わ
せ
る
ふ
る
ま
い
、
そ
れ
こ
そ
が
「
や
ゝ
も
す
れ
ば
、
鬼
の

振
舞
」
に
な
る
「
修
羅
の
狂
ひ
」
で
あ
り
、
修
羅
は
世
阿
弥
以
前
の
古

能
と
し
て
あ
っ
た
の
で
は
な
い
と
指
摘
し
、「
そ
の
「
狂
ひ
」
の
振
舞

に
覚
醒
を
促
す
の
が
、「
八
島
」
に
お
け
る
ワ
キ
の
視
座
で
あ
る
」
と

し
め
く
く
る
。
９
月
号
の
表
き
よ
し
「
世
阿
弥
の〈
頼
政
〉を
め
ぐ
っ

て
」
は
、
頼
政
の
霊
が
同
じ
く
老
武
者
で
あ
る〈
実
盛
〉と
は
異
な
り
自

ら
の
奮
戦
を
語
ら
な
い
特
徴
や
、『
平
家
物
語
』
八
坂
系
諸
本
に
頼
政

が
芝
の
上
で
自
害
し
た
と
す
る
も
の
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
田
原
又
太

郎
忠
綱
の
活
躍
の
描
写
か
ら
、〈
頼
政
〉は
『
平
家
物
語
』
を
要
約
す
る

形
で
利
用
し
て
い
る
と
し
、『
平
家
物
語
』
を
多
く
引
用
す
る〈
鵺
〉と

は
対
照
的
な
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
点
が
興
味
深
い
と
す
る
。
世
に
出

る
こ
と
な
く
死
ん
で
い
っ
た
我
が
身
を
、
埋
も
れ
木
に
喩
え
た
頼
政
の

辞
世
の
句
が〈
頼
政
〉の
主
題
で
あ
り
、
老
体
と
軍
体
の
両
方
の
特
性
を

生
か
し
た
演
技
が
必
要
と
さ
れ
る
点
、
自
身
の
奮
戦
討
ち
死
で
は
な
く

敵
の
若
武
者
の
活
躍
を
語
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
な
ど
、
修
羅
能
と

し
て
演
じ
る
に
は
難
し
い
人
物
を
選
択
し
、
他
の
修
羅
能
と
は
異
な
る

味
わ
い
の
作
品
を
目
指
し
た
、
世
阿
弥
の
挑
戦
的
な
姿
勢
が
う
か
が
え

る
作
品
で
あ
る
と
ま
と
め
る
。
１０
月
号
の
高
橋
昌
明
「
能
「
頼
政
」
と

史
実
の
源
頼
政
」
は
源
頼
政
の
事
蹟
に
つ
い
て
、『
平
家
物
語
』
の
記

述
と
『
玉
葉
』
等
の
歴
史
資
料
に
見
え
る
頼
政
の
相
違
点
を
あ
げ
た
論
。

『
平
家
物
語
』
で
は
頼
政
が
以
仁
王
を
説
得
し
謀
反
を
起
こ
す
展
開
で

あ
る
が
、
実
際
は
頼
政
が
美
福
門
院
と
い
っ
た
八
条
院
が
ら
み
の
人
脈

か
ら
や
む
な
く
挙
兵
し
た
こ
と
な
ど
を
あ
げ
る
。
武
士
は
鳴
弦
に
よ
っ

て
物
の
怪
等
か
ら
内
裏
や
王
家
を
守
護
す
る
「
武
」
の
呪
力
が
期
待
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
頼
政
の
鵺
退
治
の
話
に
反
映
し
て
い
る
と
す

る
。
１２
月
号
は
山
中
玲
子
「
能〈
江
口
〉の
描
く
も
の
」
は
演
出
か
ら

〈
江
口
〉に
見
え
る
世
阿
弥
の
作
意
に
迫
っ
た
論
。
能
の
約
束
事
に
慣
れ

た
現
代
の
観
客
と
は
異
な
り
、
世
阿
弥
時
代
の
観
客
に
は
舞
台
上
の
展

開
を
演
技
や
演
出
だ
け
で
な
く
言
葉
で
伝
え
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、

世
阿
弥
作
の
能
は
舞
台
上
で
演
じ
ら
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
詞
章
に

な
っ
て
い
る
と
述
べ
る
。
そ
の
上
で〈
江
口
〉で
は
江
口
の
遊
女
が
「
ま

こ
と
は
普
賢
菩
薩
の
化
身
」
で
あ
る
こ
と
を
観
客
に
理
解
さ
せ
る
た
め

に
、
こ
の
こ
と
を
詞
章
中
で
何
度
も
繰
り
返
し
て
お
り
、
そ
れ
は

「「
シ
テ
が
乱
拍
子
を
奏
し
て
い
る
う
ち
に
菩
薩
に
変
ず
る
」
と
い
う
奇

跡
の
再
現
」
が〈
江
口
〉の
演
出
上
の
眼
目
で
あ
る
か
ら
と
指
摘
。〈
江

口
〉の
〔
序
ノ
舞
〕
に
は
長
い
序
が
残
っ
て
お
り
、
天
女
舞
は
世
阿
弥

が
大
和
猿
楽
に
取
り
込
ん
で
以
降
、
仏
法
賛
嘆
と
し
て
の
舞
の
特
色
を

消
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
体
の
舞
う
抽
象
的
な
舞＝

呂
中
干
舞
に
な
っ
た

と
さ
れ
て
い
る
が
、
応
永
三
十
年
前
後
に
は
呂
中
干
舞
は
菩
薩
の
舞
と

し
て
の
色
合
い
を
残
し
て
い
た
と
い
う
状
況
を
説
明
す
る
。
そ
の
上
で

「
遊
女
即
菩
薩
」
と
い
う
本
説
を
持
つ〈
江
口
〉は
、
独
立
す
る
白
拍
子

舞
の
物
真
似
芸
に
呂
中
干
舞
を
接
続
し
て
〔
序
ノ
舞
〕
の
祖
型
を
作
り

上
げ
る
場
と
し
て
最
適
で
あ
っ
た
と
推
定
。
本
説
通
り
に
一
人
の
女
性

が
同
時
に
遊
女
と
も
菩
薩
と
も
見
え
る
と
い
う
奇
跡
を
表
す
た
め
に
、

世
阿
弥
は
舞
の
段
を
遊
女
の
乱
拍
子
の
物
真
似
で
あ
る
長
い
序
と
、
菩

薩
の
舞
で
あ
る
呂
中
干
舞
を
つ
な
ぐ
と
い
う
工
夫
を
施
し
、
舞
後
に
は

シ
テ
に
遊
女
と
し
て
「
面
白
や
」
と
謡
わ
せ
、
白
拍
子
舞
の
責
メ
の
謡
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を
真
似
た
謡
に
続
け
て
結
末
で
再
度
遊
女
を
普
賢
菩
薩
に
、
川
舟
を
白

象
に
変
身
さ
せ
る
と
い
う
工
夫
し
た
と
指
摘
す
る
。

『
観
世
元
章
の
世
界
』（
６
月
）に
も
作
品
・
演
出
研
究
が
掲
載
さ
れ

た
。
井
上
愛
「「
大
原
御
幸
」
を
め
ぐ
っ
て
―
そ
の
情
景
描
写
と
「
明

和
の
改
正
」
―
」
は
、
明
和
本
と
そ
れ
以
前
の
謡
本
の
比
較
か
ら
、
明

和
本
は
女
院
の
鎮
魂
の
役
割
を
示
す
詞
章
を
省
略
し
て
「
生
き
延
び
て

し
ま
っ
た
母
と
し
て
の
姿
に
焦
点
」
を
絞
り
女
院
個
人
の
物
語
へ
改
訂

し
て
い
る
と
す
る
。
小
書
「
寂
光
院
」
に
つ
い
て
は
、
女
院
の
体
験
と

絶
望
が
語
ら
れ
ず
、
法
皇
へ
の
恨
み
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
女
院
が
描
か

れ
て
い
る
と
し
、「
寂
光
院
」
は
小
書
で
は
な
く
替
謡
と
し
て
認
識
さ

れ
て
お
り
、「
寂
光
院
」
の
名
称
は
元
章
以
降
の
可
能
性
が
強
く
、
小

書
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
江
戸
時
代
後
期
以
降
で
あ
る

と
す
る
。
作
者
と
し
て
は
、
詞
章
や
舞
を
大
胆
に
省
略
す
る
元
章
の
小

書
の
手
法
を
鑑
み
て
「
寂
光
院
」
の
詞
章
も
大
幅
に
削
除
が
な
さ
れ
て

い
る
点
や
『
明
和
頃
替
謡
集
』
の
所
収
曲
及
び
注
記
か
ら
、
元
章
が
作

曲
あ
る
い
は
作
詞
に
関
与
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
最
後
に

「
寂
光
院
」
に
安
徳
天
皇
の
入
水
が
描
か
れ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
当

時
の
尊
王
思
想
が
影
響
し
て
お
り
、
天
皇
の
入
水
を
語
る
こ
と
に
対
し

憚
り
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
柳
瀬
千
穂
「
舞
う
宗
武

を
見
つ
め
る
清
親
―
田
安
邸
関
連
書
付
に
窺
う
明
和
改
正
前
夜
―
」
は
、

観
世
清
親
が
田
安
宗
武
へ
の
能
楽
指
南
に
お
い
て
記
し
た
書
付
資
料
か

ら
、
宗
武
と
清
親
・
元
章
の
交
流
を
読
み
取
り
、
明
和
改
正
の
前
段
階

の
状
況
を
考
察
し
た
論
。
書
付
資
料
に
お
け
る
宗
武
が
提
案
し
た
記
事

か
ら
、
演
出
の
質
を
向
上
さ
せ
た
い
と
い
う
宗
武
の
考
え
や
、
宗
武
が

演
出
家
・
監
修
者
の
よ
う
な
作
業
を
好
み
、
服
飾
な
ど
の
故
実
研
究
を

踏
ま
え
た
演
出
の
工
夫
に
興
味
が
あ
っ
た
こ
と
、
宗
武
の
視
覚
的
側
面

へ
の
こ
だ
わ
り
が
、
明
和
改
正
の
作
リ
物
の
改
正
に
も
影
響
し
て
い
る

可
能
性
な
ど
を
指
摘
す
る
。
宗
武
の
舞
っ
た〈
忠
度
〉の
記
事
か
ら
は
、

長
大
な
仕
方
話
の
あ
る
後
場
で
は
な
く
、
宗
武
の
興
味
が
桜
の
下
の
人

物
を
悼
む
前
場
に
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
と
す
る
。
型
付
の
「
作

リ
物
の
桜
の
木
が
あ
る
よ
う
に
見
る
心
を
し
、
正
面
を
見
る
」
と
い
う

示
し
方
は
、
墓
標
の
桜
に
意
識
を
向
け
る
演
技
と
共
に
、
見
る
時
の
心

持
ち
を
表
す
言
葉
が
型
付
中
に
必
要
で
あ
る
と
清
親
と
宗
武
が
感
じ
た

た
め
で
あ
ろ
う
と
す
る
。
ま
た
明
和
改
正
の
影
響
下
に
あ
る
観
世
文
庫

蔵
の
型
付〈
忠
度
〉に
は
「
改
正
ノ
形
」
と
し
て
、
桜
の
作
リ
物
の
使
用

と
そ
れ
を
用
い
な
い
と
き
も
心
持
ち
は
同
じ
こ
と
で
あ
る
と
い
う
趣
向

が
記
さ
れ
て
い
る
。
宗
武
の
演
能
を
記
し
た
清
親
の
書
付
と
「
改
正
ノ

形
」
で
は
共
通
す
る
所
作
は
な
く
、
直
接
の
影
響
関
係
は
指
摘
し
に
く

い
が
、
歌
人
と
し
て
桜
に
寄
せ
る
風
雅
な
心
の
忠
度
を
強
調
し
た
演
出

を
目
指
し
て
い
た
点
で
、
宗
武
と
元
章
の
姿
勢
は
一
致
す
る
と
指
摘
す

る
。
次
は
横
山
太
郎
「
能
の
舞
を
記
譜
す
る
こ
と
―
観
世
元
章
の
型
付

『
秘
事
之
舞
』
を
め
ぐ
っ
て
―
」。
一
般
的
な
謡
舞
と
器
楽
舞
の
型
付
に

は
、
足
拍
子
以
外
は
「
一
定
の
長
さ
を
持
っ
た
言
葉（
音
）の
フ
レ
ー
ズ

に
対
し
て
、
一
定
の
長
さ
を
持
っ
た
動
作
の
フ
レ
ー
ズ
を
対
応
」
さ
せ

つ
つ
も
「
音
と
運
動
の
対
応
に
幅
を
も
た
せ
る
」
と
い
う
記
譜
の
特
徴

が
あ
り
、
こ
れ
は
能
の
舞
に
は
繊
細
か
つ
厳
密
な
感
覚
が
必
要
で
あ
り

な
が
ら
、
記
譜
の
密
度
が
低
い
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
し
、
記

述
の
密
度
の
荒
い
記
譜
で
あ
る
こ
と
に
積
極
的
な
意
味
が
あ
る
と
述
べ
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る
。
ま
た
元
章
の
『
秘
事
之
舞
』
の
記
譜
法
の
特
色
を
、
舞
を
構
造
的

に
把
握
し
よ
う
と
し
た
記
述
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
元
章
に
独
特
の
用

語
定
義
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
あ
げ
、
用
語
定
義
か
ら
は
「
所
作
や
足
拍

子
の
意
味
を
、
舞
全
体
の
時
間
的
展
開
の
中
で
の
位
置
に
お
い
て
捉
え

よ
う
と
し
た
」
元
章
の
姿
勢
が
う
か
が
え
る
と
す
る
。
注
目
す
べ
き
特

色
と
し
て
、「
所
作
と
文
字（
つ
ま
り
笛
の
旋
律
の
な
か
の
特
定
の
一

音
）と
が
厳
密
に
対
応
づ
け
ら
れ
て
い
る
」
点
を
あ
げ
る
。
そ
れ
に
対

し
、
室
町
時
代
の
能
は
舞
台
空
間
や
技
法
も
流
動
的
で
あ
り
、
江
戸
時

代
で
も
上
演
機
会
に
応
じ
て
舞
台
空
間
は
一
定
で
は
な
い
た
め
歩
数
が

規
定
さ
れ
る
段
階
に
な
く
、
現
代
の
稽
古
で
も
歩
数
と
い
っ
た
師
匠
の

身
体
を
真
似
る
の
で
は
な
く
、
歩
行
の
全
体
の
流
れ
や
身
体
と
空
間
の

関
係
性
に
よ
っ
て
表
出
す
る
歩
幅
や
ピ
ッ
チ
の
加
減
、「
身
体
と
時
間
、

身
体
と
空
間
の
関
係
」
を
真
似
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
と
分
析
。

従
来
の
型
付
の
密
度
が
低
い
と
い
う
記
譜
法
の
特
色
は
、
右
の
よ
う
に

世
阿
弥
以
来
、
能
に
「
分
割
不
可
能
な
連
続
的
運
動
の
美
学
」
を
感
じ

る
、
能
の
所
作
の
認
識
の
仕
方
に
根
源
が
あ
る
と
説
く
。
従
来
の
型
付

は
所
作
の
「
微
細
な
調
整
の
可
能
性
が
記
譜
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
担
保

さ
れ
て
い
る
」
密
度
の
低
い
特
色
を
有
す
る
の
に
対
し
、
元
章
の
記
譜

法
は
型
付
の
密
度
が
高
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
正
し
さ
」
を
規
定
す
る

点
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
と
し
、
元
章
の
こ
の
よ
う
な
試
み
を
解
明

す
る
に
は
、
江
戸
城
内
で
の
技
芸
伝
承
の
環
境
、
近
世
家
元
制
度
と
の

関
係
が
問
題
に
な
る
と
す
る
。
深
澤
希
望
「「
師
家
」
の
型
、「
弟
子
」

の
型
―
『
享
保
十
四
年
清
親
奥
書
紺
表
紙
謡
本
・
土
蜘
蛛
』
型
付
書
き

入
れ
を
め
ぐ
っ
て
―
」
は
、
享
保
十
四
年
清
親
奥
書
の
謡
本〈
土
蜘
蛛
〉

に
記
さ
れ
た
型
付
の
「
師
家
」・「
弟
子
」
と
区
別
さ
れ
た
二
種
類
の
演

出
を
通
し
て
、
こ
の
型
付
が
元
章
の
型
で
あ
る
根
拠
を
指
摘
し
、
元
章

の
演
出
意
図
に
迫
っ
た
論
。
演
能
記
録
・
書
上
の
調
査
か
ら
元
章
の
時

代
に〈
土
蜘
蛛
〉は
正
式
上
演
曲
と
し
て
定
着
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
、

そ
れ
ゆ
え
元
章
に
よ
っ
て
演
出
の
検
討
が
加
え
ら
れ
た
可
能
性
も
あ
る

と
す
る
。
本
謡
本
の
型
付
が
元
章
の
型
で
あ
る
と
す
る
根
拠
と
し
て
以

下
の
三
点
を
あ
げ
る
。
一
点
目
は
清
宣
筆
の
型
付
や
注
釈
が
記
さ
れ
た

謡
本（
観
世
文
庫
蔵
）か
ら
、
型
付
や
注
釈
の
み
を
抜
き
出
し
て
ま
と
め

な
お
し
た
資
料
の〈
土
蜘
蛛
〉に
、
型
付
は
元
章
の
も
の
と
認
め
ら
れ
る

と
い
う
清
宣
の
記
述
が
あ
る
点
。
二
点
目
は
本
資
料
に
「
寛
座
」
と
い

う
元
章
独
自
の
用
語
が
見
え
、
同
じ
用
語
が
元
章
手
沢
明
和
本
の
『
習

十
番
』〈
関
寺
小
町
〉（
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
蔵
）に
あ
り
、「
ア
グ

ラ
」
と
読
ま
せ
る
例
が
あ
る
こ
と
。
三
点
目
と
し
て
本
書
の
朱
筆
詞
章

改
訂
が
明
和
本
に
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
あ
げ
る
。
続
い
て
本
書
の

型
付
を
元
章
以
前
・
同
時
代
・
以
後
の
型
付
と
詳
細
に
比
較
検
討
を
お

こ
な
い
、
結
末
場
面
に
お
い
て
、
弟
子
の
方
は
下
掛
リ
の
演
技
に
近
く
、

土
蜘
蛛
と
武
士
の
戦
い
を
主
軸
と
し
て
い
る
こ
と
、
巣
を
投
げ
る
「
打

合
働
キ
」
が
あ
る
こ
と
を
あ
げ
、
対
し
て
師
家
の
型
は
直
接
的
な
戦
い

の
演
技
で
は
な
く
、「
舞
働
」
を
も
省
略
す
る
方
が
相
応
し
い
と
さ
れ
、

巣
を
用
い
な
い
な
ど
、
シ
テ
の
演
技
に
重
点
を
置
い
た
抽
象
的
・
舞
踊

的
所
作
で
土
蜘
蛛
の
最
期
を
表
現
し
て
い
る
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
違

い
の
背
景
に
は
、
元
章
以
前
に
は〈
土
蜘
蛛
〉は
観
世
流
に
お
い
て
稀
曲

で
あ
り
、
当
時
大
夫
が
演
じ
る
曲
で
は
な
い
と
い
う
評
価
が
影
響
し
て

い
る
と
し
、
元
章
の
考
案
に
よ
る
師
家
の
方
は
彼
の
演
出
能
力
の
高
さ
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を
示
す
と
と
も
に
、
大
夫
と
し
て
の
流
儀
統
率
力
の
一
端
が
う
か
が
え

る
も
の
で
あ
る
と
結
ぶ
。
山
中
玲
子
「
元
章
時
代
の
小
書
と
そ
の
演
出

意
図
―
小
書
一
覧
表
・『
小
書
型
付
』
翻
刻
―
」
は
、
元
章
時
代
に
記

録
に
見
え
る
小
書
の
名
称
と
内
容
を
示
し
た
小
書
一
覧
表
と
観
世
文
庫

蔵
『
小
書
型
付
』
の
翻
刻
と
考
察
。
一
覧
表
に
は
現
行
と
の
相
違
点
と

と
も
に
、
元
章
の
演
出
意
図
や
名
称
の
由
来
に
つ
い
て
解
説
し
た
補
注

が
付
く
。
翻
刻
さ
れ
た
観
世
文
庫
蔵
『
小
書
型
付
』
は
、
江
戸
時
代
後

期
の
写
本
な
が
ら
、
元
章
に
顕
著
な
独
自
の
用
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る

点
、
明
和
四
年
に
元
章
が
幕
府
へ
提
出
し
た
目
録
の
写
し
で
あ
る
鴻
山

文
庫
蔵
『
習
事
伝
授
書
留
』
所
収
「
伝
授
目
録
」
に
所
載
の
習
事
と
ほ

ぼ
重
な
る
習
事
を
掲
げ
て
い
る
点
か
ら
元
章
自
身
か
彼
の
周
辺
に
い
た

人
物
の
記
述
、
書
写
し
た
資
料
で
あ
る
と
す
る
。
習
事
の
要
点
と
演
出

意
図
が
詳
細
に
記
さ
れ
、
特
に
元
章
自
身
が
公
案
し
た
小
書
に
つ
い
て

は
記
述
が
詳
し
く
、
元
章
の
そ
れ
ぞ
れ
の
小
書
に
込
め
た
思
い
を
忠
実

に
伝
え
る
資
料
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
。
一
覧
表
に
は
小
書
の
内
容
と

一
曲
の
ど
の
部
分
に
関
わ
る
小
書
で
あ
る
か
が
示
さ
れ
、『
小
書
型
付
』

の
記
事
に
で
き
る
限
り
基
づ
き
元
章
の
工
夫
や
意
図
が
分
析
さ
れ
て
お

り
、
元
章
時
代
の
小
書
の
実
態
を
網
羅
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

個
別
の
研
究
も
多
く
発
表
さ
れ
た
。『
国
立
能
楽
堂
』
か
ら
は
三
本

を
あ
げ
る
。
松
岡
心
平
「「
呉
服
」
に
込
め
ら
れ
た
世
阿
弥
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
」（
３６５
。
１
月
）。
足
利
義
教
の
将
軍
宣
下
を
祝
う
正
長
二
年
五

月
に
笠
懸
馬
場
で
お
こ
な
わ
れ
た
多
武
峰
様
に
よ
る
猿
楽
で
初
番
に
上

演
さ
れ
た〈
呉
服
〉は
、
将
軍
と
天
皇
の
代
始
め
を
合
わ
せ
て
祝
福
す
る

た
め
の
世
阿
弥
の
新
作
曲
で
あ
る
と
位
置
づ
け
た
上
で
、〈
呉
服
〉に
見

え
る
世
阿
弥
の
祝
意
を
読
み
解
く
。
シ
テ
と
ツ
レ
の
呉
織
と
漢
織
が
応

神
天
皇
の
御
代
に
中
国
か
ら
や
っ
て
来
た
こ
と
を
ふ
ま
え
、
現
在
の
御

代
の
素
晴
ら
し
さ
を
讃
え
る
た
め
に
再
来
す
る
と
い
う
設
定
に
し
て
い

る
の
は
、
義
教
が
支
え
る
後
花
園
天
皇
の
御
代
が
応
神
天
皇
の
御
代
と

重
ね
合
わ
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
と
す
る
。
石
清
水
八
幡
宮
の
神
籤

に
よ
り
将
軍
と
な
っ
た
義
教
に
と
っ
て
、
そ
の
主
神
で
あ
る
応
神
天
皇

に
対
し
て
は
篤
い
思
い
が
あ
り
、
世
阿
弥
は
そ
の
よ
う
な
義
教
の
思
い

を
意
識
し
て〈
呉
服
〉を
作
っ
た
と
指
摘
す
る
。
さ
ら
に〈
呉
服
〉に
は
中

国
渡
来
の
物
品
に
よ
っ
て
日
本
が
豊
か
に
な
る
と
い
う
国
家
イ
メ
ー
ジ

が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
豊
か
な
物
社
会
を
目
指
す
義
教
の

姿
勢
を
世
阿
弥
が
く
み
と
っ
た
か
ら
と
も
考
察
す
る
。
ま
た
シ
テ
呉
織

と
ツ
レ
漢
織
を
元
重
と
元
雅
で
演
じ
さ
せ
る
こ
と
を
意
図
し
、
両
シ
テ

の
能
と
し
て
天
女
ノ
舞
の
相
舞
の
構
想
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
げ
る
。

井
田
太
郎
「
幻
視
さ
せ
る
芭
蕉
」（
３６８
。
４
月
）は
、
万
治
・
寛
文
期
に

お
け
る
謡
曲
調
の
談
林
俳
諧
の
盛
隆
に
つ
い
て
、
巧
妙
に
謡
曲
の
一
節

を
句
に
立
ち
入
れ
る
当
座
性
の
重
視
か
ら
、
単
に
引
用
に
と
ど
ま
り
笑

い
に
偏
る
よ
う
な
句
の
量
産
へ
の
作
風
の
変
化
を
指
摘
す
る
。
そ
の
よ

う
な
変
化
の
中
で
、
言
葉
を
切
り
詰
め
て
潜
ま
せ
る
よ
う
に
謡
曲
を
句

に
読
み
込
ん
で
い
る
芭
蕉
の
姿
勢
は
、
談
林
俳
諧
の
謡
曲
調
と
は
大
き

く
異
な
っ
て
い
る
と
す
る
。『
お
く
の
ほ
そ
道
』
に
は
夢
幻
能
を
思
わ

せ
る
よ
う
な
「
過
去
を
読
者
に
幻
視
さ
せ
る
よ
う
な
描
写
が
挿
入
さ
れ

る
」
特
徴
を
指
摘
し
、
そ
れ
は
曲
舞
集
・
小
謡
集
で
は
な
く
、「
謡
曲

を
一
曲
単
位
で
熱
読
玩
味
し
て
い
た
可
能
性
を
示
す
」
も
の
で
あ
る
と

述
べ
る
。
天
野
文
雄
「「
地
獄
の
曲
舞
」
と
曲
舞
車
が
あ
る
風
景
―
古
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形
の
『
百
万
』
の
作
意
―
」（
３７３
。
９
月
）は
国
立
能
楽
堂
企
画
公
演

「
能
を
再
発
見
す
る
Ⅴ
―
観
阿
弥
時
代
の
百
万
」
で
現
行〈
百
万
〉の
ク

セ
の
代
わ
り
に
、
現
行〈
歌
占
〉の
「
地
獄
の
曲
舞
」
を
配
し
、
さ
ら
に

作
リ
物
に
曲
舞
車
を
出
す
形
で
の
上
演
に
際
し
た
論
考
。
先
行
研
究
を

ふ
ま
え
、
曲
舞
車
に
百
万
が
乗
っ
て
登
場
し
、
作
リ
物
が
出
さ
れ
て
い

た
蓋
然
性
が
高
い
と
す
る
。『
融
通
念
仏
縁
起
絵
巻
』
に
は
融
通
念
仏

の
功
徳
に
よ
っ
て
地
獄
に
堕
ち
た
者
が
蘇
生
す
る
話
が
あ
り
、
そ
れ
は

〈
百
万
〉の
舞
台
で
あ
る
清
凉
寺
大
念
仏
の
場
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ

る
こ
と
や
、『
仏
説
目
連
救
母
経
』
を
も
と
に
し
て
い
る
「
地
獄
の
曲

舞
」
の
後
半
が
「
救
母
」
と
い
う
点
で〈
百
万
〉の
母
子
の
離
別
・
再
会

の
展
開
と
重
な
る
こ
と
を
あ
げ
て
、
百
万
が
「
地
獄
の
曲
舞
」
を
舞
う

根
拠
と
す
る
。
ま
た
観
阿
弥
が
演
じ
た
「
嵯
峨
の
大
念
仏
の
女
曲
舞
の

物
ま
ね
」
は
、
百
万
が
シ
テ
で
は
な
く
、
曲
舞
舞
い
で
は
な
い
母
が
清

凉
寺
大
念
仏
会
で
子
と
再
会
す
る
と
い
う
内
容
で
「
地
獄
の
曲
舞
」
も

な
か
っ
た
と
い
う
定
説
に
対
し
、
曲
舞
車
の
作
り
物
が
出
て
「
地
獄
の

曲
舞
」
を
舞
う
形
が
、
観
阿
弥
の
演
じ
た
「
嵯
峨
の
大
念
仏
の
女
物
狂

の
物
ま
ね
」
つ
ま
り〈
百
万
〉の
原
形
で
あ
る
と
す
る
。
定
説
に
従
う
と

世
阿
弥
が
曲
舞
舞
い
で
な
い
母
を
シ
テ
と
し
た
観
阿
弥
の
原
作
に
手
を

入
れ
て
、
シ
テ
を
百
万
に
し
「
地
獄
の
曲
舞
」
を
舞
わ
せ
、
さ
ら
に
そ

の
後
に
曲
舞
を
現
行
の
曲
舞
と
入
れ
替
え
た
と
い
う
よ
う
な
、
二
度
に

わ
た
る
世
阿
弥
の
改
編
に
は
疑
問
が
残
る
こ
と
と
、
世
阿
弥
が
『
風
姿

花
伝
』
奥
義
に
お
い
て
「
嵯
峨
の
大
念
仏
の
女
物
狂
の
物
ま
ね
」
を

「
幽
玄
無
上
の
風
体
」
と
回
想
し
て
い
る
部
分
は
、「
女
物
狂
」
は
「
女

曲
舞
」
と
言
い
換
え
が
可
能
で
あ
る
点
を
理
由
に
あ
げ
る
。
同
じ
く
世

阿
弥
関
連
の
作
品
研
究
と
し
て
は
、
大
谷
節
子
「
世
阿
弥
自
筆
本
「
カ

シ
ワ
ザ
キ
」
以
前：

宗
牧
独
吟
連
歌
注
紙
背
「
柏
崎
」
を
め
ぐ
っ
て
」

（『
国
語
国
文
』
８３
―

１２
。
１２
月
）が
あ
る
。
新
出
の
柿
衞
文
庫
蔵
『
宗
牧

独
吟
連
歌
注
』
紙
背
「
柏
崎
」
謡
本
に
世
阿
弥
自
筆
本
「
カ
シ
ワ
ザ

キ
」
以
前
の
形
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
論
。
諸
本
比
較
を
通
し

て
新
出
謡
本
は
自
筆
本
よ
り
後
の
写
本
で
あ
る
が
、
内
容
の
面
に
お
い

て
は
上
掛
リ
系
統
の
最
古
本
で
あ
り
、
自
筆
本
を
も
遡
る
形
を
有
す
る

と
分
析
、
ま
た
新
出
本
が
伝
え
る
上
掛
リ
系
諸
本
の
古
型
は
自
筆
本
と

は
異
な
る
祖
本
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
自
筆
本
を
遡
る
と
指
摘
す
る
。

自
筆
本
以
前
の
世
阿
弥
本
の
形
は
「
高
僧
伝
を
淵
源
と
し
て
出
家
と
恩

愛
の
葛
藤
の
物
語
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
子
を
思
う
故
の
物
狂
能
」
で
あ

り
、
そ
れ
を
世
阿
弥
は
恋
慕
の
物
狂
能
へ
と
作
り
替
え
る
こ
と
を
試
み
、

そ
の
模
索
の
過
程
に
お
い
て
自
筆
本
が
生
ま
れ
た
と
す
る
。
稲
田
秀
雄

「
番
外
曲
「
玉
鉾
」
考
―
古
今
注
と
の
関
連
・
そ
の
他
」（『
同
志
社
国

文
学
』
８１
。
１１
月
）は
、
番
外
曲〈
玉
鉾
〉の
出
典
と
形
式
・
表
現
・
構

想
に
関
わ
る
諸
問
題
を
考
察
し
た
論
。
前
シ
テ
女
が
﹇
ク
リ
・
サ
シ
・

ク
セ
﹈
で
語
る
、
竜
宮
か
ら
秦
の
王
朝
に
伝
わ
っ
た
と
す
る
玉
鉾
の
由

来
と
、
始
皇
帝
の
居
場
所
を
指
し
示
す
と
い
う
玉
鉾
の
効
用
の
物
語
に

つ
い
て
、
能
と
古
今
注
諸
本
を
比
較
。
玉
鉾
の
由
来
と
始
皇
帝
を
探
す

人
物
の
名
が
能
と
重
な
る
も
の
と
し
て
『
古
今
和
歌
集
序
聞
書
三
流

抄
』『
古
今
集
耕
雲
聞
書
』
を
あ
げ
、
能
は
基
本
的
に
『
三
流
抄
』
系

統
の
古
今
注
を
基
に
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
ま
た
前
シ
テ
登
場
段
﹇

上
ゲ
歌
﹈
に
藤
原
定
家
『
拾
遺
愚
草
』・『
新
古
今
和
歌
集
』
所
収
の
歌

を
引
用
す
る
点
、
同
段
﹇
上
ゲ
歌
﹈
に
「
類
ひ
か
な
」
と
い
う
「
個
性
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的
な
禅
竹
詞
」
が
見
え
る
点
、
後
場
﹇
ロ
ン
ギ
﹈
に
も
「
い
た
だ
き
ま

つ
れ
や
」
等
、
金
春
禅
竹
作
と
指
摘
さ
れ
る〈
逆
矛
〉な
ど
の
能
に
見
え

る
表
現
が
あ
る
点
を
あ
げ
、〈
玉
鉾
〉の
作
者
と
し
て
禅
竹
の
可
能
性
を

提
起
し
、
禅
竹
作
品
の
影
響
下
で
成
立
し
た
可
能
性
も
述
べ
る
。
西
恵

野
「
女
人
成
仏
と
太
鼓：

似
我
与
左
衛
門
国
広
伝
書
に
お
け
る
「
菩
薩

の
能
」
を
め
ぐ
る
考
察
」（『
フ
ィ
ロ
カ
リ
ア
』
３１
。
３
月
）は
、『
永
禄

十
二
年
奥
書
国
広
伝
書
』
の
「
菩
薩
の
能
」
と
「
天
人
の
能
」
の
項
目

に
つ
い
て
互
い
を
比
較
検
討
し
、
国
広
に
と
っ
て
「
菩
薩
の
能
」
は

「
天
人
の
能
」
と
同
じ
く
「
天
を
目
指
す
上
向
き
の
心
」
で
あ
り
つ
つ
、

「
殊
勝
」
な
心
持
、「
う
き
や
か
な
精
神
を
あ
て
抑
制
す
る
心
持
」
で
打

つ
も
の
で
あ
っ
た
と
解
釈
す
る
。
飯
塚
恵
理
人
「
幽
玄
へ
の
い
ざ
な

い
」「《
経
正
》試
解：

琵
琶
の
音
と
和
漢
朗
詠
集
の
朗
詠
利
用
を
中
心

に
」（『
紫
明
』
３４
。
３
月
）は
、〈
経
政
〉の
漢
籍
の
引
用
が
琵
琶
の
音

色
や
管
絃
講
の
音
楽
の
優
美
さ
を
詩
的
に
表
現
す
る
た
め
に
の
み
な
さ

れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
同
じ
く
飯
塚
「《
三
輪
》試
解：
恋
の
「
罪
」

に
迷
う
神
」（『
紫
明
』
３５
。
８
月
）は
、
三
輪
明
神
は
「
恋
を
し
て

『
杉
立
て
る
門
』
で
相
手
を
待
っ
て
い
る
存
在
」
に
描
か
れ
て
お
り
、

「
神
が
恋
を
し
て
心
を
迷
わ
せ
た
と
い
う
点
の
み
を
こ
の
曲
に
取
り
込

ん
だ
の
で
あ
り
、
男
神
か
女
神
か
に
は
言
及
し
て
い
な
い
」
た
め
作
者

の
特
定
は
で
き
な
い
が
「
神
秘
」
に
つ
い
て
「
明
確
に
語
ら
な
い
」
と

い
う
特
色
が
あ
る
と
す
る
。
菊
地
和
博
「
草
木
塔
「
一
佛
成
道
観
見
法

界
草
木
国
土
悉
皆
成
佛
」
の
考
察：

能
・
謡
曲
「
鵺
」「
仏
原
」「
野

守
」
を
踏
ま
え
な
が
ら
」（『
山
形
民
俗
』
２８
。
１１
月
）は
、
山
形
県
置

賜
地
方
に
集
中
的
に
分
布
す
る
草
木
供
養
塔（
草
木
塔
）が
建
立
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
思
想
及
び
そ
の
草
木
塔
に
刻
ま
れ
た
偈
文
に
、
能
の
作

品
や〈
鵺
・
仏
原
・
野
守
〉等
に
見
え
る
「
一
仏
成
道
観
見
法
界
、
草
木

国
土
悉
皆
成
仏
」
の
句
が
影
響
し
て
い
る
可
能
性
を
示
し
た
論
考
。

音
楽
的
研
究
と
し
て
は
以
下
の
論
が
あ
っ
た
。
イ
ワ
ン
・
ル
マ
ー
ネ

ク
「
能
の
謡
の
「
平
ノ
リ
」
―
そ
の
ル
ー
ツ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
？
―
」

（『
神
園
』
７
。
５
月
）は
、
一
五
五
○
年
頃
に
日
本
に
紹
介
さ
れ
た

『
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
』
が
朗
唱
さ
れ
た
機
会
が
あ
っ
た
と
し
、
こ
の
時
に

日
本
人
は
初
め
て
、
ギ
リ
シ
ャ
古
典
詩
に
使
わ
れ
る
六
歩
格（
ヘ
ク
サ

メ
ト
ロ
ス
）の
量
的
音
律
法（「
音
節
の
長
さ
の
違
い
で
リ
ズ
ム
を
生
成

す
る
韻
律
。
一
つ
の
長
い
音
節
が
量
に
お
い
て
二
つ
の
短
い
音
節
に
等

し
い
」）と
い
う
韻
律
を
耳
に
し
た
可
能
性
を
指
摘
し
、
そ
れ
が
謡
の
リ

ズ
ム
と
似
て
お
り
、「
秀
吉
以
前
」
の
謡
の
リ
ズ
ム
か
ら
い
わ
ゆ
る

「
ギ
リ
シ
ャ
古
典
」
の
ダ
ク
テ
ィ
ル（
詩
の
韻
脚
の
一
種
）を
も
つ
「
秀

吉
以
降
」
の
リ
ズ
ム
へ
と
い
う
移
行
う
な
が
し
た
と
推
定
す
る
。
ま
た

「
仏
教
詩
の
音
節
韻
律
」
の
ス
タ
ン
ザ（
詩
に
お
け
る
連
）は
「
定
型
の

平
ノ
リ
で
容
易
に
朗
唱
」
で
き
、
し
か
も
「
完
全
な
量
的
ダ
ク
テ
ィ
ル

韻
律
」
に
あ
て
は
ま
る
と
し
、
ギ
リ
シ
ャ
古
典
詩
の
量
的
韻
律
法
と
平

ノ
リ
の
リ
ズ
ム
の
歴
史
的
な
つ
な
が
り
を
、
間
に
仏
教
音
楽
を
置
い
て

説
明
す
る
。
三
浦
裕
子
「
能
の
「
間
」
―
コ
ミ
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
音
楽

的
特
徴
を
読
み
解
く
」（『
紫
明
』
３４
。
３
月
）は
、
能
の
間
に
は
、
コ

ミ
と
い
う
準
備
の
瞬
間
を
重
視
す
る
音
楽
的
な
特
徴
が
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
た
論
。
ツ
ヴ
ィ
カ
・
セ
ル
ぺ
ル
「
能
の
コ
ト
バ
の
抑
揚

性
差
の

ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
①
②
／
男
性
の
パ
タ
ー
ン
①
〜
③
／
女
性
の
パ
タ
ー
ン

①
②
／
老
人
の
パ
タ
ー
ン
／
あ
い
ま
い
な
境
界
線
」（『
観
世
』
１
月
〜
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９
月
）は
、『
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
紀
要

演
劇
研
究
』
３６
号
に
掲

載
さ
れ
た
「
能
の
コ
ト
バ
の
抑
揚
」（『
能
楽
研
究
』
４１
号
「
研
究
展

望
」
で
言
及
）の
改
訂
増
補
版
。

海
外
・
英
語
と
関
連
す
る
論
は
二
本
。
新
津
嗣
郎
「
研
究
ノ
ー
ト

謡
曲
『
谷
行
』
を
め
ぐ
っ
て
─
ウ
ェ
イ
リ
ー
の
英
訳
、
ブ
レ
ヒ
ト
の
学

校
オ
ペ
ラD

er
Jasager

を
通
し
て
―
」（『
言
語
と
文
化：

愛
知
大
学

語
学
教
育
研
究
室
紀
要＝

language
and

culture

』
５７
―

３０
、
１
月
）

は
、〈
谷
行
〉を
ア
ー
サ
ー
・
ウ
ェ
イ
リ
ー
の
英
訳
を
参
照
し
な
が
ら
解

釈
し
た
う
え
で
、
ウ
ェ
イ
リ
ー
の
英
訳
を
基
に
し
た
ベ
ル
ト
ル
ト
・
ブ

レ
ヒ
ト
作
のD

er
Jagager

を
読
み
解
く
。「
資
料
紹
介
「「
パ
ゴ
ダ
」

―
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
チ
ョ
ン
に
よ
る
英
語
能（
二
〇
〇
九
年
）」（『
武
蔵
野

大
学
能
楽
資
料
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
２５
。
３
月
）は
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
エ

マ
ー
ト
に
よ
る
解
題
と
英
語
台
本
及
び
畠
由
紀
に
よ
る
日
本
語
訳
。
解

題
に
は
執
筆
の
背
景
と
能
と
し
て
制
作
さ
れ
た
過
程
が
解
説
さ
れ
る
。

大
島
能
楽
堂
と
シ
ア
タ
ー
能
楽
に
よ
る
初
演
と
二
〇
一
一
年
の
再
演
の

公
演
記
録
も
付
す
。（
以
上
、
中
司
）

【
狂
言
研
究
】

近
年
の
狂
言
研
究
は
資
料
研
究
が
増
加
し
て
い
る
が
、
本
年
は
そ
の

傾
向
が
顕
著
で
あ
っ
た
。

ま
ず
台
本
の
紹
介
・
研
究
が
四
本
。
小
林
千
草
「
狂
言
台
本
の
翻
刻

と
考
察〈
成
城
本
「
武
悪
」
の
場
合
〉」（『
湘
南
文
学
』
４８
。
３
月
）は

成
城
大
学
図
書
館
蔵
『
狂
言
集
』
所
収
「
武
悪
」
の
台
本
分
析
。
虎
寛

本
・
山
本
東
本
と
の
詳
細
な
比
較
に
よ
り
、
成
城
本
が
両
本
の
中
間
的

性
格
の
本
文
を
も
ち
、
幕
末
に
書
写
さ
れ
た
と
推
測
す
る
。
飯
塚
恵
理

人
「
佐
藤
友
彦
師
所
蔵
九
冊
本
間
狂
言
「
修
羅
語
間
」」（『
椙
山
女
学

園
大
学
研
究
論
集
人
文
科
学
篇
』
４５
。
３
月
）は
狂
言
方
和
泉
流
佐
藤

友
彦
が
所
持
す
る
大
蔵
流
と
目
さ
れ
る
間
狂
言
台
本
の
紹
介（
連
載
）。

今
回
は
三
冊
目
修
羅
能
の
語
リ
ア
イ
の
台
本
の
翻
刻
。
狂
言
研
究
会

「『
文
久
写
本
狂
言
集
』（
愛
知
県
立
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）翻
刻
八
」

（『
あ
い
ち
国
文
』
８
。
９
月
）は
連
載
の
八
回
目
。
今
回
は
「
鬼
の

ま
ゝ
子
」
か
ら
「
八
句
連
歌
」
ま
で
。
翻
刻
者
は
、
山
下
茜
・
小
谷
成

子
・
狩
野
一
三
・
加
藤
華
・
野
崎
典
子
。
三
浦
裕
子
「
高
楠
篝
村
の
狂

言〈
鷲
狩
〉」（『
能
楽
資
料
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
２５
。
３
月
）は
、
明
治
三

十
七
年（
一
九
〇
四
）『
読
売
新
聞
』「
日
曜
附
録
」
に
発
表
さ
れ
た
仏

教
学
者
・
高
楠
篝
村（
高
楠
順
次
郎
）作
の
狂
言
「
鷲
狩
」
の
紹
介
。
本

曲
は
日
露
戦
争
開
戦
時
に
ロ
ン
ド
ン
へ
向
か
っ
て
い
た
伊
予
丸
船
上
で
、

高
楠
が
作
り
、
上
演
し
た
狂
言
で
、
鷲
が
ロ
シ
ア
、
龍
が
中
国
、
鶏
が

朝
鮮
、
猿
が
日
本
の
よ
う
に
動
物
に
擬
せ
ら
れ
た
国
々
や
ロ
シ
ア
の
軍

人
、
合
計
八
役
が
登
場
し
、
開
戦
時
の
東
ア
ジ
ア
の
様
相
を
描
い
た
作

品
。絵

画
資
料
研
究
は
、
近
年
こ
の
分
野
の
研
究
を
精
力
的
に
進
め
る
藤

岡
道
子
の
論
文
が
三
本
。「
屏
風
に
貼
ら
れ
た
狂
言
の
絵
図
」（『
京
都

聖
母
女
学
院
短
期
大
学
児
童
教
育
学
科
京
都
聖
母
女
学
院
短
期
大
学
研

究
紀
要
』
４３
。
３
月
）は
、
藤
岡
が
所
蔵
す
る
「
能
狂
言
」
屏
風
の
紹

介
。
六
曲
一
双
の
一
隻
に
は
三
番
叟
・
蟹
山
伏
・
熊
野
・
釣
狐
・
箙
・

居
杭
、
も
う
一
隻
に
は
高
砂
・
福
の
神
・
張
良
・
入
間
川
・
猩
々
・
末

広
が
り
の
絵
が
貼
ら
れ
て
お
り
、
三
番
叟
・
福
の
神
・
入
間
川
な
ど
が
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作
例
の
少
な
い
貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
す
る
。「
狂
言

の
絵
画
資
料
の
収
集（
そ
の
６
）「
古
能
狂
言
之
図
」
の
一
群
を
解
読
す

る
」
と
「
狂
言
の
絵
画
資
料
の
収
集（
そ
の
７
）

京
都
市
立
芸
術
大
学

芸
術
資
料
館
所
蔵
の
望
月
家
絵
画
資
料
か
ら
」（『
東
洋
哲
学
研
究
所
紀

要
』
２９
・
３０
。
５
月
・
１２
月
）は
連
載
の
６
・
７
回
目
。
前
者
は
こ
れ

ま
で
紹
介
し
た
「
狂
言
古
図
」
と
国
立
能
楽
堂
「
古
能
狂
言
之
図
」・

早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
蔵
「
能
狂
言
絵
」・『
入
門
奈
良
絵
本
』
所
収

「
能
狂
言
絵
巻
」
と
の
比
較
考
察
で
、
そ
れ
ぞ
れ
影
響
関
係
を
推
測
す

る
。
後
者
は
京
都
の
美
術
家
の
家
系
で
あ
る
望
月
家
旧
蔵
で
、
め
く
り

状
の
狂
言
下
絵
四
十
三
図
の
紹
介
と
分
析
。
望
月
家
が
師
匠
の
円
山
派

の
作
品
を
模
写
し
て
い
た
こ
と
、
四
条
派
の
始
祖
・
呉
春
筆
の
狂
言
下

絵
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
、
稀
曲
「
歌
仙
」
の
演
出
資
料
と
し
て
も
貴

重
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
す
る
。
比
較
的
に
狭
い
文
化
圏
の
中
で
狂

言
絵
の
書
写
活
動
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
指
摘
は
興
味
深
い
が
、
両

論
と
も
こ
れ
ま
で
の
論
文
を
傍
ら
に
置
き
、
何
度
も
比
べ
直
さ
な
い
と
、

分
析
の
妥
当
性
が
判
断
し
づ
ら
い
。
近
く
著
書
と
し
て
ま
と
め
る
予
定

ら
し
い
の
で
、
そ
の
際
は
絵
図
が
容
易
に
比
較
で
き
る
よ
う
に
、
ご
配

慮
い
た
だ
き
た
い
。

間
狂
言
台
本
研
究
は
二
本
。
橋
場
夕
佳
「『
副
言
巻
』
を
め
ぐ
る
諸

問
題
」（『
観
世
元
章
の
世
界
』。
６
月
）は
、
明
和
の
改
正
の
一
環
と
し

て
製
作
さ
れ
た
間
狂
言
本
『
副
言
巻
』
の
刊
行
に
つ
い
て
、
鷺
流
と
田

安
宗
武
と
の
関
わ
り
を
論
じ
る
。
鷺
流
の
関
与
に
つ
い
て
は
、
水
野
文

庫
蔵
「
鷺
流
能
間
」
所
収
「
難
波
」
の
注
記
を
も
と
に
、『
副
言
巻
』

の
「
難
波
」
は
宗
武
の
命
で
新
作
さ
れ
た
語
リ
ア
イ
が
ベ
ー
ス
に
な
っ

て
い
る
こ
と
、「
石
橋
」
の
来
序
な
し
で
天
狗
が
登
場
し
立
シ
ャ
ベ
リ

を
す
る
形
は
、『
副
言
巻
』
以
前
の
鷺
流
で
創
案
さ
れ
た
こ
と
を
考
察

す
る
。
さ
ら
に
『
田
藩
事
実
』
の
鷺
仁
右
衛
門
が
田
安
家
に
出
入
り
し

て
い
た
記
述
を
も
と
に
論
じ
、『
副
言
巻
』
が
間
狂
言
史
で
孤
立
的
な

位
置
に
は
な
い
と
指
摘
す
る
。
ま
た
宗
武
の
関
与
に
つ
い
て
、
従
来
か

ら
言
わ
れ
て
い
た
文
句
の
改
変
だ
け
で
は
な
く
、
能
の
構
成
・
演
出
に

関
わ
る
提
案
も
含
ん
で
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
私
見
で
は
、
鷺
流
の

間
狂
言
の
台
本
に
は
、
他
流
と
は
異
な
る
記
事
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
多

い
。
こ
れ
ら
の
記
事
が
『
副
言
巻
』
の
影
響
な
の
か
、
そ
れ
と
も
「
難

波
」
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
も
多
い
の
か
、
鷺
流
の
間
狂
言
史
を
考
え
る
上

で
も
興
味
深
い
指
摘
が
あ
っ
た
。
川
島
朋
子
「
肥
前
島
原
松
平
文
庫
蔵

『
間
狂
言
』（
一
冊
）に
つ
い
て：

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
図
書

館
蔵
『
大
蔵
流
惣
間
語
』
と
の
関
係
を
中
心
に
」（『
女
子
大
国
文
』
１５４
。

１
月
）は
文
政
七
年
の
奥
書
を
も
つ
大
蔵
流
の
間
狂
言
台
本
の
分
析
。

二
種
あ
る
台
本
の
内
、
甲
本
と
命
名
し
た
種
と
京
都
大
学
文
学
部
図
書

館
蔵
『
大
蔵
流
惣
間
語
』
と
比
較
し
、
大
半
の
曲
が
類
似
す
る
こ
と
、

異
同
が
あ
る
曲
は
省
略
の
あ
る
曲
と
本
文
自
体
に
異
同
が
あ
る
曲
に
分

け
ら
れ
る
こ
と
、
虎
明
本
の
本
文
と
註
か
ら
抜
粋
し
て
そ
の
ま
ま
取
り

入
れ
て
い
る
こ
と
、
稀
曲
に
あ
た
る
台
本
が
書
写
過
程
で
省
か
れ
て
い

る
可
能
性
が
高
い
こ
と
な
ど
を
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
甲
本
が
島
原
藩

士
・
喜
多
尾
久
右
衛
門
所
持
し
て
い
た
本
の
写
し
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
島
原
藩
士
が
必
要
に
応
じ
て
変
則
的
に
書
写
し
た
本
で
、
実
演
に

則
し
た
台
本
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
。
手
堅
い
資
料
研
究
で
あ
る
が
、

こ
う
し
た
台
本
研
究
が
能
の
受
容
・
享
受
の
歴
史
や
間
狂
言
の
研
究
と
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ど
の
よ
う
に
接
続
す
る
か
、
と
い
う
点
も
重
要
で
あ
ろ
う
。

国
語
学
・
日
本
語
学
分
野
の
論
文
は
三
本
。
村
田
菜
穂
子
・
前
川
武

「
狂
言
の
形
容
詞
」（『
国
際
研
究
論
叢
』
２７（
２
）。
１
月
）は
、
上
代
か

ら
中
世
ま
で
の
日
本
語
形
容
詞
・
形
容
動
詞
の
史
的
研
究
と
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
の
一
環
と
し
て
、
狂
言
台
本（
天
正
狂
言
本
・
虎
明
本
・
虎

清
本
・
天
理
本
・
狂
言
記
）の
形
容
詞
を
使
用
頻
度
を
一
覧
し
た
も
の
。

狂
言
研
究
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
鷺
流
の
台
本
も
加
え
て
ほ
し
か
っ
た
。

ま
た
両
氏
の
「
狂
言
・
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
の
形
容
詞
の
語
構
成
」（『
国

際
研
究
論
叢
』
２８（
１
）。
１０
月
）は
、
狂
言
の
言
葉
が
ど
の
よ
う
な
部

分
要
素
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
ど
の
よ
う
な
造
語
成
分
か
ら
組

み
立
て
ら
れ
て
い
る
か
を
上
代
資
料
・
八
代
集
な
ど
と
と
も
に
一
覧
化

し
た
稿
。
大
倉
浩
「
大
蔵
虎
寛
本
の
「
わ
れ
わ
れ（
我
々
）」
を
め
ぐ
っ

て
」（『
筑
波
日
本
語
研
究
』
１９
。
１
月
）は
、「
わ
れ
わ
れ
」
の
用
例
か

ら
狂
言
台
本
変
遷
の
背
景
を
考
え
る
。「
わ
れ
わ
れ
」
は
狂
言
台
本
で

は
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
語
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
語
は
京
を
中

心
に
武
士
た
ち
の
畏
ま
り
の
表
現
と
し
て
定
着
す
る
と
、
十
八
世
紀
の

大
蔵
流
台
本
で
役
柄
な
ど
も
考
慮
し
つ
つ
、「
わ
れ
ら
」
が
「
わ
れ
わ

れ
」
に
変
化
し
た
と
推
測
す
る
。
ま
た
、
和
泉
流
・
鷺
流
の
台
本
で
同

様
の
変
化
が
そ
れ
ほ
ど
見
ら
れ
な
い
の
は
、
大
蔵
流
が
「
武
家
と
強
く

結
び
つ
い
た
狂
言
を
志
向
し
て
い
た
」
と
考
え
る
。
興
味
深
い
指
摘
で

あ
る
が
、
能
の
詞
章
や
間
狂
言
な
ど
も
参
観
す
べ
き
だ
ろ
う
。
例
え
ば

「
谷
行
」
で
は
、
観
世
流
の
み
が
江
戸
期
に
な
っ
て
か
ら
「
我
等
」
を

「
我
々
」
に
改
変
し
て
い
る
本
が
あ
る
。
ま
た
、
大
蔵
流
だ
け
が
武
家

社
会
を
意
識
し
て
い
た
か
の
よ
う
に
読
め
る
結
論
に
は
、
疑
問
が
残
る
。

日
本
文
化
と
の
関
わ
り
か
ら
狂
言
を
論
じ
た
論
文
が
二
本
。
大
森
恵

子
「
瓢
と
踊
念
仏
」（『
国
立
能
楽
堂
』
３６７
。
３
月
）は
、
瓢
と
踊
念
仏

の
関
係
を
解
説
す
る
。
瓢
箪
は
そ
れ
を
叩
く
と
水
神
や
火
の
神
を
鎮
め

る
呪
法
と
な
る
と
同
時
に
、
霊
魂
の
容
器
と
な
る
宗
教
性
を
有
し
て
い

た
こ
と
、
そ
の
瓢
を
踊
念
仏
に
用
い
る
例
は
『
一
遍
上
人
絵
詞
伝
』
に

見
え
、
今
日
も
六
波
羅
蜜
寺
の
空
也
踊
念
仏
な
ど
に
見
え
る
こ
と
を
説

明
す
る
。
田
中
文
哉
「「
盆
山
」
と
は
何
か
―
失
わ
れ
た
中
世
の
盆
栽
」

（『
国
立
能
楽
堂
』
３７２
。
８
月
）は
、
諸
資
料
か
ら
盆
山
の
姿
を
考
え
る
。

奈
良
絵
巻
『
酒
飯
論
』
が
盆
山
の
絵
が
書
か
れ
た
貴
重
な
資
料
で
あ
る

こ
と
、
五
山
僧
か
ら
盆
山
を
没
収
し
た
り
、
鎌
倉
公
方
か
ら
富
士
松
が

送
ら
れ
る
ほ
ど
、
義
政
が
盆
山
を
愛
好
し
た
こ
と
を
紹
介
す
る
。
ま
た
、

庭
に
忍
び
込
む
和
泉
流
は
盆
山
の
栽
培
方
法
と
付
合
す
る
が
、
座
敷
に

忍
び
込
む
大
蔵
流
は
座
敷
飾
り
と
し
て
の
盆
石
に
当
た
る
可
能
性
を
指

摘
す
る
。

実
演
を
踏
ま
え
た
狂
言
論
が
三
本
。
ヒ
ー
ブ
ル
・
オ
ン
ジ
ェ
イ
「
心

か
ら
心
へ
、
翻
訳
で
伝
わ
る
笑
い
―
チ
ェ
コ
に
お
け
る
狂
言
の
現
状
、

過
去
１４
年
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
能
楽
研
究
』
３８
。
７
月
）は
、
筆
者
が

率
い
る
「
な
ご
み
狂
言
会
チ
ェ
コ
」
の
活
動
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

狂
言
を
チ
ェ
コ
語
に
翻
訳
す
る
方
法
と
と
も
に
、
そ
の
困
難
さ
を
記
す
。

オ
ノ
マ
ト
ペ
・
敬
語
・
言
葉
遊
び
・
演
技
を
伴
う
謡
な
ど
を
も
と
に
、

翻
訳
が
難
し
い
作
業
に
お
け
る
工
夫
か
ら
、
今
後
の
活
動
の
展
望
ま
で

説
明
し
て
い
る
。「
武
悪
」
が
狂
言
の
本
質
だ
と
い
う
意
見
は
、
翻
訳

を
踏
ま
え
て
こ
そ
の
視
点
だ
ろ
う
。SA

LZ
Jonah

「
狂
言
の
ド
ラ
マ

ツ
ル
ギ
ー：
役
者
へ
の
十
三
の
教
え
」（『
国
際
文
化
研
究
』
８
。
３
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月
）は
「
痺
」
の
分
析
を
通
し
て
、
現
代
演
劇
人
に
と
っ
て
も
有
益
な

ド
ラ
マ
ツ
ル
ギ
ー
と
演
出
法
を
汲
み
取
ろ
う
と
す
る
試
み（
英
語
論
文
）。

謡
や
発
声
を
伝
染
性
の
あ
る
リ
ズ
ム（infectious

rhythm
s

）が
あ
る

こ
と
、
主
人
の
話
を
太
郎
冠
者
が
盗
み
聞
き
す
る
場
面
を
映
画
技
法
の

分
割
画
面
に
譬
え
る
な
ど
、
狂
言
を
現
代
劇
の
一
つ
と
し
て
捉
え
直
そ

う
と
す
る
。
山
田
師
久
「
伝
統
文
化
狂
言
の
伝
承
の
視
点
か
ら
見
た

「
今
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
学
び
の
環
境
」（
狂
言
の
上
演
と
そ
の
伝

承
）」（『
年
会
論
文
集
』
３０
。
１
月
）は
狂
言
の
大
和
座
の
修
練
法
と
現

代
の
教
育
問
題
を
結
び
つ
け
、「
鸚
鵡
返
し
」
と
呼
ば
れ
る
師
匠
が
口

伝
え
で
教
え
る
修
練
法
が
、
人
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て

有
益
で
あ
る
と
示
唆
す
る
。
ま
た
同
誌
に
は
大
和
座
主
催
の
安
東
伸
元

が
、「
柿
山
伏
」
の
あ
ら
す
じ
・
演
出
・
笑
い
の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め

た
「
狂
言
『
柿
山
伏
』（
狂
言
の
上
演
と
そ
の
伝
承
）」
も
掲
載
さ
れ
て

い
る
。

こ
れ
ま
で
狂
言
研
究
の
中
心
で
あ
っ
た
作
品
研
究
・
狂
言
史
研
究
が
、

近
年
減
少
傾
向
で
あ
る
の
は
さ
み
し
い
感
が
あ
る
。
作
品
研
究
は
二
本
。

村
上
詠
子
「
中
世
芸
能
「
狂
言
」
―
『
天
正
狂
言
本
』「
さ
ひ
人
」
の

テ
キ
ス
ト
本
の
比
較
―
」（『
目
白
大
学
短
期
大
学
部
研
究
紀
要
』
５０
。

２
月
）は
「
八
尾
」
の
原
曲
と
さ
れ
る
天
正
狂
言
本
所
収
「
さ
ひ
人
」

の
考
察
。
複
数
の
台
本
の
比
較
し
、
そ
れ
ら
の
語
義
を
辞
書
で
確
認
す

る
と
と
も
に
、
演
出
注
記
に
注
目
し
、「
地
方
で
生
き
抜
い
た
鷺
流
狂

言
に
人
間
的
な
心
の
奥
深
い
部
分
の
面
白
さ
を
感
じ
る
」
と
解
釈
す
る
。

詳
細
な
調
査
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
全
体
の
論
点
が
不
明
確
で
あ
る
上

に
、
狂
言
史
の
理
解
に
誤
解
が
多
々
あ
る
こ
と
が
残
念
で
あ
る
。
ま
た

内
容
以
前
に
、
資
料
掲
載
上
の
最
低
限
の
き
ま
り
を
遵
守
す
べ
き
だ
ろ

う
。
作
品
研
究
で
は
な
い
が
、
登
場
人
物
が
置
か
れ
た
窮
地
な
ど
を

「
恐
怖
」
と
捉
え
、
狂
言
の
構
造
分
析
を
試
み
る
坂
場
順
子
「「
恐
怖
」

に
ど
う
対
処
す
る
か
―
狂
言
の
処
方
箋
―
」（『
神
奈
川
工
科
大
学
研
究

報
告
Ａ
人
文
社
会
科
学
編
Ａ
』
３８
。
３
月
）に
つ
い
て
も
こ
こ
で
言
及

す
る
。
狂
言
を
「
誰
か
が
誰
か
に
対
し
て
、
ま
た
は
誰
か
が
何
か
に
対

し
て
感
じ
る
恐
怖
」
と
「
状
況
か
ら
醸
し
出
さ
れ
る
恐
怖
」
に
大
別
し
、

さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
を
細
分
化
し
た
上
で
、
狂
言
の
構
造
の
類
型
化
し
、

そ
の
特
質
を
分
析
し
よ
う
と
す
る
論
。
た
だ
し
、
後
者
の
分
類
は
多
く

の
狂
言
が
該
当
し
て
し
ま
い
、
分
類
に
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
狂
言
は
あ
る
特
殊
な
状
況
を
作
り
だ
す
こ
と
で
、
劇
を
構
成
し
、

笑
い
を
生
み
だ
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
「
蝸
牛
」

に
お
け
る
山
伏
の
囃
子
物
を
「
気
味
が
悪
い
」
と
し
、「
状
況
が
観
客

に
与
え
る
恐
怖
」
と
ラ
ベ
リ
ン
グ
す
る
点
な
ど
、
個
々
の
作
品
の
分
析

に
も
疑
問
が
残
る
。
狂
言
史
研
究
は
一
本
。
田
口
和
夫
「
大
蔵
虎
明
二

題
―
山
桜
武
悪
、
虎
清
・
清
虎
―
」（『
銕
仙
』
６３４
。
３
月
）は
虎
明
の

事
績
に
関
す
る
二
つ
の
考
察
。
一
つ
は
面
作
者
と
し
て
の
事
績
で
、

『
わ
ら
ん
べ
草
』
七
十
七
段
の
記
事
を
も
と
に
、
従
来
否
定
的
な
見
解

も
あ
っ
た
面
作
者
と
し
て
の
虎
明
の
存
在
を
確
実
視
す
る
。
も
う
一
つ

は
虎
明
と
弟
の
清
虎
の
関
係
で
、
橋
本
朝
生
の
「
い
つ
も
一
緒
に
い
る

影
の
よ
う
な
存
在
」
と
い
う
見
解
に
賛
同
し
つ
つ
も
、
山
本
東
次
郎
家

蔵
「
覚
」
に
込
め
ら
れ
た
何
者
か
へ
の
批
判
は
虎
明
に
向
け
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
と
解
釈
し
、
従
来
指
摘
ど
お
り
二
人
は
不
仲
で
も
あ
っ
た
と

推
測
す
る
。（
伊
海
）
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【
外
国
語
に
よ
る
能
楽
研
究
】

◎
単
行
本

○Salz,
Jonah,

ed.
A

H
istory

of
Japanese

T
heatre.

C
am

bridge:

C
am

bridge
U

niversity
Press,

2014

。
（
ジ
ョ
ナ
・
サ
ル
ズ
編
『
日

本
舞
台
芸
術
史
』）総
頁
数
五
百
五
十
頁
。

本
書
は
非
常
に
広
い
意
味
で
捉
え
た
「
日
本
演
劇
」
に
つ
い
て
の
総

合
的
概
論
で
あ
り
、
神
楽
や
所
謂
「
語
り
」
物
語
や
、
日
本
舞
踊
な
ど

を
含
む
。
よ
っ
て
タ
イ
ト
ル
に
はJapanese

T
heatre

（
舞
台
芸
術
）の

語
句
が
あ
る
。
各
セ
ク
シ
ョ
ン
の
終
わ
り
に
は
参
考
文
献
一
覧
が
あ
る
。

以
下
本
書
か
ら
「
伝
統
芸
能
」
を
扱
っ
て
い
る
部
分
を
中
心
に
取
り
上

げ
る
。

ま
ず
、
最
初
の
セ
ク
シ
ョ
ン
一
に
お
い
て
は
、
古
代
の
伎
楽
、
舞
楽

な
ど
か
ら
、
神
楽
、
声
明
、
延
年
、
お
ん
祭
な
ど
中
世
初
期
に
か
け
て

の
諸
分
野
に
つ
い
て
の
寺
内
直
子
に
よ
る
概
論
が
あ
る
。
次
に
時
田
ア

リ
ソ
ン
は
、
曽
我
物
、
曲
舞
、
幸
若
舞
な
ど
の
語
り
物
に
つ
い
て
取
り

あ
げ
て
い
る
。

セ
ク
シ
ョ
ン
二
に
お
い
て
は
、
加
賀
谷
真
子
・
三
浦
裕
子
の
、
短
い

な
が
ら
も
良
く
ま
と
め
ら
れ
た
能
楽
に
つ
い
て
の
主
要
な
事
項
と
室
町

文
化
に
つ
い
て
の
論
考
が
あ
る
。〈
高
砂
〉〈
松
風
〉〈
隅
田
川
〉〈
船
弁
慶
〉

と
い
う
代
表
的
四
曲
の
短
い
紹
介
が
あ
る
他
、「
能
と
仏
教
」、「
観
阿

弥
・
世
阿
弥
」
な
ど
と
い
う
テ
ー
マ
を
設
け
て
簡
単
な
解
説
が
あ
る
。

能
の
歴
史
は
江
戸
、
明
治
維
新
、
ま
た
第
二
次
大
戦
以
降
ま
で
押
さ
え

ら
れ
て
お
り
、
更
に
「
能
の
未
来
」
と
し
て
こ
れ
か
ら
の
能
の
行
く
末

に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
る
。
こ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
は
盛
り
だ
く
さ
ん
で
あ

り
、
次
の
よ
う
な
多
才
な
コ
ラ
ム
記
事
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
多
く
の

専
門
的
な
筆
者
が
参
加
し
て
い
る
。
ア
イ
ケ
・
グ
ロ
ス
マ
ン
に
よ
る

「
黒
川
能
」、
シ
ェ
リ
ー
・
フ
ェ
ノ
・
ク
イ
ン
「
世
阿
弥
」「
観
世
寿
夫
」、

バ
ー
バ
ラ
・
ガ
イ
ル
ホ
ル
ン
「
謡
曲
と
女
性
」、
デ
ィ
エ
ゴ
・
ペ
レ
ッ

キ
ア
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
に
お
け
る
能
の
初
海
外
公

演
」、
加
賀
谷
真
子
・
三
浦
裕
子
「
新
作
能
・
復
曲
」。

セ
ク
シ
ョ
ン
三
は
ジ
ョ
ナ
・
サ
ル
ズ
に
よ
る
詳
細
な
「
狂
言
」
の
紹

介
と
な
っ
て
い
る
。
サ
ル
ズ
は
こ
の
他
「
大
蔵
虎
明
」「
野
村
家
・
茂

山
家
」
に
つ
い
て
の
コ
ラ
ム
も
担
当
し
て
い
る
。

本
書
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
の
区
切
り
ご
と
に
独
立
し
た

論
が
あ
り
、
能
関
係
と
し
て
は
、
モ
ニ
カ
・
ベ
ー
テ
の
「
能
狂
言
の
衣

装
と
面
」、
エ
リ
ッ
ク
・
Ｃ
・
ラ
ス
に
よ
る
「
家
元
制
度
」
が
あ
る
。

能
に
つ
い
て
の
論
考
は
本
書
の
後
半
に
も
頻
出
す
る
。
セ
ク
シ
ョ
ン

十
二
に
は
ロ
ー
レ
ン
ス
・
コ
ミ
ン
ズ
に
よ
るPrem

odern
playw

rit-

ing
practices

と
い
う
小
論
が
あ
り
、
能
に
お
け
る
世
阿
弥
と
後
の
劇

作
家
の
比
較
を
行
っ
て
い
る
。
コ
ミ
ン
ズ
は
ま
た
、〈
道
成
寺
〉の
様
々

な
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
の
比
較
を
行
っ
て
い
る
。
セ
ク
シ
ョ
ン
十
九
に
お
い

て
は
、
ウ
イ
リ
ア
ム
・
リ
ー
が
、
世
阿
弥
、
禅
竹
の
能
楽
論
を
扱
い
、

セ
ク
シ
ョ
ン
二
一
で
は
、
デ
イ
ビ
ッ
ド
・
ジ
ョ
ー
ト
ナ
ー
の
、
西
洋
に

お
け
る
能
の
受
容
史
概
論
が
あ
り
、
セ
ク
シ
ョ
ン
二
三
に
は
、
編
者
で

あ
る
ジ
ョ
ナ
・
サ
ル
ズ
に
よ
る
、T

raditional
training

internation-

ally

と
題
す
る
論
に
お
い
て
、
日
本
語
を
母
語
と
し
な
い
人
々
へ
の
お

稽
古
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
る
。
同
じ
く
サ
ル
ズ
は
セ
ク
シ
ョ
ン
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二
四
に
お
い
て
、Interculturaltheatre

と
題
し
て
能
の
西
洋
演
劇
に

対
す
る
影
響
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

本
書
は
演
劇
広
汎
に
わ
た
る
概
論
書
で
あ
る
の
で
、
初
学
者
な
ど
に

は
特
に
有
意
義
な
一
書
で
あ
る
が
、
多
様
な
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
る
コ

ラ
ム
や
セ
ク
シ
ョ
ン
間
に
挟
ま
れ
た
論
な
ど
も
あ
り
、
多
く
の
専
門
家

の
参
考
と
な
る
こ
と
必
須
で
あ
る
。

○T
yler,

R
oyall.

Zeam
i:

Six
R

evived
B

angai
Plays.

『
能
楽
研
究

叢
書1

』、T
okyo:

T
he

N
ogam

i
M

em
orial

N
oh

T
heatre

R
e-

search
Institute

of
H

ōsei
U

niversity,
2014.

（
ロ
イ
ヤ
ル
・
タ
イ

ラ
ー
『
世
阿
弥

六
つ
の
復
曲
の
番
外
曲
』）総
頁
九
十
三
頁
。

二
〇
一
三
年
出
版
のT

o
H

allow
G

enji:
A

T
ribute

to
N

oh

（
平
成

二
五
年
「
研
究
展
望
」
参
照
）収
載
十
八
曲
の
う
ち
、
世
阿
弥
作
と
み

な
さ
れ
る
六
曲〈
阿
古
屋
松
〉〈
布
留
〉〈
箱
崎
〉〈
松
浦
佐
用
姫
〉〈
多
田
津

左
衛
門
〉〈
鵜
羽
〉の
解
説
・
翻
訳
の
再
録
版
で
あ
る
が
、
あ
ら
た
に
観

世
文
庫
蔵
・
宝
山
寺
蔵
の
世
阿
弥
自
筆
本
と
そ
の
校
本
に
つ
い
て
の
序

文
が
加
わ
っ
て
い
る
。

○E
m

m
ert,

R
ichard.

T
he

G
uide

to
N

oh
of

the
N

ational
N

oh

T
heatre:

Play
Sum

m
aries

of
the

T
raditional

R
epertory.

3

（K
o-

M

）.T
okyo:

N
ational

N
oh

T
heatre,

2014.

（
リ
チ
ャ
ー
ド
・
エ

マ
ー
ト
著
『
国
立
能
楽
堂
の
能
楽
ガ
イ
ド
ー
現
行
曲
の
要
約
、
３
巻
』

総
頁
数
百
四
十
八
頁
。

能
の
構
造
を
解
明
す
る
細
か
い
英
文
要
約
。
Ａ
Ｂ
Ｃ
順
、〈
胡
蝶
〉よ

り〈
六
浦
〉ま
で
の
四
十
一
曲
を
含
む
。

○M
oore,

K
atrina

L.
T

he
Joy

of
N

oh:
E

m
bodied

Learning
and

D
iscipline

in
U

rban
Japan

.
A

lbany,
N

Y
:

SU
N

Y
Press,

2014.

（
カ
ト
リ
ー
ナ
・
Ｌ
・
モ
ー
ア
著
『
能
の
喜
び
―
日
本
都
市
部
に
お
け

る
身
体
的
学
習
と
鍛
錬
』）総
頁
数
百
四
十
頁
。

著
者
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
大
学
所
属

の
人
類
学
者
。
い
わ
ゆ
る
体
験
人
類
学
的
立
場
か
ら
み
た
能
の
「
お
稽

古
ご
と
」
に
つ
い
て
の
研
究
。

○B
row

n,
K

endall
H

.,
ed.

T
raditions

T
ransfigured:

T
he

N
oh

M
asks

of
B

idou
Y

am
aguchi.

Long
B

each,
C

A
:

U
niversity

A
rt

M
useum

,
C

alifornia
State

U
niversity,

Long
B

each,
2014.

D
is-

tributed
by

U
niversity

of
W

ashington
Press.

（
ケ
ン
ド
ー
ル
・

Ｈ
・
ブ
ラ
ウ
ン
編
『
異
形
化
さ
れ
る
伝
統
―
山
口
毘
堂
の
能
面
―
』）総

頁
数
百
頁
。

二
〇
一
四
年
一
月
二
五
日
よ
り
四
月
十
三
日
ま
で
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
立
大
学
ロ
ン
グ
・
ビ
ー
チ
校
の
大
学
美
術
館
で
行
わ
れ
た
同
名
の
展

覧
会
の
目
録
、
論
文
集
。
能
楽
研
究
に
お
い
て
有
益
な
論
と
し
て
、

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
大
学
名
誉
教
授
の
Ｊ
・
ト
ー
マ
ス
・
ラ
イ
マ
ー
に
よ
る

格
調
高
い
「
全
体
演
劇
と
し
て
の
能
」N

oh
as

T
otal

T
heater

が
収

載
さ
れ
て
い
る
。
他
に
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
Ｔ
・
ヴ
ォ
ル
マ
ン
に
よ
る

「
能
面
の
幽
玄
」
な
ど
が
あ
る
。
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◎
論
文

○A
nno,M

ariko,
and

Judy
H

alebsky.
“Innovation

in
N

ō:
M

at-

sui
A

kira
C

ontinues
a

T
radition

of
C

hange.
“A

sian
T

heatre

Journal,V
ol.31,N

o.1

（2014

）,pp.126-152.

（
安
納
真
理
子
・
ジ
ュ

デ
ィ
・
ハ
レ
ブ
ス
キ
ー
共
著
「
能
に
お
け
る
革
新
―
伝
統
の
変
化
を
追

い
続
け
る
松
井
彬
」）総
頁
数
二
十
七
頁
。

多
く
の
海
外
の
人
々
に
能
を
教
え
て
い
る
喜
多
流
の
シ
テ
方
松
井
彬

の
活
動
に
つ
い
て
、
特
に
新
作
能
と
復
元
曲
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
に

つ
い
て
取
り
上
げ
て
い
る
点
が
興
味
深
い
。

○A
m

ano,
Fum

io.
“Zeam

i’s
Poetics

as
M

anifested
in

‘T
ôru.’”

T
ranslated

by
R

iyo
N

am
igata.

C
om

parative
T

heatre
R

eview
,

V
ol.14,N

o.1

（M
arch,2014

）,pp.
3-16.
（
天
野
文
雄
著
「〈
融
〉に

現
れ
る
世
阿
弥
の
能
楽
論
」）総
頁
数
十
四
頁
。

河
原
の
院
へ
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
を
見
る
よ
り
も
、
河
原
の
院
を
眺
め

る
ワ
キ
と
シ
テ
に
お
け
る
「
感
応
道
交
」
を
説
く
。

○A
m

ano,
Sachi.

“Japanese
perform

ing
arts

know
n

by
m

is-

sionary
priests

w
ithin

the
intercultural

m
ilieu

of
the

16th
cen-

tury:
D

id
Fróis

encounter
C

hristian
N

oh?”
D

edica.
R

evista
de

E
ducação

e
H

um
anidades,

Issue
5

（2014

）,pp.
123-138.

（「
十

六
世
紀
の
異
文
化
の
環
境
下
に
お
い
て
宣
教
師
ら
に
知
ら
れ
た
日
本
の

芸
能
―
フ
ロ
イ
ス
は
キ
リ
シ
タ
ン
能
に
出
会
っ
た
の
か
」）総
頁
数
十
六

頁
。

多
く
の
日
本
に
お
け
る
芸
能
に
つ
い
て
触
れ
、
能
や
キ
リ
シ
タ
ン
演

劇
に
つ
い
て
も
論
じ
て
い
る
フ
ロ
イ
ス
で
は
あ
る
が
、
キ
リ
シ
タ
ン
能

に
つ
い
て
の
言
及
を
追
跡
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
と
す
る
。

○G
ardiner,

M
ichael,

and
Joyce

S.
Lim

.
“C

hrom
atopes

of

N
oh:

A
n

A
nalysis

of
T

im
bral

Progressions
in

the
Introduc-

tions
to

T
hree

Plays.”
A

sian
M

usic,
V

olum
e

45,
N

um
ber

2

（Sum
m

er/Fall
2014

）,pp.
84-128.

（
マ
イ
ケ
ル
・
ガ
ー
デ
ィ
ナ
ー
、

ジ
ョ
イ
ス
・
Ｓ
・
リ
ム
「
能
の
ク
ロ
マ
ト
プ
ス
―
三
曲
に
お
け
る
音
色

進
行
の
分
析
」）

〈
船
弁
慶
〉〈
松
風
〉「
羽
衣
」
の
冒
頭
部
分（
次
第
、
名
乗
り
笛
、
一

声
）の
分
析
を
し
、「
ク
ロ
マ
ト
プ
ス
」
と
い
う
造
語
﹇
ク
ロ
マ（
色
）と

ト
ポ
ス（
空
間
）の
を
合
成
﹈
を
用
い
て
、
説
明
す
る
。
タ
イ
ト
ル
に
も

そ
の
造
語
を
使
用
。

○H
lavác� ová,

A
nna

A
.

“A
nchoring

the
V

erbal
Im

age
in

N
oh

and
Shakespeare

T
heatre.”

T
ranslated

by
M

artin
M

ajzlík.

Slovenské
divadlo

Special

（2014

）,pp.
95-100.

（
ア
ン
ナ
・
Ａ
・

ハ
ラ
ヴ
ァ
ー
チ
ョ
ヴ
ァ
ー
「
謡
曲
と
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
に
お
け
る
言

語
心
像
を
固
定
す
る
」）総
頁
数
六
頁
。

英
日
劇
に
お
け
る
劇
場
空
間
と
周
辺
空
間
の
比
較
な
ど
に
つ
い
て
論

じ
て
い
る
。

○K
adow

aki,
Y

ukie.
“N

oh
D

ram
a

and
the

Sam
urai.”

B
ulletin
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ofthe
D

etroit
Institute

ofA
rts,vol.88,no.1/4

（2014

）,pp.104-

113.
（
門
脇
幸
恵
「
謡
曲
と
武
士
」）総
頁
数
十
頁
。

国
立
能
楽
堂
事
業
推
進
課
調
査
資
料
係
主
任
の
門
脇
幸
恵
に
よ
る
謡

曲
の
歴
史
と
武
士
階
級
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
論
。

○M
orita,

Y
ui,

H
itom

i
O

da,
and

T
oshio

M
orita.

“C
haracteris-

tics
of

actions
for

sliding
w

alk
technique

in
Japanese

tradi-

tional
perform

ing
art:

Pursuit
for

R
hythm

of
Jyo-H

a-K
yu,‘in-

troduction,developm
ent,and

clim
ax’of

H
akobi

（sliding
w

alk

）

from
proficiency

difference
in

K
yogen

actors.”
International

Journal
of

H
um

an
C

ulture
Studies,

N
o.

24

（2014

）,pp.
204-

216.

（
森
田
ゆ
い
、
小
田
ひ
と
み
、
森
田
寿
郎
「
日
本
の
伝
統
芸
能
に

於
け
る
ハ
コ
ビ
の
特
徴
―

狂
言
訳
者
に
お
け
る
序
破
急
リ
ズ
ム
に
つ

い
て
の
検
証
」）総
頁
数
十
三
頁
。

タ
イ
ト
ル
が
全
て
を
物
語
っ
て
い
る
が
、
狂
言
役
者
四
人
の
ハ
コ
ビ

の
映
像
を
分
析
し
、
そ
の
結
果
「
ハ
コ
ビ
に
序
破
急
の
リ
ズ
ム
展
開
を

加
え
る
難
し
さ
は
、
序
か
ら
破
へ
の
速
度
変
化
を
自
然
の
リ
ズ
ム
の
規

則
性
に
則
り
体
現
す
る
こ
と
に
あ
る
と
示
唆
で
き
た
」
と
す
る
。

○N
ishiw

aki,
Y

asuhiro,
W

ataru
W

akita,
and

H
irom

i
T

.

T
anaka.“R

eal-tim
e

A
nisotropic

R
eflectance

R
endering

of
N

oh

-C
ostum

e
w

ith
B

onfire
Flickering

E
ffect.”

IT
E

T
ransactions

on
M

edia
T

echnology
and

A
pplications,

V
ol.

2,
N

o.
3

（2014

）,

pp.217-224.

（
西
脇
靖
洋
、
脇
田
航
、
田
中
裕
美
「
薪
能
に
お
け
る
能

装
束
の
異
方
性
反
射
率
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
再
現
」）総
頁
数
八
頁
。

○W
atson,

M
ichael.

“Inside
and

outside
the

grand
lineage:

a

study
of

early
translations

of
Japanese

nō
plays,”

A
sia

Pacific

T
ranslation

and
Intercultural

Studies

（2014

）,pp.
28-42.

（
マ
イ

ケ
ル
・
ワ
ト
ソ
ン
「
正
統
派
の
内
と
外
―
初
期
謡
曲
翻
訳
に
つ
い
て
の

考
察
」）総
頁
数
十
五
頁
。

フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
謡
曲
翻
訳
を
パ
ウ
ン
ド
が
編
集
し
た
一
冊
は
、
欧
米

に
お
け
る
謡
曲
翻
訳
の
正
統
派
と
し
て
の
位
置
を
確
保
す
る
ま
で
に

な
っ
た
。
し
か
し
そ
こ
に
収
載
さ
れ
な
か
っ
た
生
原
稿
し
か
残
さ
れ
て

い
な
い
曲
も
あ
る
。
そ
の
中
か
ら〈
安
達
原
〉〈
高
砂
〉を
取
り
上
げ
る
。

フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
日
本
人
ア
シ
ス
タ
ン
ト
に
『
謡
曲
通
解
』
を
朗
読
さ
せ
、

解
説
を
読
ま
せ
て
い
る
こ
と
は
そ
の
日
記
な
ど
か
ら
す
で
に
知
ら
れ
て

い
る
事
実
で
あ
る
が
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
掛
詞
の
翻
訳
な
ど
を
証
左
と
し

て
内
容
的
な
側
面
か
ら
そ
の
事
実
を
裏
付
け
る
。（
ワ
ト
ソ
ン
）
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